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広報広報

今月の表紙は伊賀市若者会議によるプロジェクションマッピングの様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
催しなどに参加するときは、マスクの着用など感染予防を行いましょう。

今月の納税
●納期限　４月30日 （金）

納期限内に納めましょう
固定資産税（１期） 2021 年（令和３年）４月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴広報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　89,546 人　○世帯数　40,627 世帯
○男　43,950 人　　○女　45,596 人

伊賀市の人口・世帯数
令和３年２月 28日現在

広報いがをスマホでチェック

４月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◉各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

　当社は、平成７年に農地の保全管理
を行う社団法人として設立。以後、農
産物加工所の運営・加工販売を行って
います。
　伊賀産菜種油「七

な
の花

はな
」 エクストラ

バージンの商品開発は、「伊賀市菜の
花プロジェクト」の取り組みで、平成
19年度に始まりました。
　このプロジェクトは、「遊休農地な

どを活用して菜の花を栽培し、美しい
農村風景をつくりだすとともに、その
菜種を搾り地産地消に努め、地域の特
産品として販売に取り組んでいく」も
のです。プロジェクトの中心として農
業者間の情報共有と技術の集積を図
り、菜種油の搾油と販売、
バイオ燃料の有効利用を展
開しています。

◉伊賀市応急診療所（一次救急）
【診療科目】　一般診療・小児科　【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※点滴・レントゲン検査・血液検査・インフルエンザ検査はできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◉伊賀市救急・
健康相談ダイヤル24

☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◆受診可能な医療機関は、救急医療情報センター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
１
　名張

２
　上野

３
　名張

４
　名張

５
　岡波

６
　名張

７
　岡波

８
　名張

９
　上野

10
　上野

11
　岡波

12
　岡波

13　
　上野

14
　岡波

15
　名張

16
　上野

17
　名張

18
　名張

19
　岡波

20
　名張

21
　岡波

22
　名張

23
　上野

24
　上野

25
　岡波

26
　岡波

27
　上野

28
　岡波

29
　名張

30
　上野

＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。

I G AMONO
セレクション No.12

（一社）大山田農林業公社
搾油施設「菜の舎」

チーフ　亀井　健司さん

　伊賀産の厳選された良質な菜種だけを、じっくり
時間をかけて非加熱で搾油した、最高級のバージン
オイルです。 
　菜の花の持つほのかな香りと味が生きています。

伊賀産菜種油「七の花」 
エクストラバージン

【問い合わせ】
　商工労働課
　☎ 22-9669　℻  22-9695



保
育
所
（
園
）

○
依
那
古
保
育
所
と
依
那
古
第
２
保
育
所

の
統
合
・
民
営
化
（
４
月
開
所
）

学
校
教
育

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
よ

う
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
大
切
に
し
、

学
力
の
保
障
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

○
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用

し
た
学
習
の
推
進
。

○
教
育
用
冊
子
「
伊
賀
の
こ
と
」
を
活
用

し
た
、
郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
な
ど
を

育
む
教
育
の
推
進
。

○
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
や
、
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
、

夢
や
希
望
を
叶
え
ら
れ
る
力
の
育
成
。

○
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
に
向
け

た
検
討
。

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

　
各
小
中
学
校
、
桃
青
の
丘
幼
稚
園
に
学

校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
学
校
（
園
）、

家
庭
、
地
域
に
よ
る
一
体
的
な
取
り
組
み

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
を
進
め

ま
す
。

学
校
施
設

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
、
耐
震
化
な
ど
の
機
能
向

上
や
、
施
設
を
適
切
に
維
持
管
理
す
る
た

め
の
長
寿
命
化
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
体
制
の
維
持
や

危
機
管
理
体
制
の
充
実
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
の
確
立
は
一
刻
を
争
う
課
題
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

２
月
に
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
課
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
３
月
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
、
ワ
ク
チ
ン
無
料
接
種
券
を
高

齢
者
か
ら
順
次
発
送
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
福
祉
「
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
」

　
伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
地
域
福
祉

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地
域
づ

く
り
を
支
援
す
る
な
ど
、
国
に
先
ん
じ
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
し

た
。

　

４
月
か
ら
は
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

子
育
て
世
帯
・
生
活
困
窮
者
の
支
援
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
充
実
を
図

り
、
世
代
や
分
野
を
越
え
て
「
丸
ご
と
」

つ
な
が
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
差
別
」
の
解
消

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

者
や
そ
の
家
族
、
医
療
従
事
者
な
ど
へ
の

差
別
や
人
権
侵
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
闘
う
べ
き
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
り
、

な
く
す
べ
き
は
差
別
で
あ
る
こ
と
」
や
、

「
人
権
問
題
は
他
人
事
で
は
な
く
、
一
人

ひ
と
り
の
大
切
な
問
題
で
あ
る
こ
と
」
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ワクチン接種の案内

こ
ど
も

く
ら
し

改築支援を行った私立みどり第二保育園園舎

▶各学校に導入さ
れるタブレット
端末

◀ 教育用冊子
　「伊賀のこと」

　
市
民
、
地

域
、
企
業
な

ど
が
力
を
合

わ
せ
て
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い

う
難
局
を
乗

り
越
え
て
い

く
た
め
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に

重
点
を
置
き
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
長
就
任
３
期
目
は
、「
第
２

次
伊
賀
市
総
合
計
画
」
の
総
仕
上
げ
の
期

間
で
も
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
、
私
が
掲
げ
た

「
こ
ど
も
、
く
ら
し
、
に
ぎ
わ
い
。」
の
施

策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、皆
さ
ん
と
共
に
、

「
コ
ロ
ナ
の
先
の
伊
賀
づ
く
り
」
に
向
け
、

着
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
「
こ
ど

も
、
く
ら
し
、
に
ぎ
わ
い
。」
の
視
点
を

持
ち
つ
つ
、
市
民
の
生
命
や
暮
ら
し
を
守

る
た
め
の
予
算
と
し
ま
し
た
。

＊
１　

情
報
社
会
（Society4.0

）
に

続
く
、最
新
の
科
学
技
術
を
活
用
し
て
、

経
済
の
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を

両
立
す
る
、
未
来
社
会
の
姿
。

＊
２　
２
０
１
５
年
に
国
連
が
、
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
社

会
を
め
ざ
し
て
、

環
境
の
保
全
、
経

済
の
開
発
、
社
会

の
発
展
に
取
り
組

む
こ
と
を
定
め

た
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
め
ざ
す
べ

き
国
際
的
目
標
。

令和３年度
施政および予算編成方針

　２月 10日㈬、令和３年第１回伊賀市議会定例会の開会にあたり、岡本市長が施政およ
び予算編成方針を述べました。

「
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
」

の
総
仕
上
げ

「
コ
ロ
ナ
の
先
の
未
来
・

元
気
づ
く
り
」
予
算

○ S
ソ サ エ テ ィ
ociety5.0＊１

○ S
エスディージーズ
DGs＊２

　（持続可能な開発目標）

○新型コロナウイルス感
染症などの新たな危機

３つの課題
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的
課
題
の
解
決
を

両
立
す
る
、
未
来
社
会
の
姿
。

＊
２　
２
０
１
５
年
に
国
連
が
、
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
社

会
を
め
ざ
し
て
、

環
境
の
保
全
、
経

済
の
開
発
、
社
会

の
発
展
に
取
り
組

む
こ
と
を
定
め

た
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
め
ざ
す
べ

き
国
際
的
目
標
。

令和３年度
施政および予算編成方針

　２月 10日㈬、令和３年第１回伊賀市議会定例会の開会にあたり、岡本市長が施政およ
び予算編成方針を述べました。

「
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
」

の
総
仕
上
げ

「
コ
ロ
ナ
の
先
の
未
来
・

元
気
づ
く
り
」
予
算

○ S
ソ サ エ テ ィ
ociety5.0＊１

○ S
エスディージーズ
DGs＊２

　（持続可能な開発目標）

○新型コロナウイルス感
染症などの新たな危機

３つの課題
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多
文
化
共
生

　
コ
ロ
ナ
禍
で
令
和
２
年
度
の
相
談
件
数

は
約
９
，５
０
０
件
と
、
令
和
元
年
度
の

２
倍
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
７
人
で
５
言
語
に
対
応
し

て
い
ま
し
た
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
っ
て
13
言
語
に
対
応
で
き
る
映
像
通
訳

と
、
３
者
間
通
話
に
よ
る
電
話
通
訳
を
導

入
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
に
伊
賀
市
多
文
化
共
生
セ

ン
タ
ー
を
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
４
階
に
移
転

し
ま
し
た
。
健
康
推
進
課
、
子
育
て
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
た
一
元
的
な
相
談
窓
口
と

し
て
、
さ
ら
に
利
便
性
の
向
上
を
め
ざ
し

ま
す
。

地
域
公
共
交
通
の
確
保

　
「
伊
賀
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
の
理

念
「
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、
ひ
と
・
地
域

が
輝
く
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
に

向
け
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通
＊
３
な
ど
の
新

た
な
交
通
手
段
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
移
動
手
段
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

＊
３　
定
時
運
行
で
は
な
く
、
利
用
者
の

必
要
に
応
じ
て
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が

そ
の
場
所
へ
寄
っ
て
利
用
者
を
乗
せ
て

目
的
地
に
向
か
う
交
通
形
態
。

治
水
対
策
「
た
め
池
の
決
壊
防
止
」

　
地
震
や
豪
雨
に
よ
る
た
め
池
の
決
壊
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
市
内
に
あ
る

５
７
９
カ
所
の
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池

を
「
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
に
係
る
防

災
工
事
等
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
集
中
的
か

つ
計
画
的
に
整
備
を
行
い
ま
す
。

市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出

　
「
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
」
に
選
ば

れ
た
街
並
み
を
保
全
し
つ
つ
、
エ
リ
ア
の

中
心
と
な
る
上
野
公
園
か
ら
、
城
下
町
エ

リ
ア
（
忍
者
体
験
施
設
周
辺
）
を
結
ぶ
導

線
を
「
に
ぎ
わ
い
忍
者
回
廊
」
と
位
置
づ

け
、
忍
者
体
験
施
設
の
整
備
、
市
指
定
文

化
財
旧
上
野
市
庁
舎
を
は
じ
め
と
し
た
公

有
財
産
の
有
効
活
用
に
よ
る
、
市
街
地
の

に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
Ｎニ

ッ

ポ

ニ

ア

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ　
Ｈホ

テ

ル

Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
伊

賀
上
野
城
下
町
は
、
３
棟
目
の
ＭミＩ
ＴタＡ

ＫケＥ
棟
が
ま
も
な
く
開
業
す
る
予
定
で

す
。
今
後
も
官
民
が
連
携
し
た
古
民
家
な

ど
を
活
用
す
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

移
住
・
定
住

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
都
市
部
で

地
方
移
住
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
の
た
め
の
通
信
環
境
整

備
の
支
援
や
、
伊
賀
流
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
利
用
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
る
な

ど
、
若
年
層
の
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
た

め
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

食
育
と
地
産
地
消
の
推
進

　
周
辺
地
域
の
活
力
向
上
に
向
け
て
、
生

産
と
消
費
を
地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
、
小
中
学
校
の
給
食
に
伊
賀

の
優
れ
た
食
材
を
取
り
入
れ
る
「
伊
賀
ス

マ
イ
ル
給
食
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
食
育
と
地
産
地
消
を
進
め
る
た

め
、
農
産
物
だ
け
で
な
く
、
伊
賀
ブ
ラ
ン

ド
に
認
定
さ
れ
て
い
る
加
工
品
の
活
用
な

ど
も
視
野
に
入
れ
、
食
を
通
じ
た
地
域
づ

く
り
の
事
業
を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

伊
賀
牛
地
域
内
一
貫肥

育
モ
デ
ル
事
業

　
乳
牛
に
黒
毛
和
牛
の
受
精
卵
を
移
植
す

る
事
業
で
種
付
け
さ
れ
た
、
最
初
の
仔
牛

が
、
４
月
頃
に
数
頭
誕
生
す
る
見
込
み
で

す
。
現
在
、
県
外
か
ら
導
入
し
て
い
る
和

牛
素
牛
を
地
域
内
で
も
生
産
で
き
る
体
制

を
整
え
、
伊
賀
牛
の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化

を
推
進
し
ま
す
。

JR 関西本線で交通系 ICカードが利用できるよう
になりました。

に
ぎ
わ
い

　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
住
民
自
治
活
動
の
充
実

な
ど
の
流
れ
の
中
で
、
地
域
に
支
所
機
能

の
何
が
必
要
な
の
か
、
何
を
残
す
べ
き

か
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
新
し
い
仕
組
み
を
作
り

ま
す
。

※
施
政
方
針
の
全
文
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
秘
書
課

　
☎
22
・
９
６
０
０　
℻  
24
・
７
９
０
０

　

hisho@
city.iga.lg.jp

「
伊
賀
産
材
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

補
助
金
」
創
設

　
「
伊
賀
市
未
来
の
山
づ
く
り
協
議
会
」

に
４
つ
の
部
会
を
設
置
し
、
広
葉
樹
と
針

葉
樹
が
程
よ
く
混
生
す
る
、
針
広
混
交
林

の
モ
デ
ル
エ
リ
ア
の
整
備
や
、
木
津
川
の

上
流
域
と
下
流
域
の
住
民
が「
山
」を
テ
ー

マ
に
交
流
す
る
事
業
な
ど
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
事
業
を
本
格
的
に
推

進
す
る
た
め
、「
伊
賀
産
材
ブ
ラ
ン
ド
化

事
業
補
助
金
」
を
創
設
し
、
市
内
で
生
産

さ
れ
た
材
木
を
、
地
域
内
に
供
給
し
や
す

い
仕
組
み
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

企
業
誘
致

　
上
野
南
部
丘
陵
地
に
つ
い
て
、
大
規
模

土
地
の
所
有
権
が
移
転
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。
こ
れ
を
機
に
産
業
用
地
開
発
が
加
速

す
る
よ
う
支
援
に
努
め
、
積
極
的
な
企
業

誘
致
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
と
、経
済
活
動
の
両
立
を
図
る
、

「
新
し
い
日
常
」
が
定
着
し
た
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
次
の
３
つ
の
課
題
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
社
会
的
な
環
境
整
備

○
新
た
な
暮
ら
し
の
ス
タ
イ
ル
の
確
立

○
新
た
な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
消

費
・
投
資
の
促
進

＊
４　

D

デ
ジ
タ
ル

igital T

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

ransform
ation

の
略
称
で
、「
デ
ジ
タ
ル
変
革
」
と

も
呼
ば
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

使
っ
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み

を
変
え
た
り
、
新
し
い
価
値
観
を
生

み
出
し
た
り
し
て
、
生
活
が
便
利
に

な
る
こ
と
。

【
国
の
動
向
】

　
昨
年
12
月
末
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実

現
に
向
け
た
改
革
の
基
本
方
針
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
体
に
お
け

る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
、「
デ
ジ
タ

ル
の
活
用
に
よ
り
、
一
人
ひ
と
り
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
、
多
様
な
幸
せ
が
実
現
で
き

る
社
会
〜
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
人

に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
〜
」
と
い
う
理

念
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

○
総
務
省
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」

策
定

○
「
デ
ジ
タ
ル
庁
」
発
足
（
９
月
予
定
）

【
市
の
取
り
組
み
】

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
利
便
性
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

○
社
会
変
革
に
対
応
し
た
誰
も
が
参
加

で
き
る
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
構
築
を
め
ざ
し
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の
基

本
方
針
「
伊
賀
市
Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
。（
２
月
）

○
全
庁
横
断
的
に
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
む
体

制
と
し
て「
デ
ジ
タ
ル
自
治
推
進
局
」

を
設
置
。（
４
月
）

○
「
伊
賀
市
Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ

く
実
行
計
画
を
策
定
予
定
。

新
た
な
日
常
、
Ｄ
Ｘ
＊
４

の
推
進

　

今
あ
る
課
題
を
早
期
に
整
理
し
、

伊
賀
市
が
持
っ
て
い
る
か
け
が
え
の

な
い
資
源
を
生
か
し
、「
こ
ど
も
、

く
ら
し
、
に
ぎ
わ
い
。」
を
柱
に
市

民
の
皆
さ
ん
と
思
い
を
共
有
し
、
コ

ロ
ナ
の
先
の
伊
賀
の
元
気
づ
く
り
に

向
け
、
全
力
で
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

産業用地推進エリア

ゆめぽりす伊賀
クリエイトランド

市道ゆめが丘
摺見線

支

所
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多
文
化
共
生

　
コ
ロ
ナ
禍
で
令
和
２
年
度
の
相
談
件
数

は
約
９
，５
０
０
件
と
、
令
和
元
年
度
の

２
倍
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
７
人
で
５
言
語
に
対
応
し

て
い
ま
し
た
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
っ
て
13
言
語
に
対
応
で
き
る
映
像
通
訳

と
、
３
者
間
通
話
に
よ
る
電
話
通
訳
を
導

入
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
に
伊
賀
市
多
文
化
共
生
セ

ン
タ
ー
を
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
４
階
に
移
転

し
ま
し
た
。
健
康
推
進
課
、
子
育
て
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
た
一
元
的
な
相
談
窓
口
と

し
て
、
さ
ら
に
利
便
性
の
向
上
を
め
ざ
し

ま
す
。

地
域
公
共
交
通
の
確
保

　
「
伊
賀
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
の
理

念
「
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、
ひ
と
・
地
域

が
輝
く
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
に

向
け
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通
＊
３
な
ど
の
新

た
な
交
通
手
段
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
移
動
手
段
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

＊
３　
定
時
運
行
で
は
な
く
、
利
用
者
の

必
要
に
応
じ
て
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が

そ
の
場
所
へ
寄
っ
て
利
用
者
を
乗
せ
て

目
的
地
に
向
か
う
交
通
形
態
。

治
水
対
策
「
た
め
池
の
決
壊
防
止
」

　
地
震
や
豪
雨
に
よ
る
た
め
池
の
決
壊
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
市
内
に
あ
る

５
７
９
カ
所
の
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池

を
「
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
に
係
る
防

災
工
事
等
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
集
中
的
か

つ
計
画
的
に
整
備
を
行
い
ま
す
。

市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出

　
「
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
」
に
選
ば

れ
た
街
並
み
を
保
全
し
つ
つ
、
エ
リ
ア
の

中
心
と
な
る
上
野
公
園
か
ら
、
城
下
町
エ

リ
ア
（
忍
者
体
験
施
設
周
辺
）
を
結
ぶ
導

線
を
「
に
ぎ
わ
い
忍
者
回
廊
」
と
位
置
づ

け
、
忍
者
体
験
施
設
の
整
備
、
市
指
定
文

化
財
旧
上
野
市
庁
舎
を
は
じ
め
と
し
た
公

有
財
産
の
有
効
活
用
に
よ
る
、
市
街
地
の

に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。
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Ｔ
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伊

賀
上
野
城
下
町
は
、
３
棟
目
の
ＭミＩ
ＴタＡ

ＫケＥ
棟
が
ま
も
な
く
開
業
す
る
予
定
で

す
。
今
後
も
官
民
が
連
携
し
た
古
民
家
な

ど
を
活
用
す
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

移
住
・
定
住

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
都
市
部
で

地
方
移
住
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
の
た
め
の
通
信
環
境
整

備
の
支
援
や
、
伊
賀
流
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
利
用
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
る
な

ど
、
若
年
層
の
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
た

め
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

食
育
と
地
産
地
消
の
推
進

　
周
辺
地
域
の
活
力
向
上
に
向
け
て
、
生

産
と
消
費
を
地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
、
小
中
学
校
の
給
食
に
伊
賀

の
優
れ
た
食
材
を
取
り
入
れ
る
「
伊
賀
ス

マ
イ
ル
給
食
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
食
育
と
地
産
地
消
を
進
め
る
た

め
、
農
産
物
だ
け
で
な
く
、
伊
賀
ブ
ラ
ン

ド
に
認
定
さ
れ
て
い
る
加
工
品
の
活
用
な

ど
も
視
野
に
入
れ
、
食
を
通
じ
た
地
域
づ

く
り
の
事
業
を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

伊
賀
牛
地
域
内
一
貫肥

育
モ
デ
ル
事
業

　
乳
牛
に
黒
毛
和
牛
の
受
精
卵
を
移
植
す

る
事
業
で
種
付
け
さ
れ
た
、
最
初
の
仔
牛

が
、
４
月
頃
に
数
頭
誕
生
す
る
見
込
み
で

す
。
現
在
、
県
外
か
ら
導
入
し
て
い
る
和

牛
素
牛
を
地
域
内
で
も
生
産
で
き
る
体
制

を
整
え
、
伊
賀
牛
の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化

を
推
進
し
ま
す
。

JR 関西本線で交通系 ICカードが利用できるよう
になりました。

に
ぎ
わ
い

　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
住
民
自
治
活
動
の
充
実

な
ど
の
流
れ
の
中
で
、
地
域
に
支
所
機
能

の
何
が
必
要
な
の
か
、
何
を
残
す
べ
き

か
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
新
し
い
仕
組
み
を
作
り

ま
す
。

※
施
政
方
針
の
全
文
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
秘
書
課

　
☎
22
・
９
６
０
０　
℻  
24
・
７
９
０
０

　

hisho@
city.iga.lg.jp

「
伊
賀
産
材
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

補
助
金
」
創
設

　
「
伊
賀
市
未
来
の
山
づ
く
り
協
議
会
」

に
４
つ
の
部
会
を
設
置
し
、
広
葉
樹
と
針

葉
樹
が
程
よ
く
混
生
す
る
、
針
広
混
交
林

の
モ
デ
ル
エ
リ
ア
の
整
備
や
、
木
津
川
の

上
流
域
と
下
流
域
の
住
民
が「
山
」を
テ
ー

マ
に
交
流
す
る
事
業
な
ど
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
事
業
を
本
格
的
に
推

進
す
る
た
め
、「
伊
賀
産
材
ブ
ラ
ン
ド
化

事
業
補
助
金
」
を
創
設
し
、
市
内
で
生
産

さ
れ
た
材
木
を
、
地
域
内
に
供
給
し
や
す

い
仕
組
み
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

企
業
誘
致

　
上
野
南
部
丘
陵
地
に
つ
い
て
、
大
規
模

土
地
の
所
有
権
が
移
転
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。
こ
れ
を
機
に
産
業
用
地
開
発
が
加
速

す
る
よ
う
支
援
に
努
め
、
積
極
的
な
企
業

誘
致
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
と
、経
済
活
動
の
両
立
を
図
る
、

「
新
し
い
日
常
」
が
定
着
し
た
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
次
の
３
つ
の
課
題
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
社
会
的
な
環
境
整
備

○
新
た
な
暮
ら
し
の
ス
タ
イ
ル
の
確
立

○
新
た
な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
消

費
・
投
資
の
促
進

＊
４　

D

デ
ジ
タ
ル

igital T

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

ransform
ation

の
略
称
で
、「
デ
ジ
タ
ル
変
革
」
と

も
呼
ば
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

使
っ
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み

を
変
え
た
り
、
新
し
い
価
値
観
を
生

み
出
し
た
り
し
て
、
生
活
が
便
利
に

な
る
こ
と
。

【
国
の
動
向
】

　
昨
年
12
月
末
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実

現
に
向
け
た
改
革
の
基
本
方
針
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
体
に
お
け

る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
、「
デ
ジ
タ

ル
の
活
用
に
よ
り
、
一
人
ひ
と
り
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
、
多
様
な
幸
せ
が
実
現
で
き

る
社
会
〜
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
人

に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
〜
」
と
い
う
理

念
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

○
総
務
省
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」

策
定

○
「
デ
ジ
タ
ル
庁
」
発
足
（
９
月
予
定
）

【
市
の
取
り
組
み
】

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
利
便
性
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

○
社
会
変
革
に
対
応
し
た
誰
も
が
参
加

で
き
る
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
構
築
を
め
ざ
し
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の
基

本
方
針
「
伊
賀
市
Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
。（
２
月
）

○
全
庁
横
断
的
に
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
む
体

制
と
し
て「
デ
ジ
タ
ル
自
治
推
進
局
」

を
設
置
。（
４
月
）

○
「
伊
賀
市
Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ

く
実
行
計
画
を
策
定
予
定
。

新
た
な
日
常
、
Ｄ
Ｘ
＊
４

の
推
進

　

今
あ
る
課
題
を
早
期
に
整
理
し
、

伊
賀
市
が
持
っ
て
い
る
か
け
が
え
の

な
い
資
源
を
生
か
し
、「
こ
ど
も
、

く
ら
し
、
に
ぎ
わ
い
。」
を
柱
に
市

民
の
皆
さ
ん
と
思
い
を
共
有
し
、
コ

ロ
ナ
の
先
の
伊
賀
の
元
気
づ
く
り
に

向
け
、
全
力
で
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

産業用地推進エリア

ゆめぽりす伊賀
クリエイトランド

市道ゆめが丘
摺見線

支

所
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新型コロナウイルスワクチンの
接種情報

【問い合わせ】
　ワクチン接種推進課　 
　☎ 41-1550　℻   22-9694
　 wakuchin@city.iga.lg.jp

◆接種に必要なクーポン券を順次送付します
　ワクチン接種に必要なクーポン券（無料接種券）を
国が定めた接種順位に従って順次発送します。
※３月下旬に 65 歳以上の人へ発送する予定でした
が、ワクチン供給時期が変更となったため、発送時
期が４月中旬以降となりました。

◆ワクチンの接種場所と予約開始時期
　ワクチン接種は予約制です。
【接種場所】
個別接種：地域のかかりつけ医療機関など。
集団接種：市が開設する接種会場（公共施設など）
【予約開始時期】
　予約は５月以降に受付開始予定です。
※実施医療機関や集団接種会場、予約方法などは広報
５月号でお知らせします。

伊賀市新型コロナワクチン専用コールセンター  ☎ 0120-849-064
【受付時間】　月曜日～土曜日　午前８時 30分～午後５時

◆外国語での問い合わせ
　ポルトガル語　☎ 0120-257-863　　スペイン語　☎ 0120-257-864
【受付時間】　月曜日・水曜日・土曜日　午前８時 30分～午後５時

◆ワクチン接種に関する相談窓口を開設
新型コロナワクチン接種専用のコールセンターを開設
しました。伊賀市のワクチン接種に関する相談や問い
合わせを受け付けます。 ※掲載内容は３月 12日時点の情報です。

ワクチンに関する県・国の問い合わせ先（土・日曜日、祝日も対応）
○ワクチン接種に関する質問や相談
　みえ新型コロナウイルスワクチン接種ホットライン
　☎  059-224-2825
　午前 9時～午後 9時

○コロナワクチン施策のあり方などに関する意見
　厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター
　☎ 0120-761-770
　午前 9時～午後 9時

　ワクチン接種の最新情報などを発信しています。
【友だち追加方法】

①ホームの「友だち
追加」をタップ。

②「ID検索」で「@
igacity」を検索す
るか、「QRコード」
を選び、下の２次元
コードを
読み取る。

伊賀市公式 LINE アカウントを
活用しよう！

新型コロナウイルス感染症情報

この封筒が届きます。
予約や接種時に必要と
なりますので大切に保
管してください。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
三
重
と
こ
わ
か
国
体
伊
賀
市
実
行
委
員
会
（
国
体
推
進
課
内
）

　
☎
43
・
９
１
０
０　
℻  
43
・
９
１
０
２

　

kokutai@
city.iga.lg.jp

国
体
に
参
加
し
よ
う

vol.19

　
競
技
会
場
で
地
域
の
特
産
物
な
ど
の
紹

介
や
販
売
を
す
る
、
ふ
る
ま
い
協
力
団
体

と
売
店
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
ふ
る
ま
い
協
力
団
体
等

　
食
品
な
ど
を
提
供
し
、
競
技
会
場
内
の

ふ
る
ま
い
コ
ー
ナ
ー
で
提
供
品
を
配
布
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
提
供
日
・
場
所
・
数
量
】　
競
技
種
目
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。
市
実
行
委
員
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
ふ
る
ま
い
品
】　
伊
賀
を
感
じ
さ
せ
る
飲

食
品
（
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
除
く
。）

【
協
力
謝
礼
】

　
提
供
予
定
数
の
範
囲
内
で
、
１
食
あ
た

り
３
０
０
円
（
ふ
る
ま
い
の
提
供
に
必
要

な
す
べ
て
の
費
用
を
含
む
。）
を
市
実
行

委
員
会
が
負
担
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申

込
先
ま
で
。

※
市
実
行
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
募
集
要

項
を
必
ず
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
売
店
出
店
者

【
出
店
料
】

○
市
内
業
者　

２
，０
０
０
円
／
日

○
市
外
業
者　
５
，０
０
０
円
／
日

※
テ
ン
ト（
３・
６
ｍ
×
５・
４
ｍ
）
１
張
、

長
机
６
台
、
椅
子
４
脚
を
市
実
行
委
員

会
で
用
意
し
ま
す
。

【
販
売
品
目
】

○
国
体
関
連
グ
ッ
ズ　
○
ス
ポ
ー
ツ
用
品

○
郷
土
物
産
品　
○
飲
食
物
（
ア
ル
コ
ー

ル
飲
料
を
除
く
。）　

【
場
所
・
期
間
・
開
設
時
間
】

　
競
技
種
目
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
市
実

行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
売
店
の
設
置
期
間
中
は
、
途
中
開
設
・

閉
設
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
込
方
法
】　
出
店
を
希
望
す
る
競
技
ご

と
に
申
請
書
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
と

と
も
に
申
込
先
ま
で
。

※
市
実
行
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

設
置
要
項
・
募
集

要
領
を
必
ず
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】

　
４
月
30
日
㈮
必
着

　
三
重
と
こ
わ
か
国
体
・
三
重
と
こ
わ
か

大
会
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ「
未
来
に
響
け
」

に
合
わ
せ
て
振
り
付
け
た
と
こ
わ
か
ダ
ン

ス
の
、
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
チ
ー
ム
を
募
集

し
ま
す
。

【
と　
き
】

　
６
月
26
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
〜

【
と
こ
ろ
】　
伊
賀
市
文
化
会
館

【
応
募
資
格
】

○
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
全
員
が
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
・
在
園
の
人

○
１
チ
ー
ム
５
人
以
上
20
人
程
度
以
内

【
部　
門
】

○
キ
ッ
ズ
の
部
（
メ
ン
バ
ー
全
員
が
小
学

６
年
生
以
下
）

○
中
学
生
以
上
の
部
（
メ
ン
バ
ー
全
員
が

中
学
１
年
生
以
上
）

※
楽
曲
・
振
付
の
規
定
は
市
実
行
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】　
参
加
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、申
込
先
ま
で
。

【
申
込
期
限
】

　
４
月
30
日
㈮
必
着

「
伊
賀
市
と
こ
わ
か
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
出
場
チ
ー
ム
募
集

　
「
伊
賀
流
手
裏
剣
打
ス
ポ
ー
ツ
」
は
、

手
裏
剣
打
ち
を
ス
ポ
ー
ツ
化
し
た
、
誰
も

が
楽
し
め
る
競
技
で
す
。

【
と　
き
】　
６
月
20
日
㈰

【
と
こ
ろ
】　
上
野
公
園
特
設
会
場

【
参
加
資
格
】

○
競
技
の
部
：
県
内
在
住
で
中
学
生
以
上

の
人

○
ゴ
ム
手
裏
剣
の
部
：
県
内
在
住
で
小
学

生
以
上
の
人

【
定　
員
】　
い
ず
れ
も
先
着
１
０
０
人

【
申
込
期
限
】　
４
月
30
日
㈮

【
申
込
方
法
】　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、（
一
社
）
伊
賀
上
野
観
光
協

会
ま
で
。

※
詳
し
く
は
、
三
重
と
こ
わ
か
国
体
・
三

重
と
こ
わ
か
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
（
一
社
）
伊
賀
上
野
観
光
協
会

　
〒
５
１
８
―
０
８
７
３

　
伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
２
２
―
４

　
☎
 26
・
７
７
８
８　
℻  
26
・
７
７
９
９

　

shurikentaikai@
iganinja.jp

「
伊
賀
流
手
裏
剣
打
ス
ポ
ー
ツ
」
出
場
者
募
集

ふ
る
ま
い
協
力
団
体
等
・
売
店
出
店
者
募
集
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新型コロナウイルスワクチンの
接種情報

【問い合わせ】
　ワクチン接種推進課　 
　☎ 41-1550　℻   22-9694
　 wakuchin@city.iga.lg.jp

◆接種に必要なクーポン券を順次送付します
　ワクチン接種に必要なクーポン券（無料接種券）を
国が定めた接種順位に従って順次発送します。
※３月下旬に 65 歳以上の人へ発送する予定でした
が、ワクチン供給時期が変更となったため、発送時
期が４月中旬以降となりました。

◆ワクチンの接種場所と予約開始時期
　ワクチン接種は予約制です。
【接種場所】
個別接種：地域のかかりつけ医療機関など。
集団接種：市が開設する接種会場（公共施設など）
【予約開始時期】
　予約は５月以降に受付開始予定です。
※実施医療機関や集団接種会場、予約方法などは広報
５月号でお知らせします。

伊賀市新型コロナワクチン専用コールセンター  ☎ 0120-849-064
【受付時間】　月曜日～土曜日　午前８時 30分～午後５時

◆外国語での問い合わせ
　ポルトガル語　☎ 0120-257-863　　スペイン語　☎ 0120-257-864
【受付時間】　月曜日・水曜日・土曜日　午前８時 30分～午後５時

◆ワクチン接種に関する相談窓口を開設
新型コロナワクチン接種専用のコールセンターを開設
しました。伊賀市のワクチン接種に関する相談や問い
合わせを受け付けます。 ※掲載内容は３月 12日時点の情報です。

ワクチンに関する県・国の問い合わせ先（土・日曜日、祝日も対応）
○ワクチン接種に関する質問や相談
　みえ新型コロナウイルスワクチン接種ホットライン
　☎  059-224-2825
　午前 9時～午後 9時

○コロナワクチン施策のあり方などに関する意見
　厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター
　☎ 0120-761-770
　午前 9時～午後 9時

　ワクチン接種の最新情報などを発信しています。
【友だち追加方法】

①ホームの「友だち
追加」をタップ。

②「ID検索」で「@
igacity」を検索す
るか、「QRコード」
を選び、下の２次元
コードを
読み取る。

伊賀市公式 LINE アカウントを
活用しよう！

新型コロナウイルス感染症情報

この封筒が届きます。
予約や接種時に必要と
なりますので大切に保
管してください。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
三
重
と
こ
わ
か
国
体
伊
賀
市
実
行
委
員
会
（
国
体
推
進
課
内
）

　
☎
43
・
９
１
０
０　
℻  
43
・
９
１
０
２

　

kokutai@
city.iga.lg.jp

国
体
に
参
加
し
よ
う

vol.19

　
競
技
会
場
で
地
域
の
特
産
物
な
ど
の
紹

介
や
販
売
を
す
る
、
ふ
る
ま
い
協
力
団
体

と
売
店
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
ふ
る
ま
い
協
力
団
体
等

　
食
品
な
ど
を
提
供
し
、
競
技
会
場
内
の

ふ
る
ま
い
コ
ー
ナ
ー
で
提
供
品
を
配
布
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
提
供
日
・
場
所
・
数
量
】　
競
技
種
目
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。
市
実
行
委
員
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
ふ
る
ま
い
品
】　
伊
賀
を
感
じ
さ
せ
る
飲

食
品
（
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
除
く
。）

【
協
力
謝
礼
】

　
提
供
予
定
数
の
範
囲
内
で
、
１
食
あ
た

り
３
０
０
円
（
ふ
る
ま
い
の
提
供
に
必
要

な
す
べ
て
の
費
用
を
含
む
。）
を
市
実
行

委
員
会
が
負
担
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申

込
先
ま
で
。

※
市
実
行
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
募
集
要

項
を
必
ず
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
売
店
出
店
者

【
出
店
料
】

○
市
内
業
者　

２
，０
０
０
円
／
日

○
市
外
業
者　
５
，０
０
０
円
／
日

※
テ
ン
ト（
３・
６
ｍ
×
５・
４
ｍ
）
１
張
、

長
机
６
台
、
椅
子
４
脚
を
市
実
行
委
員

会
で
用
意
し
ま
す
。

【
販
売
品
目
】

○
国
体
関
連
グ
ッ
ズ　
○
ス
ポ
ー
ツ
用
品

○
郷
土
物
産
品　
○
飲
食
物
（
ア
ル
コ
ー

ル
飲
料
を
除
く
。）　

【
場
所
・
期
間
・
開
設
時
間
】

　
競
技
種
目
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
市
実

行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
売
店
の
設
置
期
間
中
は
、
途
中
開
設
・

閉
設
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
込
方
法
】　
出
店
を
希
望
す
る
競
技
ご

と
に
申
請
書
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
と

と
も
に
申
込
先
ま
で
。

※
市
実
行
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

設
置
要
項
・
募
集

要
領
を
必
ず
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】

　
４
月
30
日
㈮
必
着

　
三
重
と
こ
わ
か
国
体
・
三
重
と
こ
わ
か

大
会
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ「
未
来
に
響
け
」

に
合
わ
せ
て
振
り
付
け
た
と
こ
わ
か
ダ
ン

ス
の
、
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
チ
ー
ム
を
募
集

し
ま
す
。

【
と　
き
】

　
６
月
26
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
〜

【
と
こ
ろ
】　
伊
賀
市
文
化
会
館

【
応
募
資
格
】

○
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
全
員
が
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
・
在
園
の
人

○
１
チ
ー
ム
５
人
以
上
20
人
程
度
以
内

【
部　
門
】

○
キ
ッ
ズ
の
部
（
メ
ン
バ
ー
全
員
が
小
学

６
年
生
以
下
）

○
中
学
生
以
上
の
部
（
メ
ン
バ
ー
全
員
が

中
学
１
年
生
以
上
）

※
楽
曲
・
振
付
の
規
定
は
市
実
行
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】　
参
加
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、申
込
先
ま
で
。

【
申
込
期
限
】

　
４
月
30
日
㈮
必
着

「
伊
賀
市
と
こ
わ
か
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
出
場
チ
ー
ム
募
集

　
「
伊
賀
流
手
裏
剣
打
ス
ポ
ー
ツ
」
は
、

手
裏
剣
打
ち
を
ス
ポ
ー
ツ
化
し
た
、
誰
も

が
楽
し
め
る
競
技
で
す
。

【
と　
き
】　
６
月
20
日
㈰

【
と
こ
ろ
】　
上
野
公
園
特
設
会
場

【
参
加
資
格
】

○
競
技
の
部
：
県
内
在
住
で
中
学
生
以
上

の
人

○
ゴ
ム
手
裏
剣
の
部
：
県
内
在
住
で
小
学

生
以
上
の
人

【
定　
員
】　
い
ず
れ
も
先
着
１
０
０
人

【
申
込
期
限
】　
４
月
30
日
㈮

【
申
込
方
法
】　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、（
一
社
）
伊
賀
上
野
観
光
協

会
ま
で
。

※
詳
し
く
は
、
三
重
と
こ
わ
か
国
体
・
三

重
と
こ
わ
か
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
（
一
社
）
伊
賀
上
野
観
光
協
会

　
〒
５
１
８
―
０
８
７
３

　
伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
２
２
―
４

　
☎
 26
・
７
７
８
８　
℻  
26
・
７
７
９
９

　

shurikentaikai@
iganinja.jp

「
伊
賀
流
手
裏
剣
打
ス
ポ
ー
ツ
」
出
場
者
募
集

ふ
る
ま
い
協
力
団
体
等
・
売
店
出
店
者
募
集
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市民生活課　☎ 22-9638　℻  22-9641
月 日 曜 時　間 ところ

4

12 月

9：30～ 10：00 猪田地区市民センター
10：20～ 10：40 依那古地区市民センター
11：00～ 11：15 比自岐地区市民センター
11：35～ 12：05 神戸地区市民センター
13：40～ 14：00 きじが台地区市民センター

13 火

9：30～ 9：50 三田地区市民センター
10：10～ 10：30 佐那具町コミュニティセンター
10：50～ 11：10 府中地区市民センター
11：30～ 11：55 小田地区市民センター
13：30～ 14：00 新居地区市民センター

16 金

9：30～ 9：45 上野南部地区市民センター
10：00～ 10：15 上野東部地区市民センター
10：35～ 10：50 上野西部地区市民センター
11：25～ 11：40 諏訪地区市民センター

19 月

9：30～ 9：45 古山地区市民センター
10：05～ 10：25 花垣地区市民センター
10：35～ 10：50 治田ふれあいプラザ
11：05～ 11：25（旧）白樫農協出張所
13：00～ 13：20 花之木地区市民センター
13：40～ 14：00 長田地区市民センター

23 金

9：30～ 9：50 中瀬地区市民センター
10：15～ 10：30 蓮池公民館
10：45～ 11：00 友生地区市民センター
11：20～ 11：50 ゆめぽりすセンター
13：10～ 13：25 久米地区市民センター
13：35～ 13：50 八幡町市民館

大山田支所住民福祉課　☎ 47-1152　℻  46-0135
月 日 曜 時　間 ところ

4

14 水

13：00～ 13：10 坂下コミュニティホール
13：15～ 13：25 中馬野公民館
13：30～ 13：40 奥馬野公民館
13：45～ 13：55 広瀬公民館
14：00～ 14：10 川北公民館
14：15～ 14：25 中村公民館
14：30～ 14：40 鳳凰寺公民館
14：45～ 14：55 甲野公民館
15：00～ 15：10 畑村公民館
15：15～ 15：25 炊村公民館
15：30～ 15：40 千戸公民館
15：45～ 16：00 大沢公民館

15 木

13：00～ 13：10 上阿波公民館
13：15～ 13：25 子延公民館
13：30～ 13：40 平松公民館
13：45～ 13：55 富永公民館
14：00～ 14：10 猿野公民館
14：15～ 14：25 須原公民館
14：30～ 14：40 下阿波公民館
14：50～ 15：00 出後公民館
15：05～ 15：15 富岡公民館
15：20～ 15：30 中島公民館
15：35～ 15：45 真泥公民館
15：50～ 16：00 平田公民館

伊賀支所住民福祉課　☎ 45-9104　℻  45-9120
月 日 曜 時　間 ところ

4

21 水

9：30～ 9：50 川西公民館駐車場
10：00～ 10：15 川東多目的集会所
10：25～ 10：45 山畑農事集会所
10：55～ 11：35 希望ヶ丘生きがいセンター
13：00～ 13：20 愛田公民館
13：30～ 13：50 新堂元気ステーション
14：00～ 14：15 柏野公民館
14：25～ 14：35 御代区集会場駐車場

22 木

9：30～ 10：00 西柘植地区市民センター
10：10～ 10：30 中柘植集落センター
10：40～ 10：55 野村集落センター
11：05～ 11：25 小林集議所
11：35～ 11：50 倉部公民館
13：10～ 13：30 下町区コミュニティセンター
13：40～ 13：55 いがまち人権センター
14：05～ 14：20 上村多目的集会所
14：30～ 14：45 小杉高齢者等活性化センター

青山支所住民福祉課　☎ 52-3232　℻  52-2174
月 日 曜 時　間 ところ

4

22 木

9：30～ 9：35 霧生農民研修センター
9：40～ 9：45 腰山コミュニティセンター
10：00～ 10：10 種生生活改善センター
10：25～ 10：35 原池集議所
10：50～ 11：00 青山文化センター
11：10～ 11：50 桐ヶ丘地区市民センター

23 金

9：30～ 9：40 伊勢路集会所
9：45～ 9：55 妙楽地生活改善センター
10：00～ 10：10 北山公民館
10：25～ 10：35 別府集議所
10：50～ 11：00 青山羽根生活改善センター
11：10～ 11：30 青山支所

　生後 91日以上の飼い犬には、生涯に１回の登録と、
毎年１回の狂犬病予防注射が飼い主に義務付けられて
います。
　狂犬病予防注射は集合注射会場または動物病院で受
けることができます。
【料　金】　○注射　１頭につき 3,400 円
　　　　　○登録　１頭につき 3,000 円
※おつりが無いようにご準備ください。
【持ち物】
○登録済の犬…案内はがきと注射料金
○新たに登録する犬…登録料金と注射料金
【注意事項】
○案内はがきの内容を確認し、問診票を記入の上、持
参してください。

○会場へは犬を制御できる人が連れて来てください。
○必ずリードをつけ、リードは短く持って、ほかの犬や
人にかみつかないよう気をつけてください。
○犬の体調などによっては、獣医師の判断により注射
をお断りする場合があります。
○集合注射会場や委託動物病院以外で狂犬病予防注射
を受けた場合は、市民生活課または各支所住民福祉
課に「狂犬病予防注射済証」を提出し、狂犬病予
防注射済票の交付を受けてください。（交付手数料
550円がかかります。）

阿山支所住民福祉課　☎ 43-0333　℻  43-1679
月 日 曜 時　間 ところ

4

15 木

9：30～ 10：00 槙山多目的集会施設
10：10～ 10：20 内保集落センター
10：30～ 11：00 玉滝地区市民センター
11：10～ 11：25 西湯舟生活改善センター
11：35～ 11：50 湯舟コミュニティセンター
13：25～ 13：35 東湯舟コミュニティセンター
13：45～ 14：00 上友田いきいきセンター
14：10～ 14：20 鞆田地区市民センター
14：30～ 14：45 下友田多目的集会所

16 金

9：30～ 9：45 波敷野消防倉庫
9：55～ 10：10 音羽生活改善センター
10：20～ 10：35 丸柱地区市民センター
10：45～ 11：05 石川集落センター
11：15～ 11：35 阿山保健福祉センター西側
13：15～ 13：25 川合公民館
13：35～ 13：50 円徳院コミュニティセンター
14：00～ 14：10 阿山ハイツ公民館

島ヶ原支所住民福祉課　☎ 59-2109　℻  59-3196
月 日 曜 時　間 ところ

4 16 金
13：00～ 13：25 正月堂前
13：35～ 14：00 島ヶ原支所裏

犬の登録と狂犬病予防注射

委託動物病院一覧狂犬病予防集合注射会場
※来場の際は、なるべく少人数で、必ずマスクを着用
してお越しください。

病院名（住所） 電話番号
上野犬猫病院
（四十九町 2125-3） 24-0989

さくらペットクリニック
（平野東町 14-1） 26-4111

廣岡獣医科病院
（緑ケ丘本町 1672-2） 21-0433

南動物病院
（服部町 291-3） 24-0373

勝田動物診療所
（波敷野 117） 43-1591

森浜獣医科
（阿保 1322） 52-2460

RITZ ペットクリニック
（桐ケ丘 3-139） 52-4691

鴻之台動物病院
（名張市鴻之台 2-101） 64-7010

だいこくペットクリニック
（名張市東田原 1135-143） 65-6551

つつじが丘動物病院
（名張市つつじが丘南 8-113） 68-2477

中島獣医科病院
（名張市桔梗が丘 6-1-8） 65-4575

はぎた動物病院
（名張市桔梗が丘 5-4-2） 65-1555

百合が丘動物病院
（名張市百合が丘西 1-61） 64-6355

鹿深獣医科病院
（滋賀県甲賀市甲賀町大原市場 936）

0748-
88-6550

【問い合わせ】　市民生活課
　☎ 22-9638　℻   22-9641
　 shimin@city.iga.lg.jp
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市民生活課　☎ 22-9638　℻  22-9641
月 日 曜 時　間 ところ

4

12 月

9：30～ 10：00 猪田地区市民センター
10：20～ 10：40 依那古地区市民センター
11：00～ 11：15 比自岐地区市民センター
11：35～ 12：05 神戸地区市民センター
13：40～ 14：00 きじが台地区市民センター

13 火

9：30～ 9：50 三田地区市民センター
10：10～ 10：30 佐那具町コミュニティセンター
10：50～ 11：10 府中地区市民センター
11：30～ 11：55 小田地区市民センター
13：30～ 14：00 新居地区市民センター

16 金

9：30～ 9：45 上野南部地区市民センター
10：00～ 10：15 上野東部地区市民センター
10：35～ 10：50 上野西部地区市民センター
11：25～ 11：40 諏訪地区市民センター

19 月

9：30～ 9：45 古山地区市民センター
10：05～ 10：25 花垣地区市民センター
10：35～ 10：50 治田ふれあいプラザ
11：05～ 11：25（旧）白樫農協出張所
13：00～ 13：20 花之木地区市民センター
13：40～ 14：00 長田地区市民センター

23 金

9：30～ 9：50 中瀬地区市民センター
10：15～ 10：30 蓮池公民館
10：45～ 11：00 友生地区市民センター
11：20～ 11：50 ゆめぽりすセンター
13：10～ 13：25 久米地区市民センター
13：35～ 13：50 八幡町市民館

大山田支所住民福祉課　☎ 47-1152　℻  46-0135
月 日 曜 時　間 ところ

4

14 水

13：00～ 13：10 坂下コミュニティホール
13：15～ 13：25 中馬野公民館
13：30～ 13：40 奥馬野公民館
13：45～ 13：55 広瀬公民館
14：00～ 14：10 川北公民館
14：15～ 14：25 中村公民館
14：30～ 14：40 鳳凰寺公民館
14：45～ 14：55 甲野公民館
15：00～ 15：10 畑村公民館
15：15～ 15：25 炊村公民館
15：30～ 15：40 千戸公民館
15：45～ 16：00 大沢公民館

15 木

13：00～ 13：10 上阿波公民館
13：15～ 13：25 子延公民館
13：30～ 13：40 平松公民館
13：45～ 13：55 富永公民館
14：00～ 14：10 猿野公民館
14：15～ 14：25 須原公民館
14：30～ 14：40 下阿波公民館
14：50～ 15：00 出後公民館
15：05～ 15：15 富岡公民館
15：20～ 15：30 中島公民館
15：35～ 15：45 真泥公民館
15：50～ 16：00 平田公民館

伊賀支所住民福祉課　☎ 45-9104　℻  45-9120
月 日 曜 時　間 ところ

4

21 水

9：30～ 9：50 川西公民館駐車場
10：00～ 10：15 川東多目的集会所
10：25～ 10：45 山畑農事集会所
10：55～ 11：35 希望ヶ丘生きがいセンター
13：00～ 13：20 愛田公民館
13：30～ 13：50 新堂元気ステーション
14：00～ 14：15 柏野公民館
14：25～ 14：35 御代区集会場駐車場

22 木

9：30～ 10：00 西柘植地区市民センター
10：10～ 10：30 中柘植集落センター
10：40～ 10：55 野村集落センター
11：05～ 11：25 小林集議所
11：35～ 11：50 倉部公民館
13：10～ 13：30 下町区コミュニティセンター
13：40～ 13：55 いがまち人権センター
14：05～ 14：20 上村多目的集会所
14：30～ 14：45 小杉高齢者等活性化センター

青山支所住民福祉課　☎ 52-3232　℻  52-2174
月 日 曜 時　間 ところ

4

22 木

9：30～ 9：35 霧生農民研修センター
9：40～ 9：45 腰山コミュニティセンター
10：00～ 10：10 種生生活改善センター
10：25～ 10：35 原池集議所
10：50～ 11：00 青山文化センター
11：10～ 11：50 桐ヶ丘地区市民センター

23 金

9：30～ 9：40 伊勢路集会所
9：45～ 9：55 妙楽地生活改善センター
10：00～ 10：10 北山公民館
10：25～ 10：35 別府集議所
10：50～ 11：00 青山羽根生活改善センター
11：10～ 11：30 青山支所

　生後 91日以上の飼い犬には、生涯に１回の登録と、
毎年１回の狂犬病予防注射が飼い主に義務付けられて
います。
　狂犬病予防注射は集合注射会場または動物病院で受
けることができます。
【料　金】　○注射　１頭につき 3,400 円
　　　　　○登録　１頭につき 3,000 円
※おつりが無いようにご準備ください。
【持ち物】
○登録済の犬…案内はがきと注射料金
○新たに登録する犬…登録料金と注射料金
【注意事項】
○案内はがきの内容を確認し、問診票を記入の上、持
参してください。

○会場へは犬を制御できる人が連れて来てください。
○必ずリードをつけ、リードは短く持って、ほかの犬や
人にかみつかないよう気をつけてください。

○犬の体調などによっては、獣医師の判断により注射
をお断りする場合があります。

○集合注射会場や委託動物病院以外で狂犬病予防注射
を受けた場合は、市民生活課または各支所住民福祉
課に「狂犬病予防注射済証」を提出し、狂犬病予
防注射済票の交付を受けてください。（交付手数料
550円がかかります。）

阿山支所住民福祉課　☎ 43-0333　℻  43-1679
月 日 曜 時　間 ところ

4

15 木

9：30～ 10：00 槙山多目的集会施設
10：10～ 10：20 内保集落センター
10：30～ 11：00 玉滝地区市民センター
11：10～ 11：25 西湯舟生活改善センター
11：35～ 11：50 湯舟コミュニティセンター
13：25～ 13：35 東湯舟コミュニティセンター
13：45～ 14：00 上友田いきいきセンター
14：10～ 14：20 鞆田地区市民センター
14：30～ 14：45 下友田多目的集会所

16 金

9：30～ 9：45 波敷野消防倉庫
9：55～ 10：10 音羽生活改善センター
10：20～ 10：35 丸柱地区市民センター
10：45～ 11：05 石川集落センター
11：15～ 11：35 阿山保健福祉センター西側
13：15～ 13：25 川合公民館
13：35～ 13：50 円徳院コミュニティセンター
14：00～ 14：10 阿山ハイツ公民館

島ヶ原支所住民福祉課　☎ 59-2109　℻  59-3196
月 日 曜 時　間 ところ

4 16 金
13：00～ 13：25 正月堂前
13：35～ 14：00 島ヶ原支所裏

犬の登録と狂犬病予防注射

委託動物病院一覧狂犬病予防集合注射会場
※来場の際は、なるべく少人数で、必ずマスクを着用
してお越しください。

病院名（住所） 電話番号
上野犬猫病院
（四十九町 2125-3） 24-0989

さくらペットクリニック
（平野東町 14-1） 26-4111

廣岡獣医科病院
（緑ケ丘本町 1672-2） 21-0433

南動物病院
（服部町 291-3） 24-0373

勝田動物診療所
（波敷野 117） 43-1591

森浜獣医科
（阿保 1322） 52-2460

RITZ ペットクリニック
（桐ケ丘 3-139） 52-4691

鴻之台動物病院
（名張市鴻之台 2-101） 64-7010

だいこくペットクリニック
（名張市東田原 1135-143） 65-6551

つつじが丘動物病院
（名張市つつじが丘南 8-113） 68-2477

中島獣医科病院
（名張市桔梗が丘 6-1-8） 65-4575

はぎた動物病院
（名張市桔梗が丘 5-4-2） 65-1555

百合が丘動物病院
（名張市百合が丘西 1-61） 64-6355

鹿深獣医科病院
（滋賀県甲賀市甲賀町大原市場 936）

0748-
88-6550

【問い合わせ】　市民生活課
　☎ 22-9638　℻   22-9641
　 shimin@city.iga.lg.jp
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○
伊
賀
ふ
る
さ
と
農
業
協
同
組
合

○
北
伊
勢
上
野
信
用
金
庫　
○
滋
賀
銀
行

○
第
三
銀
行　
○
中
京
銀
行

○
東
海
労
働
金
庫　
○
南
都
銀
行

○
百
五
銀
行　
○
三
重
銀
行

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

○
納
付
書
裏
面
記
載
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア

※
三
重
銀
行
と
第
三
銀
行
は
５
月
１
日
に

合
併
し
、三
十
三
銀
行
と
な
る
予
定
で
す
。

※
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
る
納
付

書
で
あ
れ
ば
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
市
税

が
納
付
で
き
ま
す
。
決
済
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
Ｐペ

イ
ａｙ 

Bビー
・
Ｐペ

イ

ペ

イ

ａｙ
Ｐａｙ
・

Ｌラ

イ

ン

ペ

イ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
場
合
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
納
付
で

き
ま
せ
ん
。

○
納
期
限
を
経
過
し
た
。

○
金
額
を
訂
正
し
た
。

○
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
な

い
、
読
み
取
れ
な
い
。

○
納
付
額
が
30
万
円
を
超
え
る
。

　
納
期
限
ま
で
に
税
の
納
付
が
な
い
こ
と

を
滞
納
と
い
い
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
督
促
状
や
催
告
書
な
ど
で

納
付
を
促
し
ま
す
。

　
滞
納
す
る
と
、本
来
の
税
額
の
ほ
か
に
、

督
促
手
数
料
や
延
滞
金
も
あ
わ
せ
て
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
法
律
に
は
「
督
促
状
を
発
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま

で
に
完
納
し
な
い
と
き
」
は
「
財
産
を
差

し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
督
促
状
や
催
告
書
に
も
応
じ
ず
、
市
税

を
滞
納
し
続
け
た
場
合
、
納
期
限
内
に
納

税
し
て
い
る
人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
や
自
宅
等
の
捜

索
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
と
な

る
財
産
は
、

預
貯
金
や
給

与
、
各
種
動

産
・
不
動
産

な
ど
で
す
。

　
市
税
は
、
道
路
の
整
備
、
福
祉
・
健
康
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
な
ど
、
皆
さ
ん
の
生
活

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
財
源
で
、
所
得
や
資
産
の
状
況
に
応
じ
て
、
公
平
に
負

担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
納
税
通
知
書
な
ど
で
納
期
限
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
納
入
場
所

市
税
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

〜
市
税
の
納
付
は
安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
で
〜

◆
市
税
を
滞
納
す
る
と

◆納めた税金は次のようなことに使われています

○子どもや子育て

○まちづくり

○道路などの整備

○社会保障

　

病
気
や
失
業
・
事
業
の
廃
止
、
災
害
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
減
収
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
事
由
に
よ
っ
て
納
期
限
ま
で
に
納
付

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
分
割
納
付
や
一
定

期
間
の
納
税
の
猶
予
な
ど
の
適
用
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放

置
せ
ず
、
収
税
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
収
税
課
で
は
、
市
役
所
の
開
庁
時
間
に

納
税
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
祝
日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
は
午
後

７
時
30
分
ま
で
夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　納期限の日に、指定された金融機関の口座
から振り替えますので、納付のたびに金融機
関や郵便局、コンビニエンスストアへ出向く
必要がありません。
　また、二重納付や税額の更正により還付金
が発生した場合などは、手続きなく届け出の
ある本人口座に振り込まれるため、還付まで
の期間が短縮されます。

【口座振替の申込方法】
　預貯金通帳・通帳の届出印を用意し、市内
の金融機関・収税課・各支所（上野支所除く。）
に設置の「伊賀市市税等口座振替依頼書」に
必要事項を記入の上、振替を希望する金融機
関の窓口へ提出してください。
　複数の課税がある場合は、納税通知書記載
の通知番号もあわせて記入してください。
　手続きには約１カ月かかります。余裕を
もって手続きをしてください。

【取扱金融機関】
　10 ページの納入場所に記載のある金融機
関・三菱UFJ銀行

【注意事項】
○預貯金の残高不足により振替ができなかっ
た場合、再度の振替は行いませんので、残
高にご注意ください。

○全期前納をしている人で預貯金残高不足の
ため振替ができなかった場合、その年度に
限り、２期以降、各期の納期限での振替と
なります。

○特別徴収による市県民税や、税額の更正な
どにより随時に課税された市税は、口座振
替ができませんので、送付する納付書によ
り納付してください。

　
差
し
押
さ
え
た
動
産
・
不
動
産
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
売
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
い
が
、
文
字
放
送
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

各
支
所
（
上
野
支
所
除
く
。）
や
金
融

機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
し

た
場
合
、
入
金
が
確
認
で
き
る
ま
で
に
10

日
程
か
か
る
た
め
、
行
き
違
い
で
督
促
状

や
催
告
書
が
届
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
行
き
違
い
を
避
け
る
た
め
に
も
、
納
期

限
ま
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
職
員
が
金
融
機
関
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

な
ど
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
市
職
員
が
訪
問
す
る
場
合

は
、「
徴
税
吏
員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。
不
審
な
電
話
や
訪
問
を
受
け
た
場
合

は
、
市
役
所
に
確
認
を
す
る
か
、
警
察
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
が
困
難
な
場
合
は

早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を

実
施
し
て
い
ま
す

◆
督
促
状
・
催
告
書
の

行
き
違
い

◆
市
税
の
還
付
を
装
っ
た

詐
欺
な
ど
に
注
意

市税の納付は
安心・便利な口座振替

【問い合わせ】　収税課
　☎ 22-9612　℻   22-9618
　 shuuzei@city.iga.lg.jp
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に

合
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十
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と
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で
す
。

※
バ
ー
コ
ー
ド
が
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る
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で
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で
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す
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さ
い
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※
次
の
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合
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
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ス
ス

ト
ア
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
納
付
で

き
ま
せ
ん
。

○
納
期
限
を
経
過
し
た
。

○
金
額
を
訂
正
し
た
。

○
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
な

い
、
読
み
取
れ
な
い
。

○
納
付
額
が
30
万
円
を
超
え
る
。

　
納
期
限
ま
で
に
税
の
納
付
が
な
い
こ
と

を
滞
納
と
い
い
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
督
促
状
や
催
告
書
な
ど
で

納
付
を
促
し
ま
す
。

　
滞
納
す
る
と
、本
来
の
税
額
の
ほ
か
に
、

督
促
手
数
料
や
延
滞
金
も
あ
わ
せ
て
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
法
律
に
は
「
督
促
状
を
発
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま

で
に
完
納
し
な
い
と
き
」
は
「
財
産
を
差

し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
督
促
状
や
催
告
書
に
も
応
じ
ず
、
市
税

を
滞
納
し
続
け
た
場
合
、
納
期
限
内
に
納

税
し
て
い
る
人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
や
自
宅
等
の
捜

索
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
と
な

る
財
産
は
、

預
貯
金
や
給

与
、
各
種
動

産
・
不
動
産

な
ど
で
す
。

　
市
税
は
、
道
路
の
整
備
、
福
祉
・
健
康
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
な
ど
、
皆
さ
ん
の
生
活

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
財
源
で
、
所
得
や
資
産
の
状
況
に
応
じ
て
、
公
平
に
負

担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
納
税
通
知
書
な
ど
で
納
期
限
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
納
入
場
所

市
税
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

〜
市
税
の
納
付
は
安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
で
〜

◆
市
税
を
滞
納
す
る
と

◆納めた税金は次のようなことに使われています

○子どもや子育て

○まちづくり

○道路などの整備

○社会保障

　

病
気
や
失
業
・
事
業
の
廃
止
、
災
害
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
減
収
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
事
由
に
よ
っ
て
納
期
限
ま
で
に
納
付

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
分
割
納
付
や
一
定

期
間
の
納
税
の
猶
予
な
ど
の
適
用
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放

置
せ
ず
、
収
税
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
収
税
課
で
は
、
市
役
所
の
開
庁
時
間
に

納
税
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
祝
日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
は
午
後

７
時
30
分
ま
で
夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　納期限の日に、指定された金融機関の口座
から振り替えますので、納付のたびに金融機
関や郵便局、コンビニエンスストアへ出向く
必要がありません。
　また、二重納付や税額の更正により還付金
が発生した場合などは、手続きなく届け出の
ある本人口座に振り込まれるため、還付まで
の期間が短縮されます。

【口座振替の申込方法】
　預貯金通帳・通帳の届出印を用意し、市内
の金融機関・収税課・各支所（上野支所除く。）
に設置の「伊賀市市税等口座振替依頼書」に
必要事項を記入の上、振替を希望する金融機
関の窓口へ提出してください。
　複数の課税がある場合は、納税通知書記載
の通知番号もあわせて記入してください。
　手続きには約１カ月かかります。余裕を
もって手続きをしてください。

【取扱金融機関】
　10 ページの納入場所に記載のある金融機
関・三菱UFJ銀行

【注意事項】
○預貯金の残高不足により振替ができなかっ
た場合、再度の振替は行いませんので、残
高にご注意ください。
○全期前納をしている人で預貯金残高不足の
ため振替ができなかった場合、その年度に
限り、２期以降、各期の納期限での振替と
なります。
○特別徴収による市県民税や、税額の更正な
どにより随時に課税された市税は、口座振
替ができませんので、送付する納付書によ
り納付してください。

　
差
し
押
さ
え
た
動
産
・
不
動
産
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
売
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
い
が
、
文
字
放
送
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

各
支
所
（
上
野
支
所
除
く
。）
や
金
融

機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
し

た
場
合
、
入
金
が
確
認
で
き
る
ま
で
に
10

日
程
か
か
る
た
め
、
行
き
違
い
で
督
促
状

や
催
告
書
が
届
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
行
き
違
い
を
避
け
る
た
め
に
も
、
納
期

限
ま
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
職
員
が
金
融
機
関
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

な
ど
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
市
職
員
が
訪
問
す
る
場
合

は
、「
徴
税
吏
員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。
不
審
な
電
話
や
訪
問
を
受
け
た
場
合

は
、
市
役
所
に
確
認
を
す
る
か
、
警
察
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
が
困
難
な
場
合
は

早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を

実
施
し
て
い
ま
す

◆
督
促
状
・
催
告
書
の

行
き
違
い

◆
市
税
の
還
付
を
装
っ
た

詐
欺
な
ど
に
注
意

市税の納付は
安心・便利な口座振替

【問い合わせ】　収税課
　☎ 22-9612　℻   22-9618
　 shuuzei@city.iga.lg.jp
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【市内実施医療機関】（50音順）
病院名 電話番号 ロタ ヒブ・

肺炎球菌
Ｂ型
肝炎

４種混合・
ポリオ BCG MR 水痘 日本脳炎 DT 子宮

頸がん
おた
ふく

あずま診療所 46-9977 ○

阿波診療所 48-0004 ○ ○ ○ ○ ○ ○

上野こどもクリニック 23-8558 ○ ○ ○ ○
ポリオ除く ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上野総合市民病院 24-1111 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡波総合病院 21-3135 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15歳まで ○ ○ ○

亀田クリニック 26-0666 ○
１期除く ○

河合診療所 43-1511 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川原田内科 52-0500 ○
１期除く ○ ○

紀平医院 45-5470 ○
２期

○
１期除く ○

黒田クリニック 52-2099 ○
１歳以上

○
１歳以上 ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐々木内科 21-3100 ○
特例のみ ○

佐那具医院 23-3330 ○
特例のみ ○ ○

嶋地医院 37-0114 ○
１期除く ○

しみずハートクリニック 21-4528 ○

城医院 52-0017 ○
２期 ○ ○ ○ ○

滝井医院 23-1111 ○ ○
ポリオ除く ○ ○ ○ ○

竹沢医院 59-2019 ○
１期除く ○ ○

竹沢内科歯科 23-5553 ○

中産婦人科緑ヶ丘クリニック 21-5678 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ひらい小児科クリニック 21-3101 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

まちしクリニック 45-7788 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮本医院 21-4719 ○

森川病院 21-2425 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゆめが丘クリニック 26-0100 ○
２期 ○ ○

ゆめこどもクリニック伊賀 24-7600 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

接種対象年齢 助成限度額・回数 接種方法・注意事項

おたふくかぜ １～４歳未満 2,500 円×１回 3歳より前に接種することをお勧めします。

　伊賀市・名張市（一部）の医療機関で接種した場合は、接種費用から助成金額を差し引いた金額を、医療機関窓
口でお支払いください（市への申請は必要ありません）。その他の医療機関で接種した場合は申請が必要です。

【任意接種（有料分）】　助成対象接種期間：４月１日㈭～令和４年３月 31日㈭

接種対象年齢 接種回数 標準的な接種方法・注意事項

ロタウイルス

１価（ロタリックス）
生後６～ 24週 ２回 ４週間以上の間隔をあけて２回接種しましょう。

５価（ロタテック）
生後６～ 32週 ３回 ４週間以上の間隔をあけて 3回接種しましょう。

ヒ　ブ 生後２カ月～５歳未満 １～４回 接種開始月齢によって接種回数が異なります。
詳しくは医療機関でご確認ください。肺炎球菌 生後２カ月～５歳未満 １～４回

Ｂ型肝炎 １歳未満 ３回 １回目の接種後、４週間の間隔を空けて２回目、さらに
１回目から20週を経過した後に３回目を接種しましょう。

１期初回 生後３カ月～７歳６カ月未満 ３回 生後３カ月～１歳までの間に、20日以上間隔をあけて
３回接種しましょう。

１期追加 １期初回接種終了後、
１年～１年半（７歳６カ月未満） １回

１期初回の３回の接種が終了した後、６カ月以上の間隔
をあけて接種できます。１期初回終了後、１年～１年半
の間隔を空けて接種することで効果が高まるため、１年
以上間隔を空けることをお勧めします。

BCG １歳未満 １回 生後５～８カ月の間に接種しましょう。
麻しん・
風しん混合
（MR）

１　期 １～２歳未満 １回 満１歳の誕生日が過ぎたら、できるだけ早めに接種しましょう。

２　期 H27.4.2 ～ H28.4.1 生まれ
（年長児） １回 年長児になったら、できるだけ早めに接種しましょう。

水痘（みずぼうそう） １～３歳未満 ２回 ６カ月以上の間隔をあけて２回接種しましょう。
（２回目は１回目終了後、３カ月あけて接種可能）

日本脳炎

１期初回 ３～７歳６カ月未満 ２回 ３～４歳までの間に、６～ 28日（１～４週間）までの
間隔をあけて２回接種しましょう。

１期追加 初回接種終了、約１年後
（７歳６カ月未満） １回 １期初回の２回の接種が終了した後、おおむね１年あけ

て接種しましょう。
２　期 ９～ 13歳未満 １回 ９歳になったら、接種できます。
特例として、平成７年４月２日～平成 19年４月１日生まれで、１期・２期の接種が完了していない人は、20歳未満
の間で不足回数分の接種を受けることができます。また、平成 19年４月２日～平成 21年 10月１日生まれで、１期
の接種が終了していない人は、９～ 13歳未満の期間に不足回数分の接種を受けることができます。

ニ種混合（DT)
（ジフテリア・破傷風） 11 ～ 13歳未満 １回 11歳になったら、できるだけ早めに接種しましょう。

子宮頸
けい
がん

２価ワクチン（サーバリックス）
小学６年生（12歳相当）～
高校１年生（16歳相当）の女子

３回

初回接種（１回目）から１カ月後に２回目、６カ月後に
３回目を接種。

４価ワクチン（ガーダシル）
小学６年生（12歳相当）～
高校１年生（16歳相当）の女子

初回接種（１回目）から２カ月後に２回目、６カ月後に
３回目を接種。

【定期接種】　実施期間：４月１日㈭～令和４年３月 31日㈭

　子宮頸がんワクチンは、現在、積極的な勧奨はしていません。
　予防接種を受ける際は、必ず医療機関へ予約してください。
　定期接種の費用は無料ですが、対象年齢以外で接種する場合は全額自己負担となります。
　接種当日は、母子健康手帳と予診票を持参してください。
※予診票をお持ちでない人は、市内の実施医療機関にありますので、予約時に医療機関へお問い合わせください。
※市外医療機関での接種を希望する人は、予診票をお渡ししますのでご連絡ください。
※実施場所は原則、県内指定医療機関です。県外の医療機関で接種する場合は、事前にお問い合わせください。

【問い合わせ】　○伊賀市保健センター（健康推進課）
　　　　　　　　☎ 22-9653　℻   22-9666　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp
　　　　　　　○いがまち保健福祉センター（地域包括支援センター　東部サテライト）
　　　　　　　　☎ 45-1016　℻   45-1055
　　　　　　　○青山保健センター（地域包括支援センター　南部サテライト）
　　　　　　　　☎ 52-2280　℻   52-2281

令和３年度 予防接種のお知らせ

四種混合
ジフテリア
百日咳
破傷風
ポリオ
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【市内実施医療機関】（50音順）
病院名 電話番号 ロタ ヒブ・

肺炎球菌
Ｂ型
肝炎

４種混合・
ポリオ BCG MR 水痘 日本脳炎 DT 子宮

頸がん
おた
ふく

あずま診療所 46-9977 ○

阿波診療所 48-0004 ○ ○ ○ ○ ○ ○

上野こどもクリニック 23-8558 ○ ○ ○ ○
ポリオ除く ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上野総合市民病院 24-1111 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡波総合病院 21-3135 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15歳まで ○ ○ ○

亀田クリニック 26-0666 ○
１期除く ○

河合診療所 43-1511 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川原田内科 52-0500 ○
１期除く ○ ○

紀平医院 45-5470 ○
２期

○
１期除く ○

黒田クリニック 52-2099 ○
１歳以上

○
１歳以上 ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐々木内科 21-3100 ○
特例のみ ○

佐那具医院 23-3330 ○
特例のみ ○ ○

嶋地医院 37-0114 ○
１期除く ○

しみずハートクリニック 21-4528 ○

城医院 52-0017 ○
２期 ○ ○ ○ ○

滝井医院 23-1111 ○ ○
ポリオ除く ○ ○ ○ ○

竹沢医院 59-2019 ○
１期除く ○ ○

竹沢内科歯科 23-5553 ○

中産婦人科緑ヶ丘クリニック 21-5678 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ひらい小児科クリニック 21-3101 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

まちしクリニック 45-7788 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮本医院 21-4719 ○

森川病院 21-2425 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゆめが丘クリニック 26-0100 ○
２期 ○ ○

ゆめこどもクリニック伊賀 24-7600 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

接種対象年齢 助成限度額・回数 接種方法・注意事項

おたふくかぜ １～４歳未満 2,500 円×１回 3歳より前に接種することをお勧めします。

　伊賀市・名張市（一部）の医療機関で接種した場合は、接種費用から助成金額を差し引いた金額を、医療機関窓
口でお支払いください（市への申請は必要ありません）。その他の医療機関で接種した場合は申請が必要です。

【任意接種（有料分）】　助成対象接種期間：４月１日㈭～令和４年３月 31日㈭

接種対象年齢 接種回数 標準的な接種方法・注意事項

ロタウイルス

１価（ロタリックス）
生後６～ 24週 ２回 ４週間以上の間隔をあけて２回接種しましょう。

５価（ロタテック）
生後６～ 32週 ３回 ４週間以上の間隔をあけて 3回接種しましょう。

ヒ　ブ 生後２カ月～５歳未満 １～４回 接種開始月齢によって接種回数が異なります。
詳しくは医療機関でご確認ください。肺炎球菌 生後２カ月～５歳未満 １～４回

Ｂ型肝炎 １歳未満 ３回 １回目の接種後、４週間の間隔を空けて２回目、さらに
１回目から20週を経過した後に３回目を接種しましょう。

１期初回 生後３カ月～７歳６カ月未満 ３回 生後３カ月～１歳までの間に、20日以上間隔をあけて
３回接種しましょう。

１期追加 １期初回接種終了後、
１年～１年半（７歳６カ月未満） １回

１期初回の３回の接種が終了した後、６カ月以上の間隔
をあけて接種できます。１期初回終了後、１年～１年半
の間隔を空けて接種することで効果が高まるため、１年
以上間隔を空けることをお勧めします。

BCG １歳未満 １回 生後５～８カ月の間に接種しましょう。
麻しん・
風しん混合
（MR）

１　期 １～２歳未満 １回 満１歳の誕生日が過ぎたら、できるだけ早めに接種しましょう。

２　期 H27.4.2 ～ H28.4.1 生まれ
（年長児） １回 年長児になったら、できるだけ早めに接種しましょう。

水痘（みずぼうそう） １～３歳未満 ２回 ６カ月以上の間隔をあけて２回接種しましょう。
（２回目は１回目終了後、３カ月あけて接種可能）

日本脳炎

１期初回 ３～７歳６カ月未満 ２回 ３～４歳までの間に、６～ 28日（１～４週間）までの
間隔をあけて２回接種しましょう。

１期追加 初回接種終了、約１年後
（７歳６カ月未満） １回 １期初回の２回の接種が終了した後、おおむね１年あけ

て接種しましょう。
２　期 ９～ 13歳未満 １回 ９歳になったら、接種できます。
特例として、平成７年４月２日～平成 19年４月１日生まれで、１期・２期の接種が完了していない人は、20歳未満
の間で不足回数分の接種を受けることができます。また、平成 19年４月２日～平成 21年 10月１日生まれで、１期
の接種が終了していない人は、９～ 13歳未満の期間に不足回数分の接種を受けることができます。

ニ種混合（DT)
（ジフテリア・破傷風） 11 ～ 13歳未満 １回 11歳になったら、できるだけ早めに接種しましょう。

子宮頸
けい
がん

２価ワクチン（サーバリックス）
小学６年生（12歳相当）～
高校１年生（16歳相当）の女子

３回

初回接種（１回目）から１カ月後に２回目、６カ月後に
３回目を接種。

４価ワクチン（ガーダシル）
小学６年生（12歳相当）～
高校１年生（16歳相当）の女子

初回接種（１回目）から２カ月後に２回目、６カ月後に
３回目を接種。

【定期接種】　実施期間：４月１日㈭～令和４年３月 31日㈭

　子宮頸がんワクチンは、現在、積極的な勧奨はしていません。
　予防接種を受ける際は、必ず医療機関へ予約してください。
　定期接種の費用は無料ですが、対象年齢以外で接種する場合は全額自己負担となります。
　接種当日は、母子健康手帳と予診票を持参してください。
※予診票をお持ちでない人は、市内の実施医療機関にありますので、予約時に医療機関へお問い合わせください。
※市外医療機関での接種を希望する人は、予診票をお渡ししますのでご連絡ください。
※実施場所は原則、県内指定医療機関です。県外の医療機関で接種する場合は、事前にお問い合わせください。

【問い合わせ】　○伊賀市保健センター（健康推進課）
　　　　　　　　☎ 22-9653　℻   22-9666　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp
　　　　　　　○いがまち保健福祉センター（地域包括支援センター　東部サテライト）
　　　　　　　　☎ 45-1016　℻   45-1055
　　　　　　　○青山保健センター（地域包括支援センター　南部サテライト）
　　　　　　　　☎ 52-2280　℻   52-2281

令和３年度 予防接種のお知らせ

四種混合
ジフテリア
百日咳
破傷風
ポリオ
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脳ドック 簡易人間ドック

受診資格
伊賀市国民健康保険の加入者で、昭和 21年
6 月 2 日から昭和 56 年 6 月 1 日までに生
まれた人

伊賀市国民健康保険の加入者で、昭和 21年
6月 2日から平成 3年 6月 1日までに生ま
れた人

定　　員 420 人 610人

実施期間 6 月 1日㈫～令和４年２月 28日㈪ 6月 1日㈫～ 11月 30日㈫

検査内容
身体測定・血圧測定・血液検査・尿検査・肝
機能検査・腎機能検査・脂質検査・血糖・尿
酸・心電図・画像診断（MRI・MRA）

身体測定・胸部聴打診・血圧測定・血液検査・
尿検査・検便・肝機能検査・腎機能検査・脂
質検査・血糖・尿酸・心電図・胸部・胃検査

検査場所
岡波総合病院
上野総合市民病院
金丸脳脊椎外科クリニック

市内指定医療機関

自己負担額
9,500 円

（検査費用 37,100 円のうち 27,600 円を補
助します。）

8,700 円
（検査費用 35,800 円のうち 27,100 円を補
助します。）

伊賀市国民健康保険被保険者の皆さんを対象に実施します 

脳ドック・簡易人間ドック
トピックス

【申込方法】
　63 円のはがきに「脳ドック受診希望」または「簡
易人間ドック受診希望」と明記し、住所・氏名（ふり
がな）・生年月日・電話番号を記入の上、郵送してく
ださい。

※はがき１枚で１人の申し込みです。
※国民健康保険税を滞納している世帯の人は受け付け
られません。

※「脳ドック」と「簡易人間ドック」の重複申し込み
はできません。

※「脳ドック」は、令和元～２年度に脳ドックを受診
した人は申し込めません。

※申し込み多数の場合は、抽選により受診者を決定し
ます。
※「簡易人間ドック」は、申し込み多数の場合、昨年
度に受診していない人を優先し、抽選します。　

【注意事項】
○脳ドックの受診希望者で、心臓ペースメーカーを装
置している人や歯のインプラントを使用している
人、今までに手術をしたことがある人は、事前にか
かりつけ医師に確認してから申し込んでください。
○簡易人間ドック受診の男性は、希望により前立腺が
ん検査を受診できます。（追加自己負担額 500円）
※「脳ドック」または「簡易人間ドック」を受診する
人には、特定健診の通知は送付しません。
※令和３年度の胃内視鏡検査は、新型コロナウイルス
感染拡大防止のため中止する予定です。詳しくは受
診券に同封の案内をご確認ください。

【申込期限】
　４月 30日㈮　※消印有効

「
○
○
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ク
受
診
希
望
」

・
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・
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名
（
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な
）

・
生
年
月
日

・
電
話
番
号
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賀
市
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九
町
3184
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地
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市
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所

　
保
険
年
金
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《はがきの記入例》
（表）

518-8501

（裏）

63円

【申込先・問い合わせ】　保険年金課
　☎ 22-9659　℻   26-0151
　 hoken@city.iga.lg.jp

健康のために、接種しましょう 

肺炎球菌の予防接種
【接種期限】　令和４年３月 31日㈭
【接種場所】
　県内の指定医療機関
【対象者】
　次のいずれかに該当し、過去に肺炎球菌の予防接種
を一度も受けたことがない人。
○今年度 65歳になる人（昭和 31年 4月 2日～昭和
32年 4月 1日生まれの人）
○接種時点で 60歳以上 65歳未満で、心臓、腎臓も
しくは呼吸器の機能障害またはヒト免疫不全ウイル
スによる免疫機能障害で身体障害者手帳 1級の人。
※過去に肺炎球菌の予防接種費用の助成を受けたこと
のある人は対象外のため、案内はがきは送付しま
せん。

【接種方法】
　直接医療機関に予約し、接種当日は対象者に送付す
る案内はがきを必ず持参してください。
【自己負担額】
　3,000 円（生活保護受給者は無料）
【対象年齢以外の人への助成】
　今年度、70歳・75歳・80歳・85歳・90歳・95歳・
100 歳になる人で、過去に一度も肺炎球菌ワクチン
を接種していない人は接種費用の一部助成を受けるこ
とができます。
※対象年齢以外の人への助成は令和５年度末で終了
し、以降は 65歳の人のみが対象となる予定です。

【注意事項】
○予診票は市内実施医療機関にあります。市外の医療
機関で接種を希望する場合
は予診票をお渡ししますの
で健康推進課へご連絡くだ
さい。
○県外の医療機関で接種する
場合、接種費用・接種方法
が異なりますので、接種希
望日の 1 週間前までに健
康推進課へご連絡ください。

※新型コロナウイルスワクチンを接種する場合、前後
２週間はこのワクチンを接種することができません。

◆市内実施医療機関（50音順）

【問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻   22-9666
　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

病院名 電話番号
あきやま腎泌尿器科 44-6516
アクアクリニック伊賀 21-6500
浅野整形外科内科 36-2550
あずまクリニック 26-0333
あずま診療所 46-9977
阿波診療所 48-0004
伊藤医院 24-4700
上野こどもクリニック 23-8558
上野総合市民病院 24-1111
上野病院　※入院中の人のみ 21-5010
馬岡医院 21-3005
大西医院 21-0219
おおのクリニック 22-1220
岡波総合病院 21-3135
金丸脳脊椎外科クリニック 41-1192
亀田クリニック 26-0666
河合診療所 43-1511
川原田内科 52-0500
紀平医院 45-5770
黒田クリニック 52-2099
佐々木内科 21-3100
佐那具医院 23-3330
嶋地医院 37-0114
しみずハートクリニック 21-4528
しもむら整形外科 26-2960
城医院 52-0017
滝井医院 23-1111
竹沢医院 59-2019
竹沢内科歯科医院 23-5553
竹代クリニック 22-2300
谷本整形 21-0934
中産婦人科緑ヶ丘クリニック 21-5678
梨ノ木診療所 26-5533
西田整形外科医院 23-4556
ひらい小児科クリニック 21-3101
広瀬医院 21-1383
まちしクリニック 45-7788
松本胃腸内科 26-3750
宮本医院 21-4719
森川病院 21-2425
森田クリニック 22-2233
ゆめが丘クリニック 26-0100
吉村クリニック 22-2121

トピックス
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脳ドック 簡易人間ドック

受診資格
伊賀市国民健康保険の加入者で、昭和 21年
6 月 2 日から昭和 56 年 6 月 1 日までに生
まれた人

伊賀市国民健康保険の加入者で、昭和 21年
6月 2日から平成 3年 6月 1日までに生ま
れた人

定　　員 420 人 610人

実施期間 6 月 1日㈫～令和４年２月 28日㈪ 6月 1日㈫～ 11月 30日㈫

検査内容
身体測定・血圧測定・血液検査・尿検査・肝
機能検査・腎機能検査・脂質検査・血糖・尿
酸・心電図・画像診断（MRI・MRA）

身体測定・胸部聴打診・血圧測定・血液検査・
尿検査・検便・肝機能検査・腎機能検査・脂
質検査・血糖・尿酸・心電図・胸部・胃検査

検査場所
岡波総合病院
上野総合市民病院
金丸脳脊椎外科クリニック

市内指定医療機関

自己負担額
9,500 円

（検査費用 37,100 円のうち 27,600 円を補
助します。）

8,700 円
（検査費用 35,800 円のうち 27,100 円を補
助します。）

伊賀市国民健康保険被保険者の皆さんを対象に実施します 

脳ドック・簡易人間ドック
トピックス

【申込方法】
　63 円のはがきに「脳ドック受診希望」または「簡
易人間ドック受診希望」と明記し、住所・氏名（ふり
がな）・生年月日・電話番号を記入の上、郵送してく
ださい。

※はがき１枚で１人の申し込みです。
※国民健康保険税を滞納している世帯の人は受け付け
られません。
※「脳ドック」と「簡易人間ドック」の重複申し込み
はできません。
※「脳ドック」は、令和元～２年度に脳ドックを受診
した人は申し込めません。

※申し込み多数の場合は、抽選により受診者を決定し
ます。
※「簡易人間ドック」は、申し込み多数の場合、昨年
度に受診していない人を優先し、抽選します。　

【注意事項】
○脳ドックの受診希望者で、心臓ペースメーカーを装
置している人や歯のインプラントを使用している
人、今までに手術をしたことがある人は、事前にか
かりつけ医師に確認してから申し込んでください。
○簡易人間ドック受診の男性は、希望により前立腺が
ん検査を受診できます。（追加自己負担額 500円）
※「脳ドック」または「簡易人間ドック」を受診する
人には、特定健診の通知は送付しません。
※令和３年度の胃内視鏡検査は、新型コロナウイルス
感染拡大防止のため中止する予定です。詳しくは受
診券に同封の案内をご確認ください。

【申込期限】
　４月 30日㈮　※消印有効

「
○
○
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《はがきの記入例》
（表）

518-8501

（裏）

63円

【申込先・問い合わせ】　保険年金課
　☎ 22-9659　℻   26-0151
　 hoken@city.iga.lg.jp

健康のために、接種しましょう 

肺炎球菌の予防接種
【接種期限】　令和４年３月 31日㈭
【接種場所】
　県内の指定医療機関
【対象者】
　次のいずれかに該当し、過去に肺炎球菌の予防接種
を一度も受けたことがない人。
○今年度 65歳になる人（昭和 31年 4月 2日～昭和
32年 4月 1日生まれの人）

○接種時点で 60歳以上 65歳未満で、心臓、腎臓も
しくは呼吸器の機能障害またはヒト免疫不全ウイル
スによる免疫機能障害で身体障害者手帳 1級の人。

※過去に肺炎球菌の予防接種費用の助成を受けたこと
のある人は対象外のため、案内はがきは送付しま
せん。

【接種方法】
　直接医療機関に予約し、接種当日は対象者に送付す
る案内はがきを必ず持参してください。
【自己負担額】
　3,000 円（生活保護受給者は無料）
【対象年齢以外の人への助成】
　今年度、70歳・75歳・80歳・85歳・90歳・95歳・
100 歳になる人で、過去に一度も肺炎球菌ワクチン
を接種していない人は接種費用の一部助成を受けるこ
とができます。
※対象年齢以外の人への助成は令和５年度末で終了
し、以降は 65歳の人のみが対象となる予定です。

【注意事項】
○予診票は市内実施医療機関にあります。市外の医療
機関で接種を希望する場合
は予診票をお渡ししますの
で健康推進課へご連絡くだ
さい。

○県外の医療機関で接種する
場合、接種費用・接種方法
が異なりますので、接種希
望日の 1 週間前までに健
康推進課へご連絡ください。

※新型コロナウイルスワクチンを接種する場合、前後
２週間はこのワクチンを接種することができません。

◆市内実施医療機関（50音順）

【問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻   22-9666
　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

病院名 電話番号
あきやま腎泌尿器科 44-6516
アクアクリニック伊賀 21-6500
浅野整形外科内科 36-2550
あずまクリニック 26-0333
あずま診療所 46-9977
阿波診療所 48-0004
伊藤医院 24-4700
上野こどもクリニック 23-8558
上野総合市民病院 24-1111
上野病院　※入院中の人のみ 21-5010
馬岡医院 21-3005
大西医院 21-0219
おおのクリニック 22-1220
岡波総合病院 21-3135
金丸脳脊椎外科クリニック 41-1192
亀田クリニック 26-0666
河合診療所 43-1511
川原田内科 52-0500
紀平医院 45-5770
黒田クリニック 52-2099
佐々木内科 21-3100
佐那具医院 23-3330
嶋地医院 37-0114
しみずハートクリニック 21-4528
しもむら整形外科 26-2960
城医院 52-0017
滝井医院 23-1111
竹沢医院 59-2019
竹沢内科歯科医院 23-5553
竹代クリニック 22-2300
谷本整形 21-0934
中産婦人科緑ヶ丘クリニック 21-5678
梨ノ木診療所 26-5533
西田整形外科医院 23-4556
ひらい小児科クリニック 21-3101
広瀬医院 21-1383
まちしクリニック 45-7788
松本胃腸内科 26-3750
宮本医院 21-4719
森川病院 21-2425
森田クリニック 22-2233
ゆめが丘クリニック 26-0100
吉村クリニック 22-2121

トピックス
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絵画部門 彫塑工芸部門
議 長 賞 『海原の里』　乾　征子（一之宮） 『土のキオク』　寺元　篤（岡田）
教 育 委 員 会 賞 『棉と月』　菊森　昌子（西湯舟） 『Happy Day』　織田　育子（古郡）
ぶ ん と 理 事 長 賞 『いのちを想う、今』　森川　高男（依那具） 『カラー』　山口　數江（朝日ヶ丘町）
岡 田 文 化 財 団 賞 『晨星落落』　大西　佑奈（上野三之西町） 『シャドー　ボックス「バラの花」』　佐々木　幸子（柘植町）
伊賀上野ケーブルテレビ賞 『お祭り』　福岡　寛臣（上之庄） 『六角花器「光彩」』　福岡　丈政（柘植町）
上野商工会議所会頭賞 『夕焼け』　西田　のり子（北山） 『乾漆　こもれび』　森下　隆夫（柘植町）
伊 賀 市 商 工 会 長 賞 『大王崎』　石川　勉（名張市） 『「いが」よコロナに負けるな』　岡森　競一（名張市）

奨 励 賞
『GALAXY　～はじまり～』　Nendi（下柘植） 『焼締伊賀壷』　岡野　桂一（高畑）
『パラダイムシフト』　両角　奈美希（名張市） 『真秀羅観音像』　宮島　和也（中柘植）
『母性』　今髙　遥愛（比自岐）

写真部門 書部門
議 長 賞 『火渡り』　縄手　稔（上野車坂町） 『李珥の詩』　岡本　京香（外山）
教 育 委 員 会 賞 『雪月夜』　宮田　彰士（四十九町） 『臨孔子廟堂碑』　近藤　陽心（亀山市）
ぶ ん と 理 事 長 賞 『伝承』　西　秀樹（富永） 『小倉百人一首の歌』　引田　まゆみ（荒木）
岡 田 文 化 財 団 賞 『絶景』　城戸　愼一（諏訪） 『古今和歌集のうた』　福森　千恵子（古山界外）
伊賀上野ケーブルテレビ賞 『つくろい』　岸　則和（下友生） 『雨夜』　稲田　秀楓（中村）
上野商工会議所会頭賞 『夜桜』　𠮷岡　克（山出） 『花』　中島　睦子（下柘植）
伊 賀 市 商 工 会 長 賞 『霧中の仙境』　松本　嗣（小杉） 『百人一首のうた』　稲森　政代（上之庄）

奨 励 賞
『落ち葉に戯る子達』　駒田　直哉（陽光台） 『古今和歌集のうた』　杉本　文代（法花）
『早春の里』　中森　晴子（猪田） 『臨　篆書崔子玉座右銘』　中井　琴葉（千戸）
『漁場きらめく』　川島　齊（島ケ原） 『山居秋瞑』　南出　知子（朝屋）

第 16回伊賀市民美術展覧会

市展「いが」

【問い合わせ】　文化交流課
　☎22-9621　℻   22-9619　 bunka@city.iga.lg.jp

　３月 17日㈬から 21日㈰までの５日間、伊賀市文化会館
で、市展「いが」を開催しました。
　期間中は、入賞・入選作品と審査員などの作品を含む絵画
部門 47点、彫塑工芸部門 30点、写真部門 43点、書部門
30 点の合計 150 点を展示しました。市展「いが」賞作品
と入賞者（敬称略）を紹介します。

市展「いが」賞（書部門）
 『萬福寺巡照板諷経』　菅　康子（千歳）

市展「いが」賞（彫塑工芸部門）
『熊野古道』　川村　正行（諏訪）

市展「いが」賞（絵画部門）
『夏の実り』　岡本　恵美子（上野田端町）

市展「いが」賞（写真部門）
『叫号』　藤里　和也（服部町）
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８
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４
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２
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負担割合 改正前 改正後

１割 3,600 円

➡
4,500 円

２割 3,200 円 4,000 円

３割 2,800 円 3,500 円

【助成額】

（支給基準限度額：4,000 円➡ 5,000 円）

４
月
分
か
ら
助
成
額
を
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き
上
げ
ま
す

要
介
護
認
定
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け
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い
る
・
重
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障
が
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あ
る
人
へ
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絵画部門 彫塑工芸部門
議 長 賞 『海原の里』　乾　征子（一之宮） 『土のキオク』　寺元　篤（岡田）
教 育 委 員 会 賞 『棉と月』　菊森　昌子（西湯舟） 『Happy Day』　織田　育子（古郡）
ぶ ん と 理 事 長 賞 『いのちを想う、今』　森川　高男（依那具） 『カラー』　山口　數江（朝日ヶ丘町）
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上野商工会議所会頭賞 『夕焼け』　西田　のり子（北山） 『乾漆　こもれび』　森下　隆夫（柘植町）
伊 賀 市 商 工 会 長 賞 『大王崎』　石川　勉（名張市） 『「いが」よコロナに負けるな』　岡森　競一（名張市）

奨 励 賞
『GALAXY　～はじまり～』　Nendi（下柘植） 『焼締伊賀壷』　岡野　桂一（高畑）
『パラダイムシフト』　両角　奈美希（名張市） 『真秀羅観音像』　宮島　和也（中柘植）
『母性』　今髙　遥愛（比自岐）

写真部門 書部門
議 長 賞 『火渡り』　縄手　稔（上野車坂町） 『李珥の詩』　岡本　京香（外山）
教 育 委 員 会 賞 『雪月夜』　宮田　彰士（四十九町） 『臨孔子廟堂碑』　近藤　陽心（亀山市）
ぶ ん と 理 事 長 賞 『伝承』　西　秀樹（富永） 『小倉百人一首の歌』　引田　まゆみ（荒木）
岡 田 文 化 財 団 賞 『絶景』　城戸　愼一（諏訪） 『古今和歌集のうた』　福森　千恵子（古山界外）
伊賀上野ケーブルテレビ賞 『つくろい』　岸　則和（下友生） 『雨夜』　稲田　秀楓（中村）
上野商工会議所会頭賞 『夜桜』　𠮷岡　克（山出） 『花』　中島　睦子（下柘植）
伊 賀 市 商 工 会 長 賞 『霧中の仙境』　松本　嗣（小杉） 『百人一首のうた』　稲森　政代（上之庄）

奨 励 賞
『落ち葉に戯る子達』　駒田　直哉（陽光台） 『古今和歌集のうた』　杉本　文代（法花）
『早春の里』　中森　晴子（猪田） 『臨　篆書崔子玉座右銘』　中井　琴葉（千戸）
『漁場きらめく』　川島　齊（島ケ原） 『山居秋瞑』　南出　知子（朝屋）
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30 点の合計 150 点を展示しました。市展「いが」賞作品
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２
時
〜
５
時　
○
午
後
８
時
〜
11
時

◆
４
月
30
日
㈮
・
５
月
１
日
㈯　
午
後
８
時
〜
11
時

※
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
診
療
は
、
大
変
混
み
合
い
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
ま
す
。
※
受
付
時
間
は
、
診
察
終
了
時
刻
の
30
分
前
ま
で
で
す
。
※
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。※
発
熱
や
か
ぜ
症
状
の
あ
る
人
は
事
前
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

※
健
康
保
険
証
・
各
種
受
給
者
証
・
お
薬
手
帳
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
伊
賀
市
応
急
診
療
所　
☎
22
・
９
９
９
０

■
二
次
救
急
実
施
病
院

【
診
療
時
間
】

　
午
前
8
時
45
分
〜
翌
日
午
前
8
時
45
分

※
岡
波
総
合
病
院
は
午
前
９
時
〜
翌
日
午
前

８
時
45
分

※
４
月
30
日
㈮
は
午
後
５
時
〜
翌
日
午
前
８

時
45
分

◆
４
月
29
日（
木・祝
）　
名
張
市
立
病
院

◆
４
月
30
日
㈮　
　
　

上
野
総
合
市
民
病
院

◆
５
月
１
日
㈯　
　
　

名
張
市
立
病
院

◆
５
月
２
日
㈰　
　
　

　
　
岡
波
総
合
病
院
・
名
張
市
立
病
院

◆
５
月
３
日（
月・祝
）　
岡
波
総
合
病
院

◆
５
月
４
日（
火・祝
）　
名
張
市
立
病
院

◆
５
月
５
日（
水・祝
）　
岡
波
総
合
病
院

【
問
い
合
わ
せ
】　
医
療
福
祉
政
策
課

　
☎
22
・
９
７
０
５　
℻  
22
・
９
６
７
３

　

iryoufukushi@
city.iga.lg.jp

■
歯
科
診
療

【
診
療
時
間
】　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
５
月
３
日（
月・祝
）

　
ひ
ろ
お
か
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
（
上
野
田
端
町
１
０
７
９
）

　
☎
26
・
０
０
１
８

◆
５
月
４
日（
火・祝
）

　
広
島
歯
科
医
院
（
平
田
３
４
１
８
―
2
）

　
☎
46
・
１
７
４
８

◆
５
月
５
日（
水・祝
）

　
ふ
く
ち
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
（
ゆ
め
が
丘
2
―
20
―
14
）

　
☎
22
・
２
１
３
４

※
事
前
に
電
話
で
確
認
し
、
健
康
保
険
証

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
右
記
以
外
の
診
療
な
ど
に
つ
い
て

は
、
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
９
・
２
２
９
・
１
１
９
９
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

負担割合 改正前 改正後

１割 3,600 円

➡
4,500 円

２割 3,200 円 4,000 円

３割 2,800 円 3,500 円

【助成額】

（支給基準限度額：4,000 円➡ 5,000 円）

４
月
分
か
ら
助
成
額
を
引
き
上
げ
ま
す

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
・
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
へ
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建
物
の
耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

トピックス

トピックス

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
住
宅
課　
☎
22
・
９
７
３
７　
℻  
22
・
９
７
３
６　

jutaku@
city.iga.lg.jp

◆
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
（
無
料
）

【
対　
象
】

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
建

築
（
着
工
を
含
む
。）
さ
れ
た
３
階
建
て

以
下
の
木
造
住
宅
。
店
舗
な
ど
を
併
設
し

て
い
る
場
合
は
、
延
床
面
積
の
２
分
の
１

以
上
を
住
宅
と
し
て
使
用
し
て
い
る
も
の
。

※
母
屋
の
ほ
か
に
生
活
で
き
る
離
れ
も
対

象
で
す
。

◆
木
造
住
宅
の
補
強
工
事
を
補
助
し
ま
す

　
右
記
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の

結
果
、
評
点
が
０・
７
未
満
の
住

宅
の
う
ち
、
現
在
居
住
し
て
い
る
か
、
今

後
居
住
が
見
込
ま
れ
る
木
造
住
宅
に
対

し
、
評
点
を
１・
０
以
上
に
す
る
補
強
工

事
を
補
助
し
ま
す
。

※
期
限
内
に
耐
震
改
修
を
行
っ
た
場
合
、

所
得
税
額
の
控
除
や
固
定
資
産
税
額
の

減
額
が
あ
り
ま
す
。

○
木
造
住
宅
耐
震
補
強
計
画
（
設
計
）
の

補
助

　
１
棟
あ
た
り
補
強
設
計
に
要
し
た
経
費

の
３
分
の
２
（
上
限
18
万
円
）

○
木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
の
補
助

　

耐
震
補
強
計
画
に
基
づ
く
改
修
工
事

で
、
１
棟
あ
た
り
の
補
強
に
要
し
た
経
費

の
３
分
の
２
（
上
限
50
万
円
）、
工
事
費

用
の
５
分
の
２
（
上
限
50
万
円
）、
上
乗

せ
補
助
（
上
限
15
万
４
千
５
百
円
）

※
設
計
し
た
年
月
に
よ
り
補
助
額
が
変
わ

り
ま
す
。

○
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
補
助

　
１
棟
あ
た
り
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
要
す
る

経
費
の
３
分
の
１
（
上
限
40
万
円
）

　
た
だ
し
、
木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
と

同
時
に
行
い
、
市
内
に
本
店
・
支
店
・
営

業
所
を
有
す
る
建
設
業
者
が
施
工
す
る
、

機
能
向
上
を
図
る
工
事
で
あ
る
こ
と
。

◆
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
費
用
補
助

　
市
内
に
あ
る
道
路
か
ら
の
高

さ
が
１
ｍ
を
超
え
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
で
、
道
路
に
面
し
、
地
震
で
倒

壊
ま
た
は
転
倒
の
危
険
が
あ
る
も
の
。

【
補
助
額
】

　
標
準
事
業
費
（
６
，０
０
０
円
／
㎡
）

と
工
事
費
を
比
較
し
て
低
い
方
の
２
分

の
１
（
上
限
15
万
円
）

【
申
込
期
間
】

　
４
月
13
日
㈫
〜
12
月
28
日
㈫

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
補
助
事
業
も
、
工
事
な
ど
の

契
約・着
工
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
ご
意
見
）
募
集

　
お
互
い
が
支
え
合
い
つ
な
が
り
を
深
め

な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
役
割
を
持
ち
、

生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
「
地
域
共

生
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
こ
の
計
画
の
中
間
案
に
対
す
る

ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

○
医
療
福
祉
政
策
課

○
各
支
所
振
興
課

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
受
付
期
限
】

　
４
月
16
日
㈮　
午
後
５
時　
※
必
着

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
医
療
福
祉
政
策
課

　
☎
26
・
３
９
４
０　
℻  
22
・
９
６
７
３

　

iryoufukushi@
city.iga.lg.jp

　
伊
賀
市
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
の
実

現
に
向
け
、
誰
も
が
気
軽
に
い
つ
で
も
快

適
に
利
用
で
き
る
施
設
を
整
備
す
る
た

め
、
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
こ
の
計
画
の
中
間
案
に
対
す
る

ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

○
各
支
所
振
興
課

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
受
付
期
限
】

　
４
月
16
日
㈮　
午
後
５
時　
※
必
着

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
22
・
９
６
３
５　
℻  
22
・
９
６
９
４

　

sports@
city.iga.lg.jp

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
件
名
（「
第

４
次
伊
賀
市
地
域
福
祉
計
画
中
間
案
」
ま

た
は
「
伊
賀
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
再
編
・
整

備
計
画
中
間
案
」）・
該
当
箇
所
と
そ
れ
に
対

す
る
意
見
を
明
記
の
上
、
各
提
出
先
ま
で
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
参
考
資
料

と
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

し
ま
す
。

※
個
別
の
回
答
は
行
わ
ず
、
い
た
だ
い
た

ご
意
見
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
持
参
の
場
合
は
、
各
支
所
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

第
４
次
伊
賀
市
地
域
福
祉

計
画
中
間
案

ご
意
見
の
提
出
方
法

伊
賀
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
再
編
・

整
備
計
画（
伊
賀
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設

ス
ト
ッ
ク
適
正
化
計
画
）中
間
案

無
許
可
の
廃
品
回
収
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

将
来
の
安
心
の
た
め
に　
国
民
年
金
の
は
な
し

【
問
い
合
わ
せ
】　
収
税
課

　
☎
22
・
９
６
１
５　
℻  
22
・
９
６
１
８　

shuuzei@
city.iga.lg.jp

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
○
保
険
年
金
課　
☎
22
・
９
６
５
９　
℻  
26
・
０
１
５
１

　
　
　
　
　
　
　
　

hoken@
city.iga.lg.jp

　
　
　
　
　
　
　
○
各
支
所
住
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
○
津
年
金
事
務
所　
国
民
年
金
課　
☎
０
５
９・
２
２
８・
９
１
１
２

◆
国
民
年
金
の
加
入
方
法
は

人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

　
日
本
で
は
、
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て
次
の
３

つ
に
分
か
れ
、
加
入
手
続
き
が
そ
れ
ぞ
れ

異
な
り
ま
す
。

○
第
１
号
被
保
険
者

　
（
自
営
業
・
学
生
・
フ
リ
ー
タ
ー
・
無

職
の
人
な
ど
）

　
加
入
手
続
き
は
住
所
地
の
市
区
役
所
・

町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
本

人
が
行
い
ま
す
。

○
第
２
号
被
保
険
者

　
（
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生
年
金

保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
）

　
　

加
入
手
続
き
は
勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

○
第
３
号
被
保
険
者

　
（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
）

　
加
入
手
続
き
は
第
２
号
被
保
険
者
の

勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

◆
付
加
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か

　

第
１
号
被
保
険
者
や
任
意
加
入
被
保

険
者
（
65
歳
以
上
の
人
を
除
く
。）
は
、

定
額
保
険
料
に
加
え
て
付
加
保
険
料

（
４
０
０
円
／
月
）
を
納
付
す
る
と
、
老

齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
を
上
乗
せ
し
て

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　
年
金
手
帳
と
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
な
ど
）、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
保
険

年
金
課
・
各
支
所
住
民
福
祉
課
ま
た
は
津

年
金
事
務
所
で
付
加
保
険
料
の
納
付
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

【
付
加
年
金
の
年
金
額
（
年
間
受
取
額
）】

　

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

【
注
意
事
項
】

　
申
請
を
し
た
月
分
か
ら
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
人
が
納

付
を
辞
退
す
る
場
合
は
、
保
険
年
金
課
・

各
支
所
住
民
福
祉
課
ま
た
は
津
年
金
事
務

所
で
の
申
し
出
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
廃
棄
物
対
策
課

　
☎
20
・
１
０
５
０　
℻  
20
・
２
５
７
５　

haikibutsu@
city.iga.lg.jp

　
全
国
的
に
無
許
可
の
廃
品
回
収
業
者
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。
家

庭
ご
み
を
市
の
許
可
や
委
託
を
受
け
て
い

な
い
回
収
業
者
が
収
集
し
、
処
理
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
無
許
可
の
業
者
を
利
用
す
る
と
、
正
し

く
処
理
が
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
不
法
投
棄

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
無
許
可
業
者
を
利
用
す
る
と
…

○
回
収
さ
れ
た
廃
家
電
製
品
や
粗
大
ご
み

な
ど
が
、
山
林
に
不
法
投
棄
さ
れ
る
。

○
「
無
料
」
と
言
い
な
が
ら
、
ト
ラ
ッ
ク

に
積
み
込
ん
だ
後
に
「
こ
れ
は
無
料
対

象
品
目
で
は
な
い
」「
型
が
古
い
の
で

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
を
つ
け
て
高
額
な
請
求
を

さ
れ
る
。

○
環
境
対
策
を
し
な
い
で
解
体
処
理
す
る

こ
と
で
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
や
鉛
な
ど
の
有

害
物
質
が
放
出
さ
れ
る
。

○
家
電
製
品
は
電
池
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

含
む
た
め
、
不
適
正
な
管
理
に
よ
り
火

災
発
生
の
原
因
に
な
る
。

　
分
別
ル
ー
ル
に
そ
っ
て
正
し
く
処
分
し

ま
し
ょ
う
。

無許可の廃棄物回収業者には、以下のような例があります

○町中を大音量で巡回 ○空き地で回収 ○チラシを配布 ○インターネットで広告

粗大ゴミ
無料回収

粗大ゴミ
無料回収
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建
物
の
耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

トピックス

トピックス

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
住
宅
課　
☎
22
・
９
７
３
７　
℻  
22
・
９
７
３
６　

jutaku@
city.iga.lg.jp

◆
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
（
無
料
）

【
対　
象
】

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
建

築
（
着
工
を
含
む
。）
さ
れ
た
３
階
建
て

以
下
の
木
造
住
宅
。
店
舗
な
ど
を
併
設
し

て
い
る
場
合
は
、
延
床
面
積
の
２
分
の
１

以
上
を
住
宅
と
し
て
使
用
し
て
い
る
も
の
。

※
母
屋
の
ほ
か
に
生
活
で
き
る
離
れ
も
対

象
で
す
。

◆
木
造
住
宅
の
補
強
工
事
を
補
助
し
ま
す

　
右
記
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の

結
果
、
評
点
が
０・
７
未
満
の
住

宅
の
う
ち
、
現
在
居
住
し
て
い
る
か
、
今

後
居
住
が
見
込
ま
れ
る
木
造
住
宅
に
対

し
、
評
点
を
１・
０
以
上
に
す
る
補
強
工

事
を
補
助
し
ま
す
。

※
期
限
内
に
耐
震
改
修
を
行
っ
た
場
合
、

所
得
税
額
の
控
除
や
固
定
資
産
税
額
の

減
額
が
あ
り
ま
す
。

○
木
造
住
宅
耐
震
補
強
計
画
（
設
計
）
の

補
助

　
１
棟
あ
た
り
補
強
設
計
に
要
し
た
経
費

の
３
分
の
２
（
上
限
18
万
円
）

○
木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
の
補
助

　

耐
震
補
強
計
画
に
基
づ
く
改
修
工
事

で
、
１
棟
あ
た
り
の
補
強
に
要
し
た
経
費

の
３
分
の
２
（
上
限
50
万
円
）、
工
事
費

用
の
５
分
の
２
（
上
限
50
万
円
）、
上
乗

せ
補
助
（
上
限
15
万
４
千
５
百
円
）

※
設
計
し
た
年
月
に
よ
り
補
助
額
が
変
わ

り
ま
す
。

○
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
補
助

　
１
棟
あ
た
り
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
要
す
る

経
費
の
３
分
の
１
（
上
限
40
万
円
）

　
た
だ
し
、
木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
と

同
時
に
行
い
、
市
内
に
本
店
・
支
店
・
営

業
所
を
有
す
る
建
設
業
者
が
施
工
す
る
、

機
能
向
上
を
図
る
工
事
で
あ
る
こ
と
。

◆
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
費
用
補
助

　
市
内
に
あ
る
道
路
か
ら
の
高

さ
が
１
ｍ
を
超
え
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
で
、
道
路
に
面
し
、
地
震
で
倒

壊
ま
た
は
転
倒
の
危
険
が
あ
る
も
の
。

【
補
助
額
】

　
標
準
事
業
費
（
６
，０
０
０
円
／
㎡
）

と
工
事
費
を
比
較
し
て
低
い
方
の
２
分

の
１
（
上
限
15
万
円
）

【
申
込
期
間
】

　
４
月
13
日
㈫
〜
12
月
28
日
㈫

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
補
助
事
業
も
、
工
事
な
ど
の

契
約・着
工
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
ご
意
見
）
募
集

　
お
互
い
が
支
え
合
い
つ
な
が
り
を
深
め

な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
役
割
を
持
ち
、

生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
「
地
域
共

生
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
こ
の
計
画
の
中
間
案
に
対
す
る

ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

○
医
療
福
祉
政
策
課

○
各
支
所
振
興
課

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
受
付
期
限
】

　
４
月
16
日
㈮　
午
後
５
時　
※
必
着

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
医
療
福
祉
政
策
課

　
☎
26
・
３
９
４
０　
℻  
22
・
９
６
７
３

　

iryoufukushi@
city.iga.lg.jp

　
伊
賀
市
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
の
実

現
に
向
け
、
誰
も
が
気
軽
に
い
つ
で
も
快

適
に
利
用
で
き
る
施
設
を
整
備
す
る
た

め
、
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
こ
の
計
画
の
中
間
案
に
対
す
る

ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

○
各
支
所
振
興
課

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
受
付
期
限
】

　
４
月
16
日
㈮　
午
後
５
時　
※
必
着

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
22
・
９
６
３
５　
℻  
22
・
９
６
９
４

　

sports@
city.iga.lg.jp

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
件
名
（「
第

４
次
伊
賀
市
地
域
福
祉
計
画
中
間
案
」
ま

た
は
「
伊
賀
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
再
編
・
整

備
計
画
中
間
案
」）・
該
当
箇
所
と
そ
れ
に
対

す
る
意
見
を
明
記
の
上
、
各
提
出
先
ま
で
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
参
考
資
料

と
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

し
ま
す
。

※
個
別
の
回
答
は
行
わ
ず
、
い
た
だ
い
た

ご
意
見
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
持
参
の
場
合
は
、
各
支
所
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

第
４
次
伊
賀
市
地
域
福
祉

計
画
中
間
案

ご
意
見
の
提
出
方
法

伊
賀
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
再
編
・

整
備
計
画（
伊
賀
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設

ス
ト
ッ
ク
適
正
化
計
画
）中
間
案

無
許
可
の
廃
品
回
収
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

将
来
の
安
心
の
た
め
に　
国
民
年
金
の
は
な
し

【
問
い
合
わ
せ
】　
収
税
課

　
☎
22
・
９
６
１
５　
℻  
22
・
９
６
１
８　

shuuzei@
city.iga.lg.jp

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
○
保
険
年
金
課　
☎
22
・
９
６
５
９　
℻  
26
・
０
１
５
１

　
　
　
　
　
　
　
　

hoken@
city.iga.lg.jp

　
　
　
　
　
　
　
○
各
支
所
住
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
○
津
年
金
事
務
所　
国
民
年
金
課　
☎
０
５
９・
２
２
８・
９
１
１
２

◆
国
民
年
金
の
加
入
方
法
は

人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

　
日
本
で
は
、
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て
次
の
３

つ
に
分
か
れ
、
加
入
手
続
き
が
そ
れ
ぞ
れ

異
な
り
ま
す
。

○
第
１
号
被
保
険
者

　
（
自
営
業
・
学
生
・
フ
リ
ー
タ
ー
・
無

職
の
人
な
ど
）

　
加
入
手
続
き
は
住
所
地
の
市
区
役
所
・

町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
本

人
が
行
い
ま
す
。

○
第
２
号
被
保
険
者

　
（
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生
年
金

保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
）

　
　

加
入
手
続
き
は
勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

○
第
３
号
被
保
険
者

　
（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
）

　
加
入
手
続
き
は
第
２
号
被
保
険
者
の

勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

◆
付
加
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か

　

第
１
号
被
保
険
者
や
任
意
加
入
被
保

険
者
（
65
歳
以
上
の
人
を
除
く
。）
は
、

定
額
保
険
料
に
加
え
て
付
加
保
険
料

（
４
０
０
円
／
月
）
を
納
付
す
る
と
、
老

齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
を
上
乗
せ
し
て

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　
年
金
手
帳
と
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
な
ど
）、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
保
険

年
金
課
・
各
支
所
住
民
福
祉
課
ま
た
は
津

年
金
事
務
所
で
付
加
保
険
料
の
納
付
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

【
付
加
年
金
の
年
金
額
（
年
間
受
取
額
）】

　

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

【
注
意
事
項
】

　
申
請
を
し
た
月
分
か
ら
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
人
が
納

付
を
辞
退
す
る
場
合
は
、
保
険
年
金
課
・

各
支
所
住
民
福
祉
課
ま
た
は
津
年
金
事
務

所
で
の
申
し
出
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
廃
棄
物
対
策
課

　
☎
20
・
１
０
５
０　
℻  
20
・
２
５
７
５　

haikibutsu@
city.iga.lg.jp

　
全
国
的
に
無
許
可
の
廃
品
回
収
業
者
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。
家

庭
ご
み
を
市
の
許
可
や
委
託
を
受
け
て
い

な
い
回
収
業
者
が
収
集
し
、
処
理
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
無
許
可
の
業
者
を
利
用
す
る
と
、
正
し

く
処
理
が
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
不
法
投
棄

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
無
許
可
業
者
を
利
用
す
る
と
…

○
回
収
さ
れ
た
廃
家
電
製
品
や
粗
大
ご
み

な
ど
が
、
山
林
に
不
法
投
棄
さ
れ
る
。

○
「
無
料
」
と
言
い
な
が
ら
、
ト
ラ
ッ
ク

に
積
み
込
ん
だ
後
に
「
こ
れ
は
無
料
対

象
品
目
で
は
な
い
」「
型
が
古
い
の
で

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
を
つ
け
て
高
額
な
請
求
を

さ
れ
る
。

○
環
境
対
策
を
し
な
い
で
解
体
処
理
す
る

こ
と
で
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
や
鉛
な
ど
の
有

害
物
質
が
放
出
さ
れ
る
。

○
家
電
製
品
は
電
池
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

含
む
た
め
、
不
適
正
な
管
理
に
よ
り
火

災
発
生
の
原
因
に
な
る
。

　
分
別
ル
ー
ル
に
そ
っ
て
正
し
く
処
分
し

ま
し
ょ
う
。

無許可の廃棄物回収業者には、以下のような例があります

○町中を大音量で巡回 ○空き地で回収 ○チラシを配布 ○インターネットで広告

粗大ゴミ
無料回収

粗大ゴミ
無料回収
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圏域ニュース　今月のイチ押し！
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9620　℻   22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏

伊賀市 笠置町 南山城村 山添村

南山城村南山城村

　伊賀市は、京都府笠置町・南山城村・奈良県山
添村と定住自立圏形成協定を締結し、医療や防災、
観光などを連携して事業に取り組んでいます。
　この圏域は、府県境にあり従来から買い物、医
療、仕事、文化、スポーツなど、生活において繋
がりや結びつきが強く、圏域外の地域に誇れると
ころです。
　それぞれの地域が一押しのスポットなどを紹介
します。

笠置町サテライトワークスペース
　笠置町内の趣ある古民
家がリノベーションさ
れ、サテライトワークス
ペースとして生まれ変わ
りました。笠置テラスは
木津川の雄大な自然を見
渡せる絶好のロケーショ
ンの中にあり、テレワー
クや、営業拠点、第２の
オフィスなどとして、誰
でも利用できます。
　ここでしか体験できない、自分らしい働きかた
を発見してみませんか。
【ところ】
　京都府相楽郡笠置町有市東畷 23
【問い合わせ】　笠置町商工観光課
　☎ 0743-95-2301

笠置町笠置町

　生産者が愛情いっぱい育て
た、採れたての新鮮な野菜や
お茶などの特産物のほか、味
噌やこんにゃく、漬物、お茶
を使った加工品、炭など、南
山城村ならではの品が揃って
います。
　また、生産者が交代で販売
していますので、おすすめの食べ方や栽培方法な
どを直接聞きながら購入することができます。
◆桜まつり　４月 18日㈰　午前９時～午後３時
【営業時間（変更あり）】
　月～金：午前９時～午後１時
　土日・祝：午前９時～午後３時
【ところ】　南山城村大字北大河原小字久保1-3　やまなみホール横
【問い合わせ】
　南山城村農林産物直売所　☎ 0743-93-1000

山添村和紅茶
　約 60 年
前、山添村
の波多野地
区（当時は
波多野村）
には、紅茶
工 場 が あ
り、紅茶の産地として知られていました。この歴史
を受け継ぐため、当時のことを知る住民の経験と
ボランティアスタッフの感性を融合させ、自然栽培
による山添村和紅茶を復活させました。
　茶葉は「やぶきた」という品種で、甘みのある
味と豊潤な香りが特徴です。
　やさしい味わいの和紅茶で贅沢なひと時を、ぜ
ひお楽しみください。
【問い合わせ】
　山添村地域振興課　☎ 0743-85-0048

山添村山添村

南山城村農林産物直売所

山添村
[奈良県]

南山城村
[京都府]

笠置町
[京都府]

伊賀市
[三重県]

定住自立圏域

図書館
　だより

■一般書　
『やけに植物に詳しい僕の街のスキマ
植物図鑑』　　　　 瀬尾　一樹／著
『身の回りから人権を考える 80 の
ヒント』　　　　　 武部　康広／著
『暮らしのなかの SDGs』

アノニマ　スタジオ／編

■児童書　
『へのへのもへじのおともだち』
宮下　すずか／作、市居　みか／絵
『こども般若心経』
齋藤　孝／著、伊藤　ハムスター／絵
『加藤英明スーパーサバイバル入門』

加藤　英明／著

■絵　本
『なまはげ』
池田　まき子／文、早川　純子／絵
『おさるちゃんのおしごと』

樋勝　朋巳／作
『どろぼうねこのおやぶんさん』
小松　申尚／文、かのう　かりん／絵

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

と　き ところ 催物（読み手）
4 日㈰ 10：30～ 上野図書館 ことばで伝えるおはなし会（おはなしコットン）

8 日㈭ 10：30～ 上野図書館 えほんのひろば（ちいさなねこ）

10日㈯ 10：30～
上野図書館 おはなしの会

大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

13日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

18日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

20日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

21日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

22日㈭ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

24日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会

28日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

　おはなしボランティアグループ「よもよも」は、
平成 18年 10月４日にボランティア養成講座受
講生の有志により発足しました。現在の会員数は
10人。上野図書館で、毎月第３水曜日に「えほ
んの森」を開催するほか、市内の４つの小学校な
どでも読み聞かせを行っています。
　発足当時の「ひとりでも多くの子どもたちに絵
本の楽しさを伝え、好きになってもらおう」の目
標のもと、メンバーそれぞれが、絵本や紙芝居だ
けでなく、エプロンシアターやパネルシアターな
どにも挑戦し、精力的に活動を行っています。

◆おはなしボランティアグループ「よもよも」

※新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、参加
者の人数を制限しています。

■一般書
『美しすぎる地学事典』

渡邉　克晃／著

■絵　本
『ごちそうたべにきてください』　

茂市　久美子／作
しもかわら　ゆみ／絵

■児童書　
『オニタロウ』
こさか　まさみ／文、北村　人／絵
　カキの木山に住むオニタロウは、ひと
りも子分がいないのに、父さんオニに
30人の子分がいるとうそをついてしま
います。子分探しがうまくいかず、困っ
たオニタロウは、人間の子どもたちを子
分にしようと思いつきますが…。

司書のおすすめ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
４月の読み聞かせ
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圏域ニュース　今月のイチ押し！
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9620　℻   22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏

伊賀市 笠置町 南山城村 山添村

南山城村南山城村

　伊賀市は、京都府笠置町・南山城村・奈良県山
添村と定住自立圏形成協定を締結し、医療や防災、
観光などを連携して事業に取り組んでいます。
　この圏域は、府県境にあり従来から買い物、医
療、仕事、文化、スポーツなど、生活において繋
がりや結びつきが強く、圏域外の地域に誇れると
ころです。
　それぞれの地域が一押しのスポットなどを紹介
します。

笠置町サテライトワークスペース
　笠置町内の趣ある古民
家がリノベーションさ
れ、サテライトワークス
ペースとして生まれ変わ
りました。笠置テラスは
木津川の雄大な自然を見
渡せる絶好のロケーショ
ンの中にあり、テレワー
クや、営業拠点、第２の
オフィスなどとして、誰
でも利用できます。
　ここでしか体験できない、自分らしい働きかた
を発見してみませんか。
【ところ】
　京都府相楽郡笠置町有市東畷 23
【問い合わせ】　笠置町商工観光課
　☎ 0743-95-2301

笠置町笠置町

　生産者が愛情いっぱい育て
た、採れたての新鮮な野菜や
お茶などの特産物のほか、味
噌やこんにゃく、漬物、お茶
を使った加工品、炭など、南
山城村ならではの品が揃って
います。
　また、生産者が交代で販売
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【問い合わせ】
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を受け継ぐため、当時のことを知る住民の経験と
ボランティアスタッフの感性を融合させ、自然栽培
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【問い合わせ】
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山添村山添村

南山城村農林産物直売所

山添村
[奈良県]

南山城村
[京都府]

笠置町
[京都府]

伊賀市
[三重県]

定住自立圏域

図書館
　だより

■一般書　
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植物図鑑』　　　　 瀬尾　一樹／著
『身の回りから人権を考える 80 の
ヒント』　　　　　 武部　康広／著
『暮らしのなかの SDGs』

アノニマ　スタジオ／編

■児童書　
『へのへのもへじのおともだち』
宮下　すずか／作、市居　みか／絵
『こども般若心経』
齋藤　孝／著、伊藤　ハムスター／絵
『加藤英明スーパーサバイバル入門』

加藤　英明／著

■絵　本
『なまはげ』
池田　まき子／文、早川　純子／絵
『おさるちゃんのおしごと』

樋勝　朋巳／作
『どろぼうねこのおやぶんさん』
小松　申尚／文、かのう　かりん／絵

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

と　き ところ 催物（読み手）
4 日㈰ 10：30～ 上野図書館 ことばで伝えるおはなし会（おはなしコットン）

8 日㈭ 10：30～ 上野図書館 えほんのひろば（ちいさなねこ）

10日㈯ 10：30～
上野図書館 おはなしの会

大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

13日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

18日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

20日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

21日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

22日㈭ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

24日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会

28日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

　おはなしボランティアグループ「よもよも」は、
平成 18年 10月４日にボランティア養成講座受
講生の有志により発足しました。現在の会員数は
10人。上野図書館で、毎月第３水曜日に「えほ
んの森」を開催するほか、市内の４つの小学校な
どでも読み聞かせを行っています。
　発足当時の「ひとりでも多くの子どもたちに絵
本の楽しさを伝え、好きになってもらおう」の目
標のもと、メンバーそれぞれが、絵本や紙芝居だ
けでなく、エプロンシアターやパネルシアターな
どにも挑戦し、精力的に活動を行っています。

◆おはなしボランティアグループ「よもよも」

※新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、参加
者の人数を制限しています。

■一般書
『美しすぎる地学事典』

渡邉　克晃／著

■絵　本
『ごちそうたべにきてください』　

茂市　久美子／作
しもかわら　ゆみ／絵

■児童書　
『オニタロウ』
こさか　まさみ／文、北村　人／絵
　カキの木山に住むオニタロウは、ひと
りも子分がいないのに、父さんオニに
30人の子分がいるとうそをついてしま
います。子分探しがうまくいかず、困っ
たオニタロウは、人間の子どもたちを子
分にしようと思いつきますが…。

司書のおすすめ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
４月の読み聞かせ
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情報交流ひろば
となりまち　いが· こうか · かめやま

甲賀市甲賀市

　寺社の御朱
印のお城版
で、城の名や
城主の家紋な
どを記した
「御城印」。水
口岡山城跡版と水口城版が好評発売中です。
　さらに４月末までの期間限定で、水口岡山城跡
版に桜をモチーフにデザインされた新作「春の陣」
が登場しました。
　甲賀市へお越しの際は、ぜひ記念にお求めくだ
さい。
【販売場所】　甲賀市ひと・まち街道交流館
　（滋賀県甲賀市水口町八坂 7-4）
※水口城のみ水口城資料館（水口町本丸 4-80）
でも販売。

【販売価格】　各 300円
【問い合わせ】
　（一社）甲賀市観光まちづくり協会
　☎ 0748-60-2690

春季限定　新作「春の陣」も登場
～水口岡山城跡・水口城　御城印～

亀山市亀山市
華やかに春を彩る

～亀山市内の桜の名所～
　穏やかな日差しに春を感じるようになると、亀
山公園や太岡寺畷、正法寺山荘跡など亀山市内の
名所で桜が景観を彩り、
訪れた人たちを楽しませ
てくれます。亀山市にお
立ち寄りの際には、ぜひ
ご覧ください。

※場所や見頃などは、亀山市観光協会
ホームページをご覧ください。

【問い合わせ】　
○（一社）亀山市観光協会
　☎ 0595-97-8877
○亀山市地域観光課観光交流グループ
　☎ 0595-96-1215

　高校に進学する皆さん、おめでとうございます。通
学手段はもう決まりましたか。通学を電車内で過ごす
と、勉強や交流、休息するなど時間を有効に活用でき
ます。また、毎日決まった時刻の電車で通うと、規則
正しい生活習慣が身に
つきます。
　年間輸送人員の半数
以上を占める学生の皆
さんに積極的に乗車い
ただくことで、地域の
大切な公共交通を次世
代に残すことができま
す。「車で送迎してもらおう」と思っている人は、ぜ
ひ伊賀鉄道を利用をしてみませんか。
　伊賀鉄道通学定期券の購入費助成は、市
ホームページをご確認ください。
【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻  22-9694

忍者線（伊賀線）だより

伊賀鉄道ではじめよう、輝く学生生活！

榊
さかき

莫
ばく

山
ざん

展
　おおらかな書風と飾らない人柄で多くの人々
に親しまれた伊賀市出身
の書家、榊莫山（1926 ～
2010）の作品を多数展示
します。

【と　き】　４月 16日㈮～５月９日㈰
【ところ】　ミュージアム青山讃頌舎
【料　金】　300円　※高校生以下無料
【問い合わせ】　文化交流課
　☎ 22-9621　℻   22-9619
　  bunka@city.iga.lg.jp

だより

▲

亀
山
公
園

▲

太
岡
寺
畷

▲

正
法
寺
山
荘
跡

介護と人権　－青山支所住民福祉課－
　人生 100 年時代と言われる今、誰もが健康で長
生きをしたいと願っています。しかし、加齢ととも
に体の機能は衰えます。もし、家族に介護や支援が
必要になったとき、穏やかな日々を過ごしてもらう
ために、その人の考え方や生き方を尊重することが
大切です。
　ところが、介護が日常的になってくると、介護を
する人もされる人もお互いにストレスを感じたり、
疲れてしまうことがあります。すごく仲の良い夫婦
や親子だったのに、介護生活が続くと「暴言を吐い
てしまった」「叩いてしまった」という話も聞きます。
皆さんはどういうものが介護に関する虐待にあたる
かを知っていますか。 
　言葉や態度で精神的苦痛を与える「心理的虐待」、
暴力的行為による「身体的虐待」、介護や世話の放棄・
放任による「ネグレクト」、本人が同意していない

性的な行為やその強要による「性的虐待」、本人の
同意なしに財産や金銭を使用する「経済的虐待」の
５つに分類されます。これらの虐待は、介護施設や
病院などで起こったという報道もありますが、家族
であっても決して許されない人権侵害です。
　介護や支援を必要としている人は、時に自分の考
えが上手く伝えられないことがあります。また、介
護をする人はコミュニケーションが思うようにでき
ないことや、ストレスや不安からつい感情的になっ
てどうしようもなくイライラしたり、辛くなったり
してしまうことがあります。
　介護する人の感情が落ち着いていると、介護され
る人も安心します。
　悩んだ時は身近な人や専門機関に相談してくださ
い。周りの人も思い悩んでいる様子に気づいたら、
一緒に寄り添い、支えていきましょう。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ
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情報交流ひろば
となりまち　いが· こうか · かめやま

甲賀市甲賀市

　寺社の御朱
印のお城版
で、城の名や
城主の家紋な
どを記した
「御城印」。水
口岡山城跡版と水口城版が好評発売中です。
　さらに４月末までの期間限定で、水口岡山城跡
版に桜をモチーフにデザインされた新作「春の陣」
が登場しました。
　甲賀市へお越しの際は、ぜひ記念にお求めくだ
さい。
【販売場所】　甲賀市ひと・まち街道交流館
　（滋賀県甲賀市水口町八坂 7-4）
※水口城のみ水口城資料館（水口町本丸 4-80）
でも販売。

【販売価格】　各 300円
【問い合わせ】
　（一社）甲賀市観光まちづくり協会
　☎ 0748-60-2690

春季限定　新作「春の陣」も登場
～水口岡山城跡・水口城　御城印～

亀山市亀山市
華やかに春を彩る

～亀山市内の桜の名所～
　穏やかな日差しに春を感じるようになると、亀
山公園や太岡寺畷、正法寺山荘跡など亀山市内の
名所で桜が景観を彩り、
訪れた人たちを楽しませ
てくれます。亀山市にお
立ち寄りの際には、ぜひ
ご覧ください。

※場所や見頃などは、亀山市観光協会
ホームページをご覧ください。

【問い合わせ】　
○（一社）亀山市観光協会
　☎ 0595-97-8877
○亀山市地域観光課観光交流グループ
　☎ 0595-96-1215

　高校に進学する皆さん、おめでとうございます。通
学手段はもう決まりましたか。通学を電車内で過ごす
と、勉強や交流、休息するなど時間を有効に活用でき
ます。また、毎日決まった時刻の電車で通うと、規則
正しい生活習慣が身に
つきます。
　年間輸送人員の半数
以上を占める学生の皆
さんに積極的に乗車い
ただくことで、地域の
大切な公共交通を次世
代に残すことができま
す。「車で送迎してもらおう」と思っている人は、ぜ
ひ伊賀鉄道を利用をしてみませんか。
　伊賀鉄道通学定期券の購入費助成は、市
ホームページをご確認ください。
【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻  22-9694

忍者線（伊賀線）だより

伊賀鉄道ではじめよう、輝く学生生活！

榊
さかき

莫
ばく

山
ざん

展
　おおらかな書風と飾らない人柄で多くの人々
に親しまれた伊賀市出身
の書家、榊莫山（1926 ～
2010）の作品を多数展示
します。

【と　き】　４月 16日㈮～５月９日㈰
【ところ】　ミュージアム青山讃頌舎
【料　金】　300円　※高校生以下無料
【問い合わせ】　文化交流課
　☎ 22-9621　℻   22-9619
　  bunka@city.iga.lg.jp

だより

▲

亀
山
公
園

▲

太
岡
寺
畷

▲

正
法
寺
山
荘
跡

介護と人権　－青山支所住民福祉課－
　人生 100 年時代と言われる今、誰もが健康で長
生きをしたいと願っています。しかし、加齢ととも
に体の機能は衰えます。もし、家族に介護や支援が
必要になったとき、穏やかな日々を過ごしてもらう
ために、その人の考え方や生き方を尊重することが
大切です。
　ところが、介護が日常的になってくると、介護を
する人もされる人もお互いにストレスを感じたり、
疲れてしまうことがあります。すごく仲の良い夫婦
や親子だったのに、介護生活が続くと「暴言を吐い
てしまった」「叩いてしまった」という話も聞きます。
皆さんはどういうものが介護に関する虐待にあたる
かを知っていますか。 
　言葉や態度で精神的苦痛を与える「心理的虐待」、
暴力的行為による「身体的虐待」、介護や世話の放棄・
放任による「ネグレクト」、本人が同意していない

性的な行為やその強要による「性的虐待」、本人の
同意なしに財産や金銭を使用する「経済的虐待」の
５つに分類されます。これらの虐待は、介護施設や
病院などで起こったという報道もありますが、家族
であっても決して許されない人権侵害です。
　介護や支援を必要としている人は、時に自分の考
えが上手く伝えられないことがあります。また、介
護をする人はコミュニケーションが思うようにでき
ないことや、ストレスや不安からつい感情的になっ
てどうしようもなくイライラしたり、辛くなったり
してしまうことがあります。
　介護する人の感情が落ち着いていると、介護され
る人も安心します。
　悩んだ時は身近な人や専門機関に相談してくださ
い。周りの人も思い悩んでいる様子に気づいたら、
一緒に寄り添い、支えていきましょう。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ
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●曙保育園「すくすくらんど」　☎21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00～ 16：00

本とおもちゃルーム「ぐるんぱ」 未就園児 12日㈬・19日㈬・
26日㈬ 10：00～ 絵本の読み聞かせ

すくすくひろば 未就園児 10日㈪・17日㈪・
24日㈪・31日㈪ 10：00～ みんなであそぼう

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●にんにんパーク　☎22-9665　　開放日：第 2日曜日　9：00～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 ９日㈰ 10：00～ 忍者になりきって遊ぼうの術

●青山子育て支援センター　☎53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
おはなし会 未就学児 12日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ！
妊婦・０～１歳 13日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
２歳～ 20日㈭

●大山田子育て支援センター　☎47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

おたのしみひろば 未就学児 10日㈪ 10：00～ げんきっこあつまれ！（定員 10組）※予約受付：4/30 ㈮～

えほんとせいさくのひろば 未就学児 21日㈮ 10：00～ 読み聞かせ　カレンダー作り（定員10 組）※予約受付：5/14 ㈮～

のびっこひろば 未就学児 24日㈪ 10：00～ 親子であそぼう （定員 10組）※予約受付：5/17 ㈪～

【問い合わせ】　子育て包括支援センター（ハイトピア伊賀　４階）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。

離乳食教室
　毎月ハイトピア伊賀で行っている離乳食の作り方を実際に調理しなが
ら学べる教室です。
　月齢ごとの離乳食の進め方に関する講話のほか、同じ月齢の赤ちゃん
がいる保護者同士で情報共有しながら、子育てに関する困りごとの相談
もできます。
　内容は離乳食前期（１～２回食）の回と、離乳食後期（３回食）の回
があります。参加は事前予約が必要ですので、健康推進課へお問い合わ
せください。

●森川病院「エンジェル」　☎21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00～ 17：00
離乳食教室 ４～５カ月の親子 12日㈬ 14：00～ 定員 10人　※予約制
赤ちゃんなんでも相談・
はついく相談会 24日㈪ 9：30～

５月の子育てコーナー

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●子育て包括支援センター　☎22-9665　開放日：月～金曜日、第 3土曜日　9：00～ 17：00　第 4日曜日　9：00～ 12：00
土曜ふれあい広場 未就学児 ８日㈯ 10：00～ 親子ふれあいあそび

キラキラぷち① 2020年 4月～
５月生まれ 20日㈭ 10：00～ からだ育て体操と親子サロン（定員 10組）※予約受付：5/13 ㈭　9：00～

ぴよぴよ Baby ０～６カ月 21日㈮ 14：30～ 音楽と親子サロン（定員 10組）※予約受付：5/14 ㈮　9：00～

公開講座 未就学児 25日㈫ 10：00～ 人形劇（定員 30人）　※予約受付：5/11 ㈫　9：00～
場所：島ヶ原子育て支援センター

すくすく Baby ７～ 11カ月 26日㈬ 14：30～ あかちゃん体操と親子サロン（定員 10組）※予約受付：5/19 ㈬　9：00～

食育教室もぐもぐ １歳６カ月以上 28日㈮ 10：00～ 季節の食材を使った簡単クッキング（定員 10組）
※予約受付：5/14 ㈮　9：00～

●いがまち子育て支援センター　☎45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

らぶらぶひろば 未就学児 ７日㈮・14日㈮・
21日㈮・28日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び

おはなしひろば“わくわく” 未就学児 20日㈭ 10：30～ 絵本読み聞かせ （定員 10組）※予約受付：5/6 ㈭　9：00～

おたんじょう会 ５月生まれの
未就学児 31日㈪ 10：15～ 親子でお祝い（定員 10組）※予約受付：5/17 ㈪　9：00～

●あやま子育て支援センター　☎43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00

元気っ子ひろば 未就園児
（満１歳～） 14日㈮ 10：00～ お弁当やさん（定員 15組）※予約受付：4/23 ㈮　9：00～

みんなあつまれ！ 未就園児 18日㈫ 10：30～ 絵本を楽しもう（定員６組）※予約受付：4/23 ㈮　9：00～

ぽかぽかコンサート 未就園児 19日㈬ 10：00～ 春の演奏会（定員 20組）※予約受付：4/27 ㈫　9：00～

赤ちゃんの健診と相談
健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

１歳６カ月児健診
11 日㈫

13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

25日㈫

３歳児健診
（３歳６カ月児）

６日㈭
13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）27日㈭

乳幼児相談

７日㈮ 10：00～ 11：40 いがまち保健福祉センター
育児相談・栄養相談　※予約制
※詳しくはホームページをご覧ください。
※母子健康手帳をご持参ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

14 日㈮ 10：00～ 11：40
13：30～ 14：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

19日㈬
10：00～ 11：40 青山保健センター
10：00～ 11：40
13：30～ 14：30 伊賀市保健センター

（ハイトピア伊賀４階）
21日㈮ 10：00～ 11：30

●島ヶ原子育て支援センター　☎59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

わくわくひろば 未就学児 27日㈭ 10：00～ みんなでヨガ（定員 15組）※予約受付：5/20 ㈭　9：00 ～
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●曙保育園「すくすくらんど」　☎21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00～ 16：00

本とおもちゃルーム「ぐるんぱ」 未就園児 12日㈬・19日㈬・
26日㈬ 10：00～ 絵本の読み聞かせ

すくすくひろば 未就園児 10日㈪・17日㈪・
24日㈪・31日㈪ 10：00～ みんなであそぼう

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●にんにんパーク　☎22-9665　　開放日：第 2日曜日　9：00～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 ９日㈰ 10：00～ 忍者になりきって遊ぼうの術

●青山子育て支援センター　☎53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
おはなし会 未就学児 12日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ！
妊婦・０～１歳 13日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
２歳～ 20日㈭

●大山田子育て支援センター　☎47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

おたのしみひろば 未就学児 10日㈪ 10：00～ げんきっこあつまれ！（定員 10組）※予約受付：4/30 ㈮～

えほんとせいさくのひろば 未就学児 21日㈮ 10：00～ 読み聞かせ　カレンダー作り（定員10 組）※予約受付：5/14 ㈮～

のびっこひろば 未就学児 24日㈪ 10：00～ 親子であそぼう （定員 10組）※予約受付：5/17 ㈪～

【問い合わせ】　子育て包括支援センター（ハイトピア伊賀　４階）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。

離乳食教室
　毎月ハイトピア伊賀で行っている離乳食の作り方を実際に調理しなが
ら学べる教室です。
　月齢ごとの離乳食の進め方に関する講話のほか、同じ月齢の赤ちゃん
がいる保護者同士で情報共有しながら、子育てに関する困りごとの相談
もできます。
　内容は離乳食前期（１～２回食）の回と、離乳食後期（３回食）の回
があります。参加は事前予約が必要ですので、健康推進課へお問い合わ
せください。

●森川病院「エンジェル」　☎21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00～ 17：00
離乳食教室 ４～５カ月の親子 12日㈬ 14：00～ 定員 10人　※予約制
赤ちゃんなんでも相談・
はついく相談会 24日㈪ 9：30～

５月の子育てコーナー

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●子育て包括支援センター　☎22-9665　開放日：月～金曜日、第 3土曜日　9：00～ 17：00　第 4日曜日　9：00～ 12：00
土曜ふれあい広場 未就学児 ８日㈯ 10：00～ 親子ふれあいあそび

キラキラぷち① 2020年 4月～
５月生まれ 20日㈭ 10：00～ からだ育て体操と親子サロン（定員 10組）※予約受付：5/13 ㈭　9：00～

ぴよぴよ Baby ０～６カ月 21日㈮ 14：30～ 音楽と親子サロン（定員 10組）※予約受付：5/14 ㈮　9：00～

公開講座 未就学児 25日㈫ 10：00～ 人形劇（定員 30人）　※予約受付：5/11 ㈫　9：00～
場所：島ヶ原子育て支援センター

すくすく Baby ７～ 11カ月 26日㈬ 14：30～ あかちゃん体操と親子サロン（定員 10組）※予約受付：5/19 ㈬　9：00～

食育教室もぐもぐ １歳６カ月以上 28日㈮ 10：00～ 季節の食材を使った簡単クッキング（定員 10組）
※予約受付：5/14 ㈮　9：00～

●いがまち子育て支援センター　☎45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

らぶらぶひろば 未就学児 ７日㈮・14日㈮・
21日㈮・28日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び

おはなしひろば“わくわく” 未就学児 20日㈭ 10：30～ 絵本読み聞かせ （定員 10組）※予約受付：5/6 ㈭　9：00～

おたんじょう会 ５月生まれの
未就学児 31日㈪ 10：15～ 親子でお祝い（定員 10組）※予約受付：5/17 ㈪　9：00～

●あやま子育て支援センター　☎43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00

元気っ子ひろば 未就園児
（満１歳～） 14日㈮ 10：00～ お弁当やさん（定員 15組）※予約受付：4/23 ㈮　9：00～

みんなあつまれ！ 未就園児 18日㈫ 10：30～ 絵本を楽しもう（定員６組）※予約受付：4/23 ㈮　9：00～

ぽかぽかコンサート 未就園児 19日㈬ 10：00～ 春の演奏会（定員 20組）※予約受付：4/27 ㈫　9：00～

赤ちゃんの健診と相談
健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

１歳６カ月児健診
11 日㈫

13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

25日㈫

３歳児健診
（３歳６カ月児）

６日㈭
13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）27日㈭

乳幼児相談

７日㈮ 10：00～ 11：40 いがまち保健福祉センター
育児相談・栄養相談　※予約制
※詳しくはホームページをご覧ください。
※母子健康手帳をご持参ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

14 日㈮ 10：00～ 11：40
13：30～ 14：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

19日㈬
10：00～ 11：40 青山保健センター
10：00～ 11：40
13：30～ 14：30 伊賀市保健センター

（ハイトピア伊賀４階）
21日㈮ 10：00～ 11：30

●島ヶ原子育て支援センター　☎59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

わくわくひろば 未就学児 27日㈭ 10：00～ みんなでヨガ（定員 15組）※予約受付：5/20 ㈭　9：00 ～
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当店には、時計修理技能士 認定眼鏡士のスペシャリストが在籍しております。

　２月 20 日㈯～ 23 日（火・祝）、上野市街地周辺で IGA NINJA WEEK 
2021 を行いました。
　新しく開発された地図アプリを利用した謎解きツアーの体験や、新しい
伊賀の土産物の販売処、AR体験、忍者道場など、新しい生活様式に沿っ
た観光でまちなかがにぎわいました。
　また、夜にはハイトピア伊賀などで、伊賀市若者会議メンバーが作成し
たプロジェクションマッピングが投影されました。

１．「伊賀の秘伝書をとりかえせ」謎解きツアーを
楽しむ親子。２．AR体験をする子ども。３．土産
物市の様子。４．プロジェクションマッピングの様
子。投影される様子を撮影する人も多く見られました。

１．デジタルミュージアム
ならではの特徴が説明され
ました。２・３・４．各分
野の専門家が講演しました。
５．講演のあと、意見交換
も行いました。

I
い が
GA N

に ん じ ゃ
INJA W

ウ ィ ー ク
EEK 2021

　２月 27日㈯、ハイトピア伊賀で「デジタルミュージアム　秘蔵の国　
伊賀」の公開記念講演会を行いました。
　デジタルミュージアムは、伊賀市などが所蔵する資料をインターネット
上で観ることができるサービスです。
　講演では、関西大学名誉教授の藤田真一さん、伊賀流忍者博物館名誉館
長の川上仁一さん、甲南大学教授の東谷智さんの３人が、芭蕉、忍者、郷
土資料について講演しました。

デジタルミュージアム公開記念講演会
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お祝いに  御赤飯

新たな門出を祝う―

まま ちち かか どど 通通 信信

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

　2月 8日㈪、上野高等学校で、市が主催する I
い が び と
GABITO育成事業の

１つの上高みらいプロジェクト発表会を行いました。
　この日は 2年生がこれまで「みらい探究」として取り組んできた
研究活動の成果を発表しました。
　市内のごみ問題への対策など、地域課題の解決を中心とした発表の
ほか、理数科の生徒からは、より多くのシャボン玉を作ることをテー
マにしたグループなどが研究や実験を行った結果を発表しました。

上高みらいプロジェクト発表会

１・２．新型コロナウイルス感染症
対策を行いながら開催しました。
３．緊張しながらも、研究の成果を
しっかりと発表しました。
４．コメンテーターからの質問に答
える生徒。

１

２ ３ ４

　２月 17 日㈬、島ヶ原小学校で、岡本市長が忍者に関する出前
授業を行いました。忍者衣装を着た岡本市長は、「伊賀忍者って何
じゃ？」というテーマで、クイズを交えながら忍者の歴史や役目、
伊賀市の風土について分かりやすく話しました。
　出前授業のあと、子どもたちは忍術にちなんだ献立の給食を食べ
ました。
１．出前授業の様子。２．忍者について、多くの質問があがりました。
３．「萬川集海」を見る子どもたち。４．出前授業の給食風景。

伊賀流忍者出前授業
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

忍者・忍術学講座（前期）
「三重大学の忍者研究」
※原則、三重大学国際忍者研究セン
ター公式Y

ユ ー チ ュ ー ブ

ouTubeチャ
ンネルでの動画配信によ
る講座です。

【と　き】
○４月
　演題：謎の忍術家は実在した！
　―近現代の知られざる忍術家たち―
　講師：国際忍者学会運営委員
　酒井　裕太さん
○５月
　演題：島原・天草一揆と忍者
　講師：三重大学人文学部教授
　山田　雄司さん
○６月
　演題：『万川集海』の伝本研究と
　成立・流布に関する考察
　講師：N

にんじゃっく

injack 編集長
　福島　嵩仁さん
○７月
　演題：藤堂藩伊賀者貝野家文書の
　研究
　講師：三重大学国際忍者研究センター
　准教授　高尾　善希さん
○８月
　演題：ここまでわかった忍者の文
　学史
　講師：三重大学人文学部教授
　吉丸　雄哉さん
○９月
　演題：尾張藩の忍者
　講師：三重大学大学院人文社会科
　学研究科修士課程　郷原　匠さん
※動画配信日など講座に関する詳し
い情報は、三重大学国際忍者研究
センターホームページをご確認く
ださい。

【問い合わせ】
○三重大学国際忍者研究センター　
　☎ 0595-51-7154
○総合政策課　
　☎ 22-9623　℻  22-9672

三重大学伊賀連携フィールド
市民講座

　合唱、合奏、軽音楽など、日頃の
練習の成果を披露したい人は、この
機会に出演してみませんか。
【と　き】
　５月～ 12月の土曜または日曜日
で、午後２時～２時 30分・午後５
時～５時 30分のいずれか。
【ところ】
　大山田公民館
【対象者】
　市内で活動している団体・個人
【申込方法】
　団体名・代表者の住所・氏名・電
話番号を下記まで。
【申込先・問い合わせ】
　大山田公民館
　☎ 46-0130　℻  46-0131
　  ooyamada-cc@city.iga.lg.jp

昼下がり／夕暮れ
ミニコンサート出演者募集

◆悠々セミナー（全８回）
　科学・医療・人権など、幅広く学
びます。
【と　き】
　６月～令和４年３月のおおむね第
３火曜日　午後１時 30分～３時
【定　員】　60人

◆体を使って脳トレ E
イングリッシュ
nglish（全５回）

　歌やリズムに乗って日常の英会話
を学びます。
講師：堀川　郁子さん
【と　き】
　６月～ 11月の第２火曜日
　午前 10時～ 11時 30分
【定　員】　30人

◆ダンスフィットネス教室（全５回）
　ラテン音楽のリズムに合わせて運
動します。
講師：田畑　直美さん
【と　き】
　５月～ 10月の第３水曜日
　午後２時～３時
【定　員】　30人

※すべての講座で Z
ズ ー ム
oomによるオ

ンライン参加ができます。（各講
座 50人）

【ところ】　ハイトピア伊賀
　５階多目的大研修室
【対象者】
　市内在住・在勤の 18歳以上の人
【申込方法】
　生涯学習課・各地区公民館・上野
支所管内の公民館分館にある申込書
に必要事項を記入し下記まで。市
ホームページからもダウンロードで
きます。
【申込期間】　４月７日㈬～ 23日㈮
　午前９時～午後５時
※定員を超える場合は、抽選により
受講者を決定します。

【申込先・問い合わせ】
　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692
※土・日曜日は生涯学習センター
　（☎ 22-9801）

生涯学習講座

◆人権政策課　人権啓発パネル展
　「高齢者の人権」
　「障がい者の人権」
【と　き】
　４月１日㈭～ 28日㈬
【ところ】
　本庁舎　３階
【問い合わせ】
　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684
◆寺田市民館　じんけんパネル展
　「身元調査と部落差別」
【と　き】
　４月１日㈭～ 28日㈬
※開館延長日　13日㈫・20日㈫
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室
【問い合わせ】
　寺田市民館
　☎／℻  23-8728

人権啓発パネル展

【問い合わせ】　こども未来課
　☎22-9654　℻  22-9646

子育てに関する手続き
や、気になることなど、
気軽にお問い合わせく
ださい。

子育て何でも問い合わせ窓口

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　認知症の人やご家族、認知症に関
心のある人、地域の人など、誰でも
参加できるカフェです。「認知症に
ついて知りたい」「相談したい」「仲
間を作りたい」という皆さん、ぜひ
お越しください。
【と　き】
　４月 13日㈫　午前 10時～正午
※午前 10時 30 分から健康体操や
脳トレなどのミニイベントを行い
ます。（20分程度）

【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階健康ステーション
【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

いがオレンジカフェ

　65歳以上の人を対象に、４月か
ら８月分の介護保険料仮徴収額を算
定し、その通知書を４月 13日㈫に
発送します。保険料は必ず納期限ま
でに納入してください。
　口座振替の場合は指定の口座から
納期限日に振り替えます。
　特別徴収を継続する人には、今回
の通知書は発送しませんが、徴収額
に変更がある人には、変更通知書を
発送します。
　なお、年間保険料額は７月に確定
し、改めてお知らせします。
【問い合わせ】
　介護高齢福祉課
　☎ 26-3939　℻  26-3950

介護保険料の仮徴収額
通知書をご確認ください

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　上野高校明治校舎の建物
の様式は、（　　）といわれてい
ます。
①和風
②洋風
③和洋折衷
④擬洋風

（答えは 33ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　４月 27日㈫
　午後１時 30分～４時
【ところ】
　本庁舎　２階会議室 202
【料　金】　200 円（認知症の人は無
料。家族の会会員は 100円。）
※認知症の人が参加する場合は、事
前に連絡してください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

　「子ども読書の日」は、子どもの
読書活動への関心と理解を深めると
ともに、子どもが積極的・自主的に
読書活動を行う意欲を高めるために
定められています。
　また、４月 23日～
５月 12日は「こども
の読書週間」です。こ
の機会に、子どもと一
緒に読書を楽しんでみませんか。
　上野図書館や各図書室では、年間
を通して「本の読み聞かせ」などの
イベントを企画しています。ぜひご
利用ください。
【問い合わせ】
　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

【と　き】
　5月 18日㈫
　午後１時 30分～３時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】
　離乳食前期（１～２回食）の話・
離乳食の調理
【持ち物】
　母子手帳・筆記用具・エプロン・
三角巾・手ふきタオル
【定　員】
　先着６人
【申込方法】　電話
※託児を希望する人はご相談ください。
【申込受付開始日】
　４月 21日㈬
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

　経済的な理由で、学用品費や給食
費など学校でかかる費用にお困りの
人に、学校へ納入した費用の一部を
市が援助します。
※希望する場合は申請が必要です。
※年度ごとに認定するため、前年度
から引き続き援助を希望する場合
も申請してください。
※生活保護受給者は、重複する内容
の援助は受けることができません。

【対象者】
　市内の公立小・中学校に在籍する
児童・生徒の保護者
※所得制限があります。
【申請先】
　在籍する小・中学校
【支給時期】
　年３回（７月・12月・３月）に
分けて支給します。
【問い合わせ】
○在籍する小・中学校
○学校教育課
　☎ 22-9648　℻  22-9667

４月 23日は
子ども読書の日

離乳食教室
就学援助制度

「広報いが」の点字版・録音
版を発行しています
　希望される場合はお問い合わ
せください。　
【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　　 shougai@city.iga.lg.jp
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

忍者・忍術学講座（前期）
「三重大学の忍者研究」
※原則、三重大学国際忍者研究セン
ター公式Y

ユ ー チ ュ ー ブ

ouTubeチャ
ンネルでの動画配信によ
る講座です。

【と　き】
○４月
　演題：謎の忍術家は実在した！
　―近現代の知られざる忍術家たち―
　講師：国際忍者学会運営委員
　酒井　裕太さん
○５月
　演題：島原・天草一揆と忍者
　講師：三重大学人文学部教授
　山田　雄司さん
○６月
　演題：『万川集海』の伝本研究と
　成立・流布に関する考察
　講師：N

にんじゃっく

injack 編集長
　福島　嵩仁さん
○７月
　演題：藤堂藩伊賀者貝野家文書の
　研究
　講師：三重大学国際忍者研究センター
　准教授　高尾　善希さん
○８月
　演題：ここまでわかった忍者の文
　学史
　講師：三重大学人文学部教授
　吉丸　雄哉さん
○９月
　演題：尾張藩の忍者
　講師：三重大学大学院人文社会科
　学研究科修士課程　郷原　匠さん
※動画配信日など講座に関する詳し
い情報は、三重大学国際忍者研究
センターホームページをご確認く
ださい。

【問い合わせ】
○三重大学国際忍者研究センター　
　☎ 0595-51-7154
○総合政策課　
　☎ 22-9623　℻  22-9672

三重大学伊賀連携フィールド
市民講座

　合唱、合奏、軽音楽など、日頃の
練習の成果を披露したい人は、この
機会に出演してみませんか。
【と　き】
　５月～ 12月の土曜または日曜日
で、午後２時～２時 30分・午後５
時～５時 30分のいずれか。
【ところ】
　大山田公民館
【対象者】
　市内で活動している団体・個人
【申込方法】
　団体名・代表者の住所・氏名・電
話番号を下記まで。
【申込先・問い合わせ】
　大山田公民館
　☎ 46-0130　℻  46-0131
　  ooyamada-cc@city.iga.lg.jp

昼下がり／夕暮れ
ミニコンサート出演者募集

◆悠々セミナー（全８回）
　科学・医療・人権など、幅広く学
びます。
【と　き】
　６月～令和４年３月のおおむね第
３火曜日　午後１時 30分～３時
【定　員】　60人

◆体を使って脳トレ E
イングリッシュ
nglish（全５回）

　歌やリズムに乗って日常の英会話
を学びます。
講師：堀川　郁子さん
【と　き】
　６月～ 11月の第２火曜日
　午前 10時～ 11時 30分
【定　員】　30人

◆ダンスフィットネス教室（全５回）
　ラテン音楽のリズムに合わせて運
動します。
講師：田畑　直美さん
【と　き】
　５月～ 10月の第３水曜日
　午後２時～３時
【定　員】　30人

※すべての講座で Z
ズ ー ム
oomによるオ

ンライン参加ができます。（各講
座 50人）

【ところ】　ハイトピア伊賀
　５階多目的大研修室
【対象者】
　市内在住・在勤の 18歳以上の人
【申込方法】
　生涯学習課・各地区公民館・上野
支所管内の公民館分館にある申込書
に必要事項を記入し下記まで。市
ホームページからもダウンロードで
きます。
【申込期間】　４月７日㈬～ 23日㈮
　午前９時～午後５時
※定員を超える場合は、抽選により
受講者を決定します。

【申込先・問い合わせ】
　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692
※土・日曜日は生涯学習センター
　（☎ 22-9801）

生涯学習講座

◆人権政策課　人権啓発パネル展
　「高齢者の人権」
　「障がい者の人権」
【と　き】
　４月１日㈭～ 28日㈬
【ところ】
　本庁舎　３階
【問い合わせ】
　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684
◆寺田市民館　じんけんパネル展
　「身元調査と部落差別」
【と　き】
　４月１日㈭～ 28日㈬
※開館延長日　13日㈫・20日㈫
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室
【問い合わせ】
　寺田市民館
　☎／℻  23-8728

人権啓発パネル展

【問い合わせ】　こども未来課
　☎22-9654　℻  22-9646

子育てに関する手続き
や、気になることなど、
気軽にお問い合わせく
ださい。

子育て何でも問い合わせ窓口

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　認知症の人やご家族、認知症に関
心のある人、地域の人など、誰でも
参加できるカフェです。「認知症に
ついて知りたい」「相談したい」「仲
間を作りたい」という皆さん、ぜひ
お越しください。
【と　き】
　４月 13日㈫　午前 10時～正午
※午前 10時 30 分から健康体操や
脳トレなどのミニイベントを行い
ます。（20分程度）

【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階健康ステーション
【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

いがオレンジカフェ

　65歳以上の人を対象に、４月か
ら８月分の介護保険料仮徴収額を算
定し、その通知書を４月 13日㈫に
発送します。保険料は必ず納期限ま
でに納入してください。
　口座振替の場合は指定の口座から
納期限日に振り替えます。
　特別徴収を継続する人には、今回
の通知書は発送しませんが、徴収額
に変更がある人には、変更通知書を
発送します。
　なお、年間保険料額は７月に確定
し、改めてお知らせします。
【問い合わせ】
　介護高齢福祉課
　☎ 26-3939　℻  26-3950

介護保険料の仮徴収額
通知書をご確認ください

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　上野高校明治校舎の建物
の様式は、（　　）といわれてい
ます。
①和風
②洋風
③和洋折衷
④擬洋風

（答えは 33ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　４月 27日㈫
　午後１時 30分～４時
【ところ】
　本庁舎　２階会議室 202
【料　金】　200 円（認知症の人は無
料。家族の会会員は 100円。）
※認知症の人が参加する場合は、事
前に連絡してください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

　「子ども読書の日」は、子どもの
読書活動への関心と理解を深めると
ともに、子どもが積極的・自主的に
読書活動を行う意欲を高めるために
定められています。
　また、４月 23日～
５月 12日は「こども
の読書週間」です。こ
の機会に、子どもと一
緒に読書を楽しんでみませんか。
　上野図書館や各図書室では、年間
を通して「本の読み聞かせ」などの
イベントを企画しています。ぜひご
利用ください。
【問い合わせ】
　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

【と　き】
　5月 18日㈫
　午後１時 30分～３時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】
　離乳食前期（１～２回食）の話・
離乳食の調理
【持ち物】
　母子手帳・筆記用具・エプロン・
三角巾・手ふきタオル
【定　員】
　先着６人
【申込方法】　電話
※託児を希望する人はご相談ください。
【申込受付開始日】
　４月 21日㈬
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

　経済的な理由で、学用品費や給食
費など学校でかかる費用にお困りの
人に、学校へ納入した費用の一部を
市が援助します。
※希望する場合は申請が必要です。
※年度ごとに認定するため、前年度
から引き続き援助を希望する場合
も申請してください。

※生活保護受給者は、重複する内容
の援助は受けることができません。

【対象者】
　市内の公立小・中学校に在籍する
児童・生徒の保護者
※所得制限があります。
【申請先】
　在籍する小・中学校
【支給時期】
　年３回（７月・12月・３月）に
分けて支給します。
【問い合わせ】
○在籍する小・中学校
○学校教育課
　☎ 22-9648　℻  22-9667

４月 23日は
子ども読書の日

離乳食教室
就学援助制度

「広報いが」の点字版・録音
版を発行しています
　希望される場合はお問い合わ
せください。　
【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　　 shougai@city.iga.lg.jp
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　遺言の書き方、相続に関する疑問
や困りごと、後々のトラブル防止な
ど、遺言と相続に関する問題全般に
ついて、弁護士が無料で電話相談に
応じます。
【と　き】　４月 15日㈭
　午前 10時～午後４時
【相談ダイヤル】
　☎ 059-228-3143
【問い合わせ】
　三重県弁護士会事務局
　☎ 059-228-2232

【と　き】
　５月 15日㈯・29日㈯
　６月 19日㈯
　午前 10時～午後３時
【ところ】
　三重県視覚障害者支援センター
　（津市桜橋 2-131）
【内　容】
○視覚障がいについて
○視覚障がい者とボランティア
○点訳の基礎知識、実技
【対象者】
　全日程に参加できる県内在住の
18 歳以上の人で、７月から 11 月
の土曜日に開催する点訳奉仕者中級
養成講習会（10日間）に参加でき
る人
【募集人数】　20人
※応募多数の場合は、申込書などを
参考に選考。

【料　金】
　テキスト代 1,540 円（事前購入）、
点字器代 1,980 円
【申込方法】
　三重県視覚障害者支援セ
ンターホームページをご覧
ください。
【申込期限】　４月 16日㈮
【申込先・問い合わせ】
　三重県視覚障害者支援センター
　☎ 059-213-7300
　℻  059-228-8425
　 mieten@zc.ztv.ne.jp 
【問い合わせ】
　障がい福祉課
　☎ 22-9657　℻  22-9662

遺言相続無料電話相談会

点訳奉仕者養成講習会

【と　き】
　５月９日㈰　午前９時 30分～
【ところ】　高尾地内
【対象者】　３歳以上小学生以下の子
どもと保護者
【料　金】　500円
【定　員】　先着 30人
【申込方法】
　住所 ･氏名 ･年齢 ･電話番号を下
記まで｡
【申込開始日】
　４月 7日㈬　午前８時 30分～
【申込先・問い合わせ】
　青山公民館
　☎ 52-1110　℻  52-1211

あおやまキャラバン先生
と一緒に田植え体験

【募集人数】　２人
【応募資格】
　次のすべてに当てはまる人
○市内在住または在勤で満 20歳以
上の人

○市議会議員または市職員でない人
【開催回数】　年１回程度
※原則、平日の昼間２時間程度
【任　期】
　７月 27日～令和５年７月 26日
【報　酬】　6,000 円／日
※市の規定に基づく。
【応募方法】
　応募動機を 800 字以内（様式は
自由）にまとめ、住所・氏名（ふり
がな）・生年月日・性別・電話番号
を明記の上、下記まで。
【選考方法】　作文審査・面接
※委員の男女構成比率などを総合的
に考慮して決定します。

【応募期限】
　５月 14日㈮　午後５時　※必着
【応募先・問い合わせ】
　男女共同参画センター
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

伊賀市男女共同参画審議会
委員募集

　認定農業者は、農業経営の改善を
行うための「農業経営改善計画」を
作成・提出し、市に認定された人の
ことです。計画を作ることで現在の
経営状況を見つめなおすことがで
き、認定後は各種補助や融資を受け
ることができます。
【主な支援】
　経営所得安定対策（ゲタ・ナラシ
対策）の交付対象、農業経営基盤強
化資金の融資の支援措置など
【申込方法】
　農林振興課にある農業経営改善計
画を作成し提出してください。
　様式は市ホームページからもダウ
ンロードできます。
　提出は随時受け付けますが、認定
は四半期ごとに行います。
　認定時期など詳しくは市ホーム
ページをご確認ください。
【申込先・問い合わせ】
　農林振興課
　☎ 22-9712　℻  22-9715

認定農業者になりませんか

　このシールを貼っている人が
困っていたら、正面か
らやさしく声をかけて
ください。
【問い合わせ】　介護高齢福祉課
　☎ 22-9634　℻  26-3950

「見守り安心シール」を
ご存じですか？

　　

※右の２次元コードを読み
込んでアクセスできます。

広報いがＰＤＦ版を市ホームページ
でご覧いただけます。

広報いがPDF版

【問い合わせ】　広聴広報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　Z
ズ ー ム

oomを活用した企業説明会で、
４日間で伊賀市、名張市、周辺地域
の企業 30 社以上が参加予定です。
１社 25分で、会社説明と質疑が行
われます。
　申込方法、参加企業や日程など、
詳しくは上野商工会議所ホームペー
ジをご覧ください。
【と　き】
　４月 21日㈬～ 24日㈯
【対象者】
　令和４年春卒業予定の大学生・短
大生・専門学校生、未就職者など
【申込期間】
　説明を聞きたい企業の説明日の前
日まで
【申込先・問い合わせ】
　上野商工会議所
　☎ 21-0527
【問い合わせ】
　商工労働課
　☎ 22-9669　℻  22-9695

【と　き】　６月６日㈰
○乙種４類　午前・午後
○丙種　午前
【ところ】　ゆめぽりすセンター
【申込方法・申込期間】
○郵送の場合
　消防本部・各分署にある願書に必
要事項を記入の上、郵送。
　４月８日㈭～ 19日㈪※消印有効
○インターネットの場合
　（一財）消防試験研究センターホーム
ページから申し込んでください。
　4月５日㈪　午前９時～ 16日㈮
　午後５時
※詳しくは願書をご確認ください。
【申込先・問い合わせ】
　（一財）消防試験研究センター三重県支部
　☎ 059-226-8930

【と　き】　５月 14日㈮
　午前９時 20分～午後５時
【ところ】　消防本部 ３階研修室
【対象者】　危険物取扱者試験（乙種
４類）受験者
【料　金】
○予備講習授業料　1,000 円
※防火協会員は無料
○教科書・問題集　各 1,000 円
※防火協会員は半額
※教科書・問題集をお持ちの場合は、
購入不要。

【定　員】　先着 40人
【申込方法】　消防本部予防課までお
越しください。
【申込期間】
　４月 21日㈬～５月７日㈮
　午前８時～午後５時
※土・日曜日、祝日を除く。
【申込先・問い合わせ】
　消防本部予防課
　☎ 24-9103　℻  24-9111

前期危険物取扱者試験
（乙種４類・丙種）

前期危険物取扱者試験
予備講習会

伊賀市・名張市ウェブ版
合同企業説明会

２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

　上野図書館は、「学び、創造、憩
いの広場」となる交流型図書館をめ
ざしています。図書館のあり方を一
緒に考え、創りませんか。
【とき・内容】
○第１回：４月 10日㈯
　「そもそも図書館って、どんな場
所？」
○第２回：４月 24日㈯
　「まちづくりに活かせる図書館を
考えてみよう！」
○第３回：５月８日㈯
　「伊賀市の未来を創造しよう！新
しい図書館」
※時間はいずれも午後２時～４時
【ところ】　ハイトピア伊賀
　5階多目的大研修室
【定　員】　各回先着 40人
【申込方法】
　申込書に必要事項を記入の上、下
記まで。申込書は、上野図書館、各
図書館にあるほか、市ホームページ
からダウンロードできます。
【申込期限】　４月９日㈮　正午
【申込先・問い合わせ】
　上野図書館
　☎ 21-6868　℻  21-8999
　  ueno-tosho@city.iga.lg.jp

伊賀市の未来を創造する
図書館ワークショップ

【と　き】
※次のいずれかを受講。
○６月 26日㈯　午前９時～
○７月 11日㈰　午前９時～
【ところ】　メッセウイング・みえ
　２階大研修室
　（津市北河路町 19-1）
【定　員】　各回先着 100人
【料　金】
○１種類 13,000 円
○２種類以上 16,000 円
※三重県猟友会会員は、いずれも
5,000 円

【申込方法】
　申込用紙に必要事項を記入の上、
受講料を添えて下記まで持参または
郵送（現金書留）。
※申込用紙は三重県猟友会ホーム
ページにあります。

【申込先・問い合わせ】
　（一社）三重県猟友会
　☎ 059-228-0923　
　℻  059-228-0988
【問い合わせ】
　三重県猟友会伊賀支部（農林振興課）
　☎ 22-9714　℻  22-9715

初心者狩猟免許取得
予備講習会

最新の放送内容を
視聴できるほか、
過去の放送分も視
聴できます。

【問い合わせ】
　広聴広報課
　☎ 22-9636
　℻  22-9617

行政だより「ウィークリー伊賀市」
市公式Youtubeチャンネルで配信中！

　　お薬手帳を1冊に
　まとめましょう

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673

　複数のお薬手帳を持っている人
は、１冊にまとめて適切な管理を
行いましょう。

お薬手帳

飲んでいる薬や治療歴
の管理ができて安心

2021.4 30



※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　遺言の書き方、相続に関する疑問
や困りごと、後々のトラブル防止な
ど、遺言と相続に関する問題全般に
ついて、弁護士が無料で電話相談に
応じます。
【と　き】　４月 15日㈭
　午前 10時～午後４時
【相談ダイヤル】
　☎ 059-228-3143
【問い合わせ】
　三重県弁護士会事務局
　☎ 059-228-2232

【と　き】
　５月 15日㈯・29日㈯
　６月 19日㈯
　午前 10時～午後３時
【ところ】
　三重県視覚障害者支援センター
　（津市桜橋 2-131）
【内　容】
○視覚障がいについて
○視覚障がい者とボランティア
○点訳の基礎知識、実技
【対象者】
　全日程に参加できる県内在住の
18 歳以上の人で、７月から 11 月
の土曜日に開催する点訳奉仕者中級
養成講習会（10日間）に参加でき
る人
【募集人数】　20人
※応募多数の場合は、申込書などを
参考に選考。

【料　金】
　テキスト代 1,540 円（事前購入）、
点字器代 1,980 円
【申込方法】
　三重県視覚障害者支援セ
ンターホームページをご覧
ください。
【申込期限】　４月 16日㈮
【申込先・問い合わせ】
　三重県視覚障害者支援センター
　☎ 059-213-7300
　℻  059-228-8425
　 mieten@zc.ztv.ne.jp 
【問い合わせ】
　障がい福祉課
　☎ 22-9657　℻  22-9662

遺言相続無料電話相談会

点訳奉仕者養成講習会

【と　き】
　５月９日㈰　午前９時 30分～
【ところ】　高尾地内
【対象者】　３歳以上小学生以下の子
どもと保護者
【料　金】　500円
【定　員】　先着 30人
【申込方法】
　住所 ･氏名 ･年齢 ･電話番号を下
記まで｡
【申込開始日】
　４月 7日㈬　午前８時 30分～
【申込先・問い合わせ】
　青山公民館
　☎ 52-1110　℻  52-1211

あおやまキャラバン先生
と一緒に田植え体験

【募集人数】　２人
【応募資格】
　次のすべてに当てはまる人
○市内在住または在勤で満 20歳以
上の人
○市議会議員または市職員でない人
【開催回数】　年１回程度
※原則、平日の昼間２時間程度
【任　期】
　７月 27日～令和５年７月 26日
【報　酬】　6,000 円／日
※市の規定に基づく。
【応募方法】
　応募動機を 800 字以内（様式は
自由）にまとめ、住所・氏名（ふり
がな）・生年月日・性別・電話番号
を明記の上、下記まで。
【選考方法】　作文審査・面接
※委員の男女構成比率などを総合的
に考慮して決定します。

【応募期限】
　５月 14日㈮　午後５時　※必着
【応募先・問い合わせ】
　男女共同参画センター
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

伊賀市男女共同参画審議会
委員募集

　認定農業者は、農業経営の改善を
行うための「農業経営改善計画」を
作成・提出し、市に認定された人の
ことです。計画を作ることで現在の
経営状況を見つめなおすことがで
き、認定後は各種補助や融資を受け
ることができます。
【主な支援】
　経営所得安定対策（ゲタ・ナラシ
対策）の交付対象、農業経営基盤強
化資金の融資の支援措置など
【申込方法】
　農林振興課にある農業経営改善計
画を作成し提出してください。
　様式は市ホームページからもダウ
ンロードできます。
　提出は随時受け付けますが、認定
は四半期ごとに行います。
　認定時期など詳しくは市ホーム
ページをご確認ください。
【申込先・問い合わせ】
　農林振興課
　☎ 22-9712　℻  22-9715

認定農業者になりませんか

　このシールを貼っている人が
困っていたら、正面か
らやさしく声をかけて
ください。
【問い合わせ】　介護高齢福祉課
　☎ 22-9634　℻  26-3950

「見守り安心シール」を
ご存じですか？

　　

※右の２次元コードを読み
込んでアクセスできます。

広報いがＰＤＦ版を市ホームページ
でご覧いただけます。

広報いがPDF版

【問い合わせ】　広聴広報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　Z
ズ ー ム

oomを活用した企業説明会で、
４日間で伊賀市、名張市、周辺地域
の企業 30 社以上が参加予定です。
１社 25分で、会社説明と質疑が行
われます。
　申込方法、参加企業や日程など、
詳しくは上野商工会議所ホームペー
ジをご覧ください。
【と　き】
　４月 21日㈬～ 24日㈯
【対象者】
　令和４年春卒業予定の大学生・短
大生・専門学校生、未就職者など
【申込期間】
　説明を聞きたい企業の説明日の前
日まで
【申込先・問い合わせ】
　上野商工会議所
　☎ 21-0527
【問い合わせ】
　商工労働課
　☎ 22-9669　℻  22-9695

【と　き】　６月６日㈰
○乙種４類　午前・午後
○丙種　午前
【ところ】　ゆめぽりすセンター
【申込方法・申込期間】
○郵送の場合
　消防本部・各分署にある願書に必
要事項を記入の上、郵送。
　４月８日㈭～ 19日㈪※消印有効
○インターネットの場合
　（一財）消防試験研究センターホーム
ページから申し込んでください。
　4月５日㈪　午前９時～ 16日㈮
　午後５時
※詳しくは願書をご確認ください。
【申込先・問い合わせ】
　（一財）消防試験研究センター三重県支部
　☎ 059-226-8930

【と　き】　５月 14日㈮
　午前９時 20分～午後５時
【ところ】　消防本部 ３階研修室
【対象者】　危険物取扱者試験（乙種
４類）受験者
【料　金】
○予備講習授業料　1,000 円
※防火協会員は無料
○教科書・問題集　各 1,000 円
※防火協会員は半額
※教科書・問題集をお持ちの場合は、
購入不要。

【定　員】　先着 40人
【申込方法】　消防本部予防課までお
越しください。
【申込期間】
　４月 21日㈬～５月７日㈮
　午前８時～午後５時
※土・日曜日、祝日を除く。
【申込先・問い合わせ】
　消防本部予防課
　☎ 24-9103　℻  24-9111

前期危険物取扱者試験
（乙種４類・丙種）

前期危険物取扱者試験
予備講習会

伊賀市・名張市ウェブ版
合同企業説明会

２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

　上野図書館は、「学び、創造、憩
いの広場」となる交流型図書館をめ
ざしています。図書館のあり方を一
緒に考え、創りませんか。
【とき・内容】
○第１回：４月 10日㈯
　「そもそも図書館って、どんな場
所？」
○第２回：４月 24日㈯
　「まちづくりに活かせる図書館を
考えてみよう！」
○第３回：５月８日㈯
　「伊賀市の未来を創造しよう！新
しい図書館」
※時間はいずれも午後２時～４時
【ところ】　ハイトピア伊賀
　5階多目的大研修室
【定　員】　各回先着 40人
【申込方法】
　申込書に必要事項を記入の上、下
記まで。申込書は、上野図書館、各
図書館にあるほか、市ホームページ
からダウンロードできます。
【申込期限】　４月９日㈮　正午
【申込先・問い合わせ】
　上野図書館
　☎ 21-6868　℻  21-8999
　  ueno-tosho@city.iga.lg.jp

伊賀市の未来を創造する
図書館ワークショップ

【と　き】
※次のいずれかを受講。
○６月 26日㈯　午前９時～
○７月 11日㈰　午前９時～
【ところ】　メッセウイング・みえ
　２階大研修室
　（津市北河路町 19-1）
【定　員】　各回先着 100人
【料　金】
○１種類 13,000 円
○２種類以上 16,000 円
※三重県猟友会会員は、いずれも
5,000 円

【申込方法】
　申込用紙に必要事項を記入の上、
受講料を添えて下記まで持参または
郵送（現金書留）。
※申込用紙は三重県猟友会ホーム
ページにあります。

【申込先・問い合わせ】
　（一社）三重県猟友会
　☎ 059-228-0923　
　℻  059-228-0988
【問い合わせ】
　三重県猟友会伊賀支部（農林振興課）
　☎ 22-9714　℻  22-9715

初心者狩猟免許取得
予備講習会

最新の放送内容を
視聴できるほか、
過去の放送分も視
聴できます。

【問い合わせ】
　広聴広報課
　☎ 22-9636
　℻  22-9617

行政だより「ウィークリー伊賀市」
市公式Youtubeチャンネルで配信中！

　　お薬手帳を1冊に
　まとめましょう

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673

　複数のお薬手帳を持っている人
は、１冊にまとめて適切な管理を
行いましょう。

お薬手帳

飲んでいる薬や治療歴
の管理ができて安心
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　 28ページの答え　
④擬洋風
　明治校舎の外観デザインの特
徴は、和風の入母屋造りの瓦屋
根、白いペンキで塗られた下見
板張りの外壁、上げ下げ式の窓
などで、和風と洋風が混合した
ものですが、和風の技術で洋風
建築を建てようとしたもので様
式史上「擬洋風」と分類されて
います。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

　無料アプリ「マチイロ」で、「広
報いが」を配信しています。

◆「マチイロ」
○スマートフォン・
タブレット端末
から、広報紙を
読むことができ
ます。

○最新号の発行時に、プッシュ通知
でお知らせします。

○一度ダウンロードした広報紙は、
オフラインで閲覧できます。

○全国の市町村の広報紙を見ること
ができます。

※マチイロ登録自治体に限ります。

◆利用方法
　「G

グ ー グ ル

oogle P
プ レ イ

lay」(A
ア ン ド ロ イ ド

ndroid) ま た
は「A

ア ッ プ

pp S
ス ト ア

tore」（i
アイフォーン

Phone） で「 マ
チイロ」を検索し、ダウン
ロードしてください。右記
の二次元コードからもダウ
ンロードできます。
案内に従って、「お住まいの地域」
を「伊賀市」に設定します。
※アプリのダウンロードは無料です
が、通信料は利用者負担です。

【問い合わせ】
　広聴広報課
　☎ 22-9636　℻  22-9617

スマホで「広報いが」を
ご覧ください

　銘柄肉の生産条件である食肉の安
全を図るため、伝染病疾病などの予
防に対し助成を行います。
【対象者】
　市内に住所がある次の農家・組合
○肉牛・乳牛・種豚・肉豚小規模農家
○小規模飼育農家で構成される肥育
組合と酪農組合

【対象家畜】　肉牛・乳牛・豚
※対象病名など、詳しくはお問い合
わせください。

【助成金額】
○牛：予防注射に要する費用の 15％
○豚：予防注射に要する費用の 10％
※千円未満は切り捨て
※申請多数の場合、予算内で調整し
ます。

【申込方法】
　農林振興課にある申請書と事業計
画書に記入の上、下記まで郵送また
は持参。
※申請書などは、市ホームページか
らもダウンロードできます。

【申込期限】　５月 31日㈪
【申込先・問い合わせ】
　農林振興課
　☎ 22-9713　℻  22-9715

家畜伝染病予防助成

　いがまち複合施設（旧ふるさと会
館いが）で、昨年７月から実施して
いた空調設備の修繕や外壁の補修な
どの改修工事が終了しました。
　今後は、地域の住民自治活動や生
涯学習などに、ご利用いただけます。
　また、これまで柘植公民館（柘植
歴史民俗資料館※閉館）で展示して
いた松尾芭蕉、横光利一、橋本策の
顕彰にかかる資料を常時展示してい
ます。ぜひご覧ください。
【問い合わせ】
○西柘植地区市民センター
　☎ 45-8611
○いがまち公民館
　☎ 45-9122　℻  45-9160

いがまち複合施設を改修
しました

　市政情報をお伝えしています。
　ケーブルテレビ17チャンネル
（青山は204チャンネル）・地上
デジタル放送121チャンネルで
放送中です。
　番組表は、各支所（上野支所を
除く。）・各子育て支援センターで
配布しているほか、
右の２次元コード
からもご確認いた
だけます。

行政だより
「ウィークリー伊賀市」

「ヘルプマーク」を
知っていますか？
援助や配慮を必要と
する人が伝えやすく、
支援ができる人が気
づきやすくなる「お

もいやりの絆」をつなげるマー
クです。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻ 22-9662　
　　shougai@city.iga.lg.jp

受診・相談センター
（帰国者・接触者相談
センターから名称変更）
○午前 9時～午後 9時
　伊賀保健所
　☎  24-8050
○午後 9時～午前 9時
　三重県救急医療情報センター
　☎  059-229-1199

新型コロナウイルス感染症相談窓口

コロナ差別に関する人権相談窓口
一人で悩まないで大丈夫。
一緒に考えましょう。

【問い合わせ】
　人権政策課
　☎ 22-9683
　℻  22-9684
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

２次元コードから詳しい情報が見られます。

【義援金総額】　※２月末現在
○東日本大震災
　64,638,357 円
○熊本地震災害
　632,364 円
○平成 29年 7月 5日からの大雨災害
　63,302 円
○バングラデシュ南部避難民
　57,218 円
○平成 30年 7月豪雨災害
　312,668 円
○令和元年台風第 19号災害
　158,194 円
○令和 2年７月豪雨災害　 
　282,322 円
※お寄せいただいた義援金は、日本
赤十字社を通じて、支援を必要と
する方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】
○本庁舎　１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻   22-9673

義援金　受け入れ状況

　伊賀市国際交流協会では、市内に
住む外国人住民向けに情報紙を発行
しています。
　この情報紙は、「広報いが」の主
な記事や日々のお知らせをポルトガ
ル語、スペイン語、中国語、英語、
ベトナム語の５言語とやさしい日本
語に訳して無料で配布しています。
　配布を希望する人や事業所はご連
絡ください。
【問い合わせ】
　伊賀市国際交流協会（ハイトピア
伊賀４階　多文化共生センター内）
　☎ 070-4455-4900
　℻  22-9631
※午前９時～午後５時

多言語情報紙
配布希望受付中

【受付期間】
○インターネット：４月１日㈭
　午後３時～９日㈮
○郵送：４月１日㈭～５日㈪
※当日消印有効
【第１次試験】
　５月８日㈯
【受験資格】
○総合職試験（院卒者区分）
平成３年４月２日以降に生まれた
人で、大学院修了者・修了見込み
の人
○総合職試験（大卒程度区分）
平成３年４月２日から平成 12年
４月１日までに生まれた人、平成
12年４月２日以降に生まれた人
で、大学卒業者・卒業見込みの人
○一般職試験（大卒程度区分）
平成３年４月２日から平成 12年
４月１日までに生まれた人、平成
12年４月２日以降に生まれた人
で、大学卒業者・短期大学卒業者・
高等専門学校卒業者、各卒業見込
みの人
※受験資格の詳細など詳しくは裁判
所ホームページまたは受験案内を
ご確認ください。

【問い合わせ】
　津家庭裁判所事務局総務課
　人事第一係
　☎ 059-226-4876
　℻  059-225-0387

裁判所職員採用試験

　今春のダイヤ改正にあわせて、市
内の鉄道路線の連絡時刻がわかるポ
ケットサイズの時刻表を作成しまし
た。JR関西本線・伊賀鉄道忍者線（伊
賀線）・近鉄大阪線の乗り継ぎを分
かりやすく掲載しています。
　また、巻末には、コミュニティバ
ス「にんまる」の時刻表も載ってい
ます。ぜひご活
用ください。
【配布開始日】
　４月中旬
【配布場所】
○本庁舎総合受付
○各支所
○各地区市民センター
○伊賀鉄道忍者市（上野市）駅 など
【問い合わせ】
　交通政策課
　☎ 22-9663　℻  22-9694

　４月１日から市の組織の一部を変
更します。
　市民サービスの向上とスマート自
治体の構築を進めるため、デジタル
自治推進局を新設します。また、建
設部では、都市計画課で行っていた
建築確認申請を建築課で行うととも
に、一部係名を変更します。
　組織名称と電話番号、主な業務の
一覧は、別冊に掲載しています。
【変更となった部署】
○デジタル自治推進局
　　DX・行政改革推進係
　　情報システム管理係
○企画振興部
　広聴広報課
○建設部
　都市計画課　総務管理係
　　　　　　　公園景観係
　　　　　　　開発指導室
　建築課　事業係
　　　　　建築指導係
　住宅課　総務管理係
　　　　　収納係
　　　　　営繕係
【問い合わせ】
　総務課
　☎ 22-9601　℻  22-9672

便利なポケットサイズ時刻表

伊賀市の組織を一部変更
します

　広報いが・行政情報番組
（ウィークリー伊賀市・文字放
送）について、ご意見・ご提案
をお聞かせください。
【問い合わせ】　広聴広報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617
　　 kouchoujouhou@city.iga.lg.jp

ご意見をお聞かせください

【申込期間】　※年４回
○４月：４月２日㈮～ 30日㈮
○７月：７月２日㈮～ 31日㈯
○ 10月：10月１日㈮～ 31日㈰
○１月：令和４年１月４日㈫～31日㈪
【申込方法】
　三重県伊賀建設事務所（三重県伊
賀庁舎 6階）にある申込用紙に必
要事項を記入の上、郵送。
※募集月末日の消印有効
【申込先・問い合わせ】
　伊賀南部不動産事業協同組合
　県営住宅管理部　津事務所
　☎ 059-221-6171

県営住宅入居者募集
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　 28ページの答え　
④擬洋風
　明治校舎の外観デザインの特
徴は、和風の入母屋造りの瓦屋
根、白いペンキで塗られた下見
板張りの外壁、上げ下げ式の窓
などで、和風と洋風が混合した
ものですが、和風の技術で洋風
建築を建てようとしたもので様
式史上「擬洋風」と分類されて
います。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

　無料アプリ「マチイロ」で、「広
報いが」を配信しています。

◆「マチイロ」
○スマートフォン・
タブレット端末
から、広報紙を
読むことができ
ます。
○最新号の発行時に、プッシュ通知
でお知らせします。
○一度ダウンロードした広報紙は、
オフラインで閲覧できます。
○全国の市町村の広報紙を見ること
ができます。
※マチイロ登録自治体に限ります。

◆利用方法
　「G

グ ー グ ル

oogle P
プ レ イ

lay」(A
ア ン ド ロ イ ド

ndroid) ま た
は「A

ア ッ プ

pp S
ス ト ア

tore」（i
アイフォーン

Phone） で「 マ
チイロ」を検索し、ダウン
ロードしてください。右記
の二次元コードからもダウ
ンロードできます。
案内に従って、「お住まいの地域」
を「伊賀市」に設定します。
※アプリのダウンロードは無料です
が、通信料は利用者負担です。

【問い合わせ】
　広聴広報課
　☎ 22-9636　℻  22-9617

スマホで「広報いが」を
ご覧ください

　銘柄肉の生産条件である食肉の安
全を図るため、伝染病疾病などの予
防に対し助成を行います。
【対象者】
　市内に住所がある次の農家・組合
○肉牛・乳牛・種豚・肉豚小規模農家
○小規模飼育農家で構成される肥育
組合と酪農組合

【対象家畜】　肉牛・乳牛・豚
※対象病名など、詳しくはお問い合
わせください。

【助成金額】
○牛：予防注射に要する費用の 15％
○豚：予防注射に要する費用の 10％
※千円未満は切り捨て
※申請多数の場合、予算内で調整し
ます。

【申込方法】
　農林振興課にある申請書と事業計
画書に記入の上、下記まで郵送また
は持参。
※申請書などは、市ホームページか
らもダウンロードできます。

【申込期限】　５月 31日㈪
【申込先・問い合わせ】
　農林振興課
　☎ 22-9713　℻  22-9715

家畜伝染病予防助成

　いがまち複合施設（旧ふるさと会
館いが）で、昨年７月から実施して
いた空調設備の修繕や外壁の補修な
どの改修工事が終了しました。
　今後は、地域の住民自治活動や生
涯学習などに、ご利用いただけます。
　また、これまで柘植公民館（柘植
歴史民俗資料館※閉館）で展示して
いた松尾芭蕉、横光利一、橋本策の
顕彰にかかる資料を常時展示してい
ます。ぜひご覧ください。
【問い合わせ】
○西柘植地区市民センター
　☎ 45-8611
○いがまち公民館
　☎ 45-9122　℻  45-9160

いがまち複合施設を改修
しました

　市政情報をお伝えしています。
　ケーブルテレビ17チャンネル
（青山は204チャンネル）・地上
デジタル放送121チャンネルで
放送中です。
　番組表は、各支所（上野支所を
除く。）・各子育て支援センターで
配布しているほか、
右の２次元コード
からもご確認いた
だけます。

行政だより
「ウィークリー伊賀市」

「ヘルプマーク」を
知っていますか？
援助や配慮を必要と
する人が伝えやすく、
支援ができる人が気
づきやすくなる「お

もいやりの絆」をつなげるマー
クです。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻ 22-9662　
　　shougai@city.iga.lg.jp

受診・相談センター
（帰国者・接触者相談
センターから名称変更）
○午前 9時～午後 9時
　伊賀保健所
　☎  24-8050
○午後 9時～午前 9時
　三重県救急医療情報センター
　☎  059-229-1199

新型コロナウイルス感染症相談窓口

コロナ差別に関する人権相談窓口
一人で悩まないで大丈夫。
一緒に考えましょう。

【問い合わせ】
　人権政策課
　☎ 22-9683
　℻  22-9684
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

２次元コードから詳しい情報が見られます。

【義援金総額】　※２月末現在
○東日本大震災
　64,638,357 円
○熊本地震災害
　632,364 円
○平成 29年 7月 5日からの大雨災害
　63,302 円
○バングラデシュ南部避難民
　57,218 円
○平成 30年 7月豪雨災害
　312,668 円
○令和元年台風第 19号災害
　158,194 円
○令和 2年７月豪雨災害　 
　282,322 円
※お寄せいただいた義援金は、日本
赤十字社を通じて、支援を必要と
する方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】
○本庁舎　１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻   22-9673

義援金　受け入れ状況

　伊賀市国際交流協会では、市内に
住む外国人住民向けに情報紙を発行
しています。
　この情報紙は、「広報いが」の主
な記事や日々のお知らせをポルトガ
ル語、スペイン語、中国語、英語、
ベトナム語の５言語とやさしい日本
語に訳して無料で配布しています。
　配布を希望する人や事業所はご連
絡ください。
【問い合わせ】
　伊賀市国際交流協会（ハイトピア
伊賀４階　多文化共生センター内）
　☎ 070-4455-4900
　℻  22-9631
※午前９時～午後５時

多言語情報紙
配布希望受付中

【受付期間】
○インターネット：４月１日㈭
　午後３時～９日㈮
○郵送：４月１日㈭～５日㈪
※当日消印有効
【第１次試験】
　５月８日㈯
【受験資格】
○総合職試験（院卒者区分）
平成３年４月２日以降に生まれた
人で、大学院修了者・修了見込み
の人

○総合職試験（大卒程度区分）
平成３年４月２日から平成 12年
４月１日までに生まれた人、平成
12年４月２日以降に生まれた人
で、大学卒業者・卒業見込みの人

○一般職試験（大卒程度区分）
平成３年４月２日から平成 12年
４月１日までに生まれた人、平成
12年４月２日以降に生まれた人
で、大学卒業者・短期大学卒業者・
高等専門学校卒業者、各卒業見込
みの人

※受験資格の詳細など詳しくは裁判
所ホームページまたは受験案内を
ご確認ください。

【問い合わせ】
　津家庭裁判所事務局総務課
　人事第一係
　☎ 059-226-4876
　℻  059-225-0387

裁判所職員採用試験

　今春のダイヤ改正にあわせて、市
内の鉄道路線の連絡時刻がわかるポ
ケットサイズの時刻表を作成しまし
た。JR関西本線・伊賀鉄道忍者線（伊
賀線）・近鉄大阪線の乗り継ぎを分
かりやすく掲載しています。
　また、巻末には、コミュニティバ
ス「にんまる」の時刻表も載ってい
ます。ぜひご活
用ください。
【配布開始日】
　４月中旬
【配布場所】
○本庁舎総合受付
○各支所
○各地区市民センター
○伊賀鉄道忍者市（上野市）駅 など
【問い合わせ】
　交通政策課
　☎ 22-9663　℻  22-9694

　４月１日から市の組織の一部を変
更します。
　市民サービスの向上とスマート自
治体の構築を進めるため、デジタル
自治推進局を新設します。また、建
設部では、都市計画課で行っていた
建築確認申請を建築課で行うととも
に、一部係名を変更します。
　組織名称と電話番号、主な業務の
一覧は、別冊に掲載しています。
【変更となった部署】
○デジタル自治推進局
　　DX・行政改革推進係
　　情報システム管理係
○企画振興部
　広聴広報課
○建設部
　都市計画課　総務管理係
　　　　　　　公園景観係
　　　　　　　開発指導室
　建築課　事業係
　　　　　建築指導係
　住宅課　総務管理係
　　　　　収納係
　　　　　営繕係
【問い合わせ】
　総務課
　☎ 22-9601　℻  22-9672

便利なポケットサイズ時刻表

伊賀市の組織を一部変更
します

　広報いが・行政情報番組
（ウィークリー伊賀市・文字放
送）について、ご意見・ご提案
をお聞かせください。
【問い合わせ】　広聴広報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617
　　 kouchoujouhou@city.iga.lg.jp

ご意見をお聞かせください

【申込期間】　※年４回
○４月：４月２日㈮～ 30日㈮
○７月：７月２日㈮～ 31日㈯
○ 10月：10月１日㈮～ 31日㈰
○１月：令和４年１月４日㈫～31日㈪
【申込方法】
　三重県伊賀建設事務所（三重県伊
賀庁舎 6階）にある申込用紙に必
要事項を記入の上、郵送。
※募集月末日の消印有効
【申込先・問い合わせ】
　伊賀南部不動産事業協同組合
　県営住宅管理部　津事務所
　☎ 059-221-6171

県営住宅入居者募集
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　２月21日㈰、ハイトピア伊賀で若者会議が作成
したプロジェクションマッピングを披露しました。コ
ロナ禍の今だからこそ、伊賀市の良さを少しでも多く
の人に感じてもらい、まちを元気にしたいというメン
バーの思いから制作が始まりました。当日の様子は、
伊賀市若者会議のYoutube チャンネルで動画を公
開していますので、ぜひご覧ください。

　なお、今年度のコラムでは、市と市内高等学校が
連携して行っている「I

い が び と

GABITO育成事業」の紹介
と「若者会議だより」を隔月で紹介する予定です。
今年度もコロナに負けず、伊賀市を盛り上げていき
たいと思いますので、応援をよろしくお願いします。
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9623　℻  22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

だ よ り

　令和元年度の上野総合市民病院に関するさまざま
な数字を通じて、診療の状況をお伝えします。

　３人の整形外科医がそれぞれの専門を生かした手
術を行っています。
　内視鏡や顕微鏡を使った体にやさしい手術や膝・
股関節の人工関節置換など、先進的な手術により、

痛みの軽減と早期の機能回復を
めざしています。
　幅広い疾患の治療に積極的に
取り組んでいますので、お困り
のときにはご相談ください。
　また、リハビリスタッフも充実
しており、医師と連携し、患者
さんの早期回復に努めています。

　医師、看護師、薬剤師、放射線技師、検査技師、
臨床工学技士、管理栄養士、理学療法士、作業療法
士、言語聴覚士、社会福祉士、介護福祉士など、多
くの職員がそれぞれの持ち場で、患者さんの治療に
あたっています。
　今後も各職員がスキルアップに努め、病院の組織
力を強化・向上させ、患者さんに「当院に入院して
よかった」、「診てもらってよかった」と思っていた
だけるよう努力します。

（上野総合市民病院　院長　田中　光司）

404 件

　令和元年度の１年間の整形外科手術件数です。 253 人

　令和３年１月の常勤職員数です。

上野総合市民病院の数字

プロジェクションマッピングを作るため、会議をする
メンバーたち

５月の無料相談 暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。
　（年度内１回のみ）

13日㈭
13:00 ～ 16:30

本庁舎　２階相談室３
市民生活課

5/6　8：30～受付
※先着６人

22-9638

25 日㈫ 青山福祉センター　相談室
青山支所住民福祉課
5/18　8：30～受付

※先着６人
52-3227

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 12 日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

４階相談室
人権政策課

※受付期間（4/19 ～ 5/7）
※先着４人

22-9632

法テラス法律相談（弁護士）
※予約制 19 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

法テラス三重
※受付期限（5/18）
※先着６人

050-3383-
5470

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

4月16日㈮＊

13:30 ～ 16:00

大山田福祉センター相談室 大山田支所住民福祉課 47-1152

12 日㈬ 本庁舎　２階相談室３ 市民生活課 22-9638

18 日㈫ 伊賀支所　１階談話室 伊賀支所住民福祉課 45-9104

20 日㈭ 青山福祉センター　相談室 青山支所住民福祉課 52-3227

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 26 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期間（4/30 ～ 5/24）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 14 日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期限（5/12）
※先着 4人

22-9638

出張年金相談※予約制 21 日㈮ 10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　３階 津年金事務所 059-228-
9112

緑（園芸）の相談 10日㈪ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　１階玄関ロビー 都市計画課 22-9731

外国人のための
行政書士相談
※予約制

６日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階
多文化共生センター

市民生活課
※受付期限（4/26）
※先着４人

22-9702

健康相談 28日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階健康ステーション 健康推進課 22-9653

高齢者の就業相談
13日㈭

13:30 ～ 15:00
下郡市民館

シルバー人材センター 24-5800
20 日㈭
※予約制 伊賀市シルバーワークプラザ

人権相談
（人権擁護委員） 20日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階相談室３ 人権政策課 22-9683

＊３月号に掲載した大山田福祉センターでの行政相談の開設日が誤っておりました。お詫びして訂正します。

※このほか、常時開設相談（消費生活相談、空き家に関する相談、高齢者・障がい者の総合相談、女性相談、家庭児童相談、母子・父子自
立相談、こどもの発達相談、教育相談、青少年相談、若年の就労相談、雇用・労働相談、生活にお困りの方の相談、人権相談）もあります。

こころの健康相談
※予約制 26 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎　１階 伊賀保健所

※未治療・未受診の人のみ 24-8076
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広報広報

今月の表紙は伊賀市若者会議によるプロジェクションマッピングの様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
催しなどに参加するときは、マスクの着用など感染予防を行いましょう。

今月の納税
●納期限　４月30日 （金）

納期限内に納めましょう
固定資産税（１期） 2021 年（令和３年）４月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴広報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　89,546 人　○世帯数　40,627 世帯
○男　43,950 人　　○女　45,596 人

伊賀市の人口・世帯数
令和３年２月 28日現在

広報いがをスマホでチェック

４月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◉各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

　当社は、平成７年に農地の保全管理
を行う社団法人として設立。以後、農
産物加工所の運営・加工販売を行って
います。
　伊賀産菜種油「七

な
の花

はな
」 エクストラ

バージンの商品開発は、「伊賀市菜の
花プロジェクト」の取り組みで、平成
19年度に始まりました。
　このプロジェクトは、「遊休農地な

どを活用して菜の花を栽培し、美しい
農村風景をつくりだすとともに、その
菜種を搾り地産地消に努め、地域の特
産品として販売に取り組んでいく」も
のです。プロジェクトの中心として農
業者間の情報共有と技術の集積を図
り、菜種油の搾油と販売、
バイオ燃料の有効利用を展
開しています。

◉伊賀市応急診療所（一次救急）
【診療科目】　一般診療・小児科　【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※点滴・レントゲン検査・血液検査・インフルエンザ検査はできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◉伊賀市救急・
健康相談ダイヤル24

☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◆受診可能な医療機関は、救急医療情報センター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
１
　名張

２
　上野

３
　名張

４
　名張

５
　岡波

６
　名張

７
　岡波

８
　名張

９
　上野

10
　上野

11
　岡波

12
　岡波

13　
　上野

14
　岡波

15
　名張

16
　上野

17
　名張

18
　名張

19
　岡波

20
　名張

21
　岡波

22
　名張

23
　上野

24
　上野

25
　岡波

26
　岡波

27
　上野

28
　岡波

29
　名張

30
　上野

＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。

I G AMONO
セレクション No.12

（一社）大山田農林業公社
搾油施設「菜の舎」

チーフ　亀井　健司さん

　伊賀産の厳選された良質な菜種だけを、じっくり
時間をかけて非加熱で搾油した、最高級のバージン
オイルです。 
　菜の花の持つほのかな香りと味が生きています。

伊賀産菜種油「七の花」 
エクストラバージン

【問い合わせ】
　商工労働課
　☎ 22-9669　℻  22-9695
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担当部署 電話番号 FAX番号 所 主な業務内容

デジタル自治推進局 DX・行政改革推進係 ☎ 22-9622 22-9672 ① デジタル化の推進、DX の方針・立案、行政改革
情報システム管理係 ☎ 22-9625 情報政策の企画調整・推進、情報システムの整備・管理運営

総合危機管理課 ☎ 22-9640 24-0444 ① 防犯、防災、地域安全

総
務
部

総務課
行政係 ☎ 22-9601

22-9672 ①
市行政一般、選挙

文書法制係 ☎ 22-9602 例規、文書管理
統計係 ☎ 22-9690 統計調査

人事課 人事研修係 ☎ 22-9605 22-9742 ① 職員の人事・研修
給与厚生係 ☎ 22-9606 職員の給与・福利厚生

秘書課 ☎ 22-9600 24-7900 ① 秘書、渉外、儀式、表彰

契約監理課 入札契約担当 ☎ 22-9810 22-9837 ① 工事・物品などの入札、契約、入札参加資格の審査・登録
検査担当 ☎ 22-9685 工事の検査・成績評定

企
画
振
興
部

総合政策課 企画調整係 ☎ 22-9620 22-9672 ① 行政施策の企画・総合調整
地方創生推進係 ☎ 22-9623 まち・ひと・しごと創生の推進、地方創生施策の総合調整

文化交流課 ☎ 22-9621 22-9619 ＊ 文化振興、芭蕉翁顕彰
広聴広報課 ☎ 22-9636 22-9617 ① 広報紙、行政情報番組、情報公開、個人情報保護

地域づくり推進課 住民自治推進係 ☎ 22-9639 22-9694 ① 自治振興、市民活動支援、住民自治協議会の総括
移住交流係 ☎ 22-9680 移住交流

ゆめぽりすセンター ☎ 22-0310 22-0317 ＊ 市民活動支援
スポーツ振興課 ☎ 22-9635 22-9694 ① スポーツ振興

国体推進課 事業推進係 ☎ 43-9100 43-9102 ＊ 三重とこわか国体の企画調整（広報・市民運動）
競技運営係 三重とこわか国体伊賀市開催競技の運営調整

交通政策課 ☎ 22-9663 22-9694 ① 公共交通

財
務
部

管財課 管財係 ☎ 22-9610 24-2440 ① 庁舎、公用車管理
資産活用係 市有財産の利活用

財政課 ☎ 22-9608 24-2440 ① 財政

課税課 市民税係 ☎ 22-9613 22-9618 ① 市県民税・軽自動車税の賦課
資産税係 ☎ 22-9614 固定資産税の賦課

収税課 収納管理係 ☎ 22-9615 22-9618 ① 税証明、還付
収納係 ☎ 22-9612 市税徴収、納税相談

債権管理課 ☎ 22-9675 24-2440 ① 滞納債権

人
権
生
活
環
境
部

空き家対策室 ☎ 22-9676

22-9641 ①

空き家バンク、空き家の活用相談、危険空き家の助言・指導

市民生活課 ☎ 22-9638 市民相談、斎苑、犬の登録
☎ 22-9702 多文化共生（外国人相談窓口）

消費生活相談専用ダイヤル ☎ 22-9626 消費生活相談

人権政策課 人権政策係 ☎ 22-9683 22-9684 ① 人権施策・平和行政の総合企画・推進
男女共同参画係 ☎ 22-9632 22-9666 ② 男女共同参画推進施策の総合企画・推進

同和課 ☎ 22-9689 22-9684 ① 同和施策の計画・推進
八幡町市民館 ☎ 23-3157 23-5407 ＊ 人権啓発、地域福祉、地域交流、相談事業

しろなみ児童館 ☎ 24-2466 24-2466 児童館事業
下郡市民館 ☎ 37-0558 37-0558 ＊ 人権啓発、地域福祉、地域交流、相談事業
寺田市民館 ☎ 23-8728 23-8728 ＊ 人権啓発、地域福祉、地域交流、相談事業
いがまち人権センター ☎ 45-4482 45-9130 ＊ 人権啓発、地域福祉、地域交流、相談事業

まえがわ児童館 児童館事業
ライトピアおおやまだ ☎ 47-1160 47-1162 ＊ 人権啓発、地域福祉、地域交流、相談事業
青山文化センター ☎ 55-2411 55-2434 ＊ 人権啓発、地域福祉、地域交流、相談事業

老川児童館 児童館事業
戸籍住民課 ☎ 22-9645 22-9643 ① 戸籍、住民票、印鑑登録、埋火葬の許可、マイナンバーカード
環境政策課 ☎ 22-9624 22-9641 ① 環境施策、環境教育

環境センター ☎ 20-9105 20-9107 ＊ 生活環境調査
廃棄物対策課 ☎ 20-1050

20-2575 ＊
廃棄物施策の企画・総合調整

さくらリサイクルセンター ☎ 20-9272 可燃ごみ・資源ごみの処理
☎ 20-9170 ごみ収集（集積場パトロール・拠点収集）

浄化センター ☎ 23-1179 21-8704 ＊ し尿・浄化槽汚泥の処理、市直営で指定区域内のし尿収集☎ 21-2109
不燃物処理場 ☎ 23-8991 ── ＊ 不燃物の処理

伊賀市役所　主な組織と電話番号の一覧
一覧内の①～②は次の場所を示しています。①伊賀市四十九町 3184 番地（本庁舎）　②伊賀市上野丸之内 500 番地（ハイトピア伊賀）

（＊印の部署は他の施設にあります。所在地などは各担当部署にお問い合わせください。）

市外局番：（0595）
令和３年４月１日現在

市役所本庁舎　総合番号案内：☎ 22-9611／ 夜間・時間外受付（守衛室）：☎ 22-9611 ／ 市役所代表ファックス：FAX 24-2440
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担当部署 電話番号 FAX番号 所 主な業務内容

健
康
福
祉
部

医療福祉政策課
福祉総務係 ☎ 26-3940

22-9673 ①
福祉政策・地域福祉の企画調整、民生委員・児童委員の推薦

医療政策係 ☎ 22-9705 地域医療政策・施策の企画調整、応急診療所
福祉監査係 ☎ 22-9708 社会福祉法人・介護サービス事業者等の指導監査など

障がい福祉課 総務係 ☎ 22-9657 22-9662 ① 障がい者の福祉施策
障がい福祉係 ☎ 22-9656 障がい者の福祉事業

生活支援課

保護第１係 ☎ 22-9651

22-9661 ①
生活保護保護第２係 ☎ 22-9652

生活支援係 ☎ 22-9650 生活困窮者自立支援
庶務係 ☎ 22-9630 生活保護の医療券の発行

こども未来課

企画総務係 ☎ 22-9654

22-9646 ①

児童福祉施策、少子化対策
こども家庭係 ☎ 22-9677 児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当、放課後児童クラブ

家庭児童・女性・
母子・父子自立相談 ☎ 22-9609 家庭児童相談、女性相談、母子・父子自立相談

子育て支援係 ☎ 22-9665

22-9666 ②

子育て支援
子育て包括支援センター ☎ 22-9665 子育て相談、子育て支援ヘルパー派遣事業
ファミリー・サポート・センター ☎ 26-7830 ファミリー・サポート・センター事業
こども発達支援センター ☎ 22-9627 こどもの発達に関する相談

保育幼稚園課 総務係 ☎ 22-9658 22-9646 ① 保育所（園）・幼稚園の施設管理
保育係 ☎ 22-9655 保育所（園）・幼稚園の入所（園）・運営

介護高齢福祉課
高齢福祉係 ☎ 22-9634

26-3950 ①
高齢者福祉

介護事業係 ☎ 26-3939 介護保険
認定調査係 ☎ 26-3941 要介護認定調査

地域包括
支援センター

庶務係 ☎ 22-9710
24-7511 ①

庶務、指定介護予防支援請求事務
調整係 ☎ 22-9668 相談にかかる会議などの調整

相談支援室 ☎ 26-1521
高齢者の総合相談、権利擁護、指定介護予防支援、福祉に
関する１次相談、介護予防・健康推進東部サテライト ☎ 45-1016 45-1055 ＊

南部サテライト ☎ 52-2715 52-2281 ＊
障がい者相談支援センター ☎ 26-7725 24-7511 ① 障がい者の相談

保険年金課 保険年金係 ☎ 22-9659 26-0151 ① 国民健康保険、国民年金
医療助成係 ☎ 22-9660 後期高齢者医療、福祉医療

健康推進課
（伊賀市保健

センター）

健康づくり係 ☎ 22-9653 22-9666 ② 健康づくり事業、成人の保健事業、成人の予防接種、献血
母子保健係 母子の保健事業・栄養指導、乳幼児・児童・こどもの予防接種
いがまち保健福祉センター ☎ 45-1016 45-1055 ＊ 健康づくり事業、保健事業青山保健センター ☎ 52-2280 52-2281 ＊

ワクチン接種推進課 ☎ 41-1550 22-9694 ① 新型コロナウイルスワクチン接種

産
業
振
興
部

農林振興課
計画係 ☎ 22-9712

22-9715 ① 農林業振興、集落営農、農地法、山村振興、畜産業振興振興係 ☎ 22-9713
鳥獣害対策係 ☎ 22-9714 鳥獣害対策

農村整備課 管理係 ☎ 22-9718 22-9695 ① 国土調査、農林業施設の管理
整備係 土地改良事業、治山、農林業施設の災害復旧

商工労働課 ☎ 22-9669 22-9695 ① 商工業振興、雇用対策、企業誘致

観光戦略課 事業係 ☎ 22-9670 22-9695 ① 観光施策の計画、観光振興
誘客推進係 ① DMO 形成支援、観光客誘客

中心市街地推進課 ☎ 22-9825 22-9628 ② 中心市街地の活性化

建
設
部

企画管理課 総務管理係 ☎ 22-9722 22-9724 ① 市道の認定、台帳整備、敷地占用などの申請、土木施設の境界確認
公共基盤推進係 ☎ 22-9723 国・県が行う事業の調整・促進

道路河川課 事業推進係 ☎ 22-9725 22-9724 ① 道路・橋梁・河川などの計画・整備
施設維持係 ☎ 22-9726 道路・橋梁・河川などの維持管理、公共土木施設の災害復旧

都市計画課 総務管理係 ☎ 22-9731
22-9734 ①

都市計画の立案・調査・決定・変更
公園景観係 ☎ 41-0290 都市公園の整備・管理、景観行政

開発指導室 ☎ 22-9733 都市計画法に関する届出、開発指導、土地利用条例など

建築課 事業係 ☎ 22-9735 22-9736 ① 公共施設（庁舎・学校・体育施設・病院・文化施設など）の設計・建設・修繕
建築指導審査係 ☎ 22-9732 建築基準法、長期優良住宅・低炭素住宅の認定など

住宅課
総務管理係 ☎ 22-9737 22-9736 ①

市営住宅の管理・運営、住生活に関する企画・調整
収納係 市営住宅の使用料決定・徴収
営繕係 ☎ 41-0072 市営住宅の設計・建設・修繕

企業用地整備課 ☎ 22-9727 22-9724 ① 産業用地整備、開発事業者の誘致調整

出納室 出納係 ☎ 22-9686 22-9839 ① 現金などの出納・保管審査係
市議会
事務局 議事課 総務係 ☎ 22-9687 24-7901 ① 市議会・常任委員会の事務議事調査係 ☎ 22-9688
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担当部署 電話番号 FAX番号 所 主な業務内容
農業委員会事務局 ☎ 22-9720 22-9715 ① 農業委員会の事務
選挙管理委員会事務局 ☎ 22-9601 22-9672 ① 選挙管理委員会の事務
監査委員事務局

☎ 22-9740 22-9741 ①
監査事務

公平委員会 公平委員会の事務
固定資産評価審査委員会 固定資産評価審査委員会の事務

◆ 行政委員会

担当部署 電話番号 FAX番号 所 主な業務内容

教
育
委
員
会
事
務
局

教育総務課 ☎ 22-9644 22-9647 ① 教育行政にかかる企画・立案・調整、施設の整備・営繕、
学校の管理運営

学校教育課 学務係 ☎ 22-9648 22-9667 ① 児童生徒の就学・転出入、就学援助
指導教職員係 ☎ 22-9649 市立小中学校・幼稚園の指導

生涯学習課 生涯学習係 ☎ 22-9679 22-9692 ② 生涯学習、社会教育、青少年健全育成
人権同和教育係 人権同和教育

文化財課 文化財係 ☎ 22-9678 22-9667 ① 文化財の調査・保護、文化財の指定
歴史資料係 ☎ 52-4380 52-4381 ＊ 歴史資料の保存・管理

教
育
機
関

給食センター
いがっこ給食センター夢 ☎ 21-8194 21-8199

＊ 給食の献立、調理、運搬、施設の管理運営いがっこ給食センター元気 ☎ 41-0888 41-0889
大山田給食センター ☎ 47-0146 47-0147

公民館

中央公民館（上野公民館） ☎ 22-9637 22-9692 ②

公民館（地区館・分館）活動、地域教育の推進

いがまち公民館 ☎ 45-9122 45-9160

＊
島ヶ原公民館 ☎ 59-2291 59-2574
阿山公民館 ☎ 43-0154 43-9019
大山田公民館 ☎ 46-0130 46-0131
青山公民館 ☎ 52-1110 52-1211

教育集会所

八幡町教育集会所 ☎ 23-3157 23-5407

＊ 人権同和教育の推進・活動

下郡教育集会所 ☎ 37-0558 37-0558
寺田教育集会所 ☎ 23-8730 23-8728リバティなかせ兼教育センター ☎ 26-0076
まえがわ教育集会所

☎ 45-4482 45-9130まえがわ青少年活動センター
大土教育集会所
奥馬野教育集会所 ☎ 47-1160 47-1162
老川教育集会所 ☎ 55-2350 ──

図書館

上野図書館 ☎ 21-6868 21-8999

＊ 図書館事業

いがまち図書室 ☎ 45-9122 45-9160
島ヶ原図書室 ☎ 59-2291 59-2574
阿山図書室 ☎ 43-0154 43-9019
大山田図書室 ☎ 47-1175 46-0131
青山図書室 ☎ 52-1110 52-1211

伊賀市教育研究センター ☎ 21-8839 21-8839 ＊ 教育研究・会議室等貸出し
伊賀市教育支援センター（ふれあい教室） ☎ 24-0783 24-0783 ＊ 教育相談・不登校児童生徒の適応指導
生涯学習センター ☎ 22-9801 22-9692 ② 施設の貸館業務
青少年センター ☎ 24-3251 24-3251 ＊ 青少年相談

◆ 教育関係

担当部署 電話番号 FAX番号 所 主な業務内容
振興課（まちなかサービスカウンター） ☎ 22-9633 22-9628 ② 住民自治協議会・自治会・市民活動の支援

担当部署 電話番号 FAX番号 主な業務内容

経営企画課 総務係 ☎ 24-0001 24-0006 企画、人事、給与、財産、契約、庶務
経理係 予算、決算、経理、資金計画

営業課 ☎ 24-0003 24-0006 下水道料金、上水道料金
※上水道料金の問い合わせは水道お客様センターへ

水道工務課 建設係 ☎ 24-0002 24-0006 給配水管路の計画・調査・設計・工事
維持係 給配水管路の維持管理・修繕、計量器の交換、給水工事申込み

水道施設課 浄水係 ☎ 24-3980 24-0006 浄水場などの各施設運転管理・調査・設計・工事
水質管理係 上水道の水質保全・管理

下水道課 建設係 ☎ 24-2137 24-2138 生活排水処理施設整備計画、下水道の計画・調査・設計・工事
施設維持係 下水道施設の維持管理、処理場運転管理、合併処理浄化槽

水道お客様センター ☎ 24-0013 24-0007 上水道の検針・開閉栓、上水道料金に関する問い合わせ

◆ 上下水道部　　　（伊賀市ゆめが丘七丁目 4 番地の 4）

◆ 上野支所
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担当部署 電話番号 FAX番号

青
山
支
所

振興課 地域振興 ☎ 52-1112

52-2174

☎ 52-1115
産業建設 ☎ 52-1114

住民福祉課

市税・使用料 ☎ 52-3232
戸籍・住民基本台帳 ☎ 52-3227
健康福祉 ☎ 52-3228
青山保健センター
（運動施設） ☎ 52-4100 ──

施設名 電話番号
伊賀市立上野総合市民病院 ☎ 24-1111

伊賀市健診センター ☎ 24-1186
伊賀市応急診療所 ☎ 22-9990
国保阿波診療所 ☎ 48-0004
伊賀南部
環境衛生
　組合

総務室
☎ 53-1120業務室

伊賀南部クリーンセンター
伊賀市斎苑 ☎ 21-0713

担当部署 主な業務内容

振興課 地域振興
地域防災・地域安全対策、庁舎管理、財産管理、選挙、行政バス、広聴・広報、
住民自治協議会、自治会、市民活動支援、不法投棄防止、人権・同和施策の推進
及び啓発、平和行政、男女共同参画、財産区（柘植・島ヶ原・大山田）

産業建設 農林業、狩猟・鳥獣害、公共土木施設などの維持管理・材料費補助、観光振興

住民福祉課

市税・使用料 税の証明、市税の収納、原動機付自転車の標識交付、各種料金収納、交通安全、
犬の登録、市民相談

戸籍・住民基本台帳 戸籍、住民票、印鑑登録、埋火葬の許可、マイナンバーカード

健康福祉 生活保護、保育所（園）、放課後児童クラブ、介護保険、国民健康保険、国民年金、
後期高齢者医療、福祉医療、高齢者・障がい者・児童・母父子福祉

◆ 各支所　＊上野支所を除く。

部　署 電話番号 FAX番号 主な業務内容

伊賀消防署

管理課 消防救助管理係 ☎ 24-9116

24-9111

消防・救助事務、緊急消防援助隊、応援協定
救急管理係 ☎ 24-9120 救急事務、救命講習

警防第１課
警防第２課

指揮調査係
☎ 24-9107 火災・救急・救助業務消防救助係

救急係
島ヶ原分署 ☎ 59-2277 59-2292

火災・救急・救助業務

西分署 ☎ 20-9901 20-9902
東分署 ☎ 45-3100 45-4468
阿山分署 ☎ 43-0438 43-1127
大山田分署 ☎ 47-0353 46-1425
南分署 ☎ 52-1151 52-0602
丸山分署 ☎ 37-0100 37-0175

◆ 伊賀消防署

部　署 電話番号 FAX番号 主な業務内容

消防本部

消防総務課 ☎ 24-9100

24-9111

消防職員の人事・服務、消防予算、消防委員会

予防課
予防係 ☎ 24-9105 消防設備・建築物の消防同意、消防広報、火災予防の対策
危険物係 ☎ 24-9103 危険物の規制
査察指導係 ☎ 24-9118 火災予防条例、防火対象物の予防査察・指導

地域防災課 ☎ 24-9115 消防団、消防施設
通信指令課 ☎ 24-9110 24-3544 消防指令

◆ 消防本部　　　（伊賀市緑ケ丘東町 920 番地）

担当部署 電話番号 FAX番号

伊
賀
支
所

振興課 地域振興 ☎ 45-9111

45-9120

☎ 45-9108
産業建設 ☎ 45-9119

住民福祉課
市税・使用料
戸籍・住民基本台帳 ☎ 45-9104

健康福祉 ☎ 45-9105

担当部署 電話番号 FAX番号

大
山
田
支
所

振興課 地域振興 ☎ 47-1150

46-0135
産業建設

住民福祉課
市税・使用料
戸籍・住民基本台帳 ☎ 47-1152

健康福祉 ☎ 47-1151

担当部署 電話番号 FAX番号

阿
山
支
所

振興課 地域振興 ☎ 43-1543

43-1679
産業建設

住民福祉課
市税・使用料
戸籍・住民基本台帳 ☎ 43-0333
健康福祉

担当部署 電話番号 FAX番号

島
ヶ
原
支
所

振興課 地域振興 ☎ 59-2053

59-3196
産業建設 ☎ 59-2294

住民福祉課
市税・使用料
戸籍・住民基本台帳 ☎ 59-2109

健康福祉 ☎ 59-2163


